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瑞龍寺遺跡富山不動産地区 遠景 (北東 )

※中央に瑞龍寺伽藍、中央やや右下が調査地区。
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1 瑞龍寺遺跡富山不動産地区 遠景 (北東 )

※上方左狽1に瑞龍寺総門、上方中央に山門、回廊を経て大庫裏、その背後に仏殿・法堂が見える。

2 瑞龍寺遺跡富山不動産地区 全景 (直上 )

※写真上方が北側。
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瑞龍寺遺跡富山不動産地区 瓦溜りS U05出 土 赤釉薬九瓦「1325」 (1/3)
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序
高岡開町の祖・前田利長の菩提寺である国宝・瑞龍寺には、

かつて白山神を祀る鎮守堂が存在しました。

そのことは、富田景周の著した『瑞龍閣記』に「鎮守神廟」

の記述があることや、瑞龍寺に「万治四年 (1661)三 月」銘の

鎮守堂の勧請札が残されていることからも窺われます。

ちなみに、高岡市赤祖父に所在する赤祖父神社の本殿は、こ

の鎮守堂を明治初頭に移築したものとする伝承があります。

このたび、現在の瑞龍寺伽藍の北東に宅地造成の計画がなさ

れ、試掘調査を実施することになり、その結果、鎮守堂l■やこ

れに向かう参道址が検出されました。長い時を経て、再びこれ

らが姿を現したのです。

本書では、この瑞龍寺遺跡をはじめ、開発行為にともない実

施した平成20年度の発掘調査成果を収録いたしました。郷土に

おける歴史探求や学術研究にご活用いただければ幸いです。

末尾になりましたが、発掘調査の実施にご協力いただきまし

た関係各位、地元の皆様に厚 くお礼申し上げます。

平成22年 2月

高岡市教育委員会

教育長 氷見 哲正
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例  言     1 本書は富山県高岡市において、高岡市教育委員会が平成20年度に実施した埋蔵文化財発掘調

査の概要報告書である。

2 当調査は各種の開発工事に対応して実施したものである。

3 現地調査は平成20年度国庫補助金、報告書作成は平成21年度国庫補助金の交付を受けて、高

岡市教育委員会が実施した。

4.本書で報告する遺跡ならびに調査地区は、12遺跡17箇所である。

5 調査方法は、井日本江遺跡栗林地区が本発掘調査で、これ以外は試掘調査である。

6 調査関係者は以下のとおりである。

[高岡市教育委員会]

文化財課長 :東保英則 (平成20年度)、 大巻宏治 (平成21年度)

〔埋蔵文化財担当〕

総括専門貝 :大村友則 (平成21年度)

主幹 :岡山哲朗 (平成20年度)、 副主幹 :山 口辰一

主査 :荒井隆 (平成20年度)、 根津明義 (平成21年度)、 主任 :栗山雅夫

7 当調査は、山口が担当した。

8 現地調査・報告書作成において、以下の各氏の御教示・御援助を得た。 (順不同、敬称略)

上野幸夫、上原真人、越前慶祐、大橋康二、垣内光次郎、黒崎直、小島俊彰、杉山喜重子

中西常雄、西井龍儀、宮田進一、関清

高岡山瑞龍寺 (四津谷道昭住職)

9 本書の編集は山口が行った。

凡  例     1 遺構記号は以下の通りである。

SA:柵址、SB:神社址・掘立柱建物址、SD:溝、SF:道路址、SK:土坑、

SN:畝状遺構、SS:根石・集石、SU:瓦溜り、SX:その他の遺構

2 遺物番号は以下の通りである。

1000香台 :瑞龍寺遺跡富山不動産地区    4000番台 :中曽根西遺跡区画整理地区

2000番台 :東木津遺跡吉岡地区      5100番 台 :東木津遺跡巻端地区

3000番台 :井日本江遺跡栗林地区     5200番 台 :井日本江遺跡ア・ライズ地区
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序

遺跡概観

瑞龍寺遺跡の位置

当遺跡は、」R高岡駅の南西約750mに位置し、旧瑞龍寺 (伽藍瑞龍)の境内にあたる東西365m× 南北

330mが遺跡範囲である。当遺跡の中央西寄 りを」R城端線が南北方向に走る。遺跡の西方では千保川が、

遺跡の東方では庄川がそれぞれ北流している。現在の庄川本流は、寛文10年 (1670)か ら正徳 4年 (1714)

にかけて加賀藩による河川改修によつて固定され、それまでは千保川筋が庄川本流であった。

当遺跡は高岡台地の南西端に位置する。高岡台地は標高約15mを測り南西～北東方向に延びる。当地には

後期旧石器時代の古定塚遺跡、縄文時代の中川遺跡・小竹薮遺跡
。大手口遺跡があり、中川遺跡・小竹藪遺

跡からは古墳時代前期の土器も出土している。慶長14年 (1609)に加賀藩 2代藩主前田利長が隠居城として

この高岡台地上に高岡城を築造し、現在の高岡市街地の基礎を造つた。

高岡城の南西側に位置するのが瑞龍寺であり、慶長19年 (1614)に利長が逝去した後は菩提寺となった。

元和元年 (1615)の一国一城制により高岡城は廃城となるも、高岡城下は商工業の町として残された。正保

2年 (1645)か らは利長の菩提寺の大改造も行われ、現在の端龍寺に直接繋がる伽藍と寺地が整備された。

瑞龍寺の東北東約 lkmに は利長の壮大な廟所 (前田墓所遺跡)が営まれ、これらを結ぶ参道・人丁道 (人

丁道遺跡)も 設置された。

瑞龍寺遺跡

前田墓所遺跡

八丁道遺跡

高岡城跡

古定塚遺跡

入定塚遺跡

中川遺跡

小竹藪遺跡

大手口遺跡

赤祖父羽座間遺跡

井口本江遣跡

第 3図

瑞龍寺遺跡と周辺の

遺跡

(1/2万 5千 )
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第 4図

瑞龍寺と関連施設の

概略位置図

(1/1万 5千 )

瑞龍寺遺跡の変遷

瑞龍寺遺跡は「伽藍瑞龍」の想定される境内地、すなわちタト堀ラインをもって遺跡範囲として設定したも

のである。これは瑞龍寺に直接かかわる遺跡としたものではあるが、その後調査の進展により、これ以前の

遺構も検出されている。当遺跡は、文献資料・石造文化財・絵図、そして考古資料から以下のように時期区

分できる。

I期 :瑞龍寺以前、古代～中世である。古代については、土器類の細片が出土しているのみで、遺構は

確認していない。中世については溝を検出しており、珠洲等の遺物も出上している。当地は高岡台

地の末端であり、周囲と比べて微高地である。寺院建立以前に一般の集落跡の所在地としても立地

可能な所である。当期は細分して、 I-1期 =古代とI-2期 =中世としたい。
Ⅱ期 :瑞龍寺草創期、伽藍瑞龍以前の法円寺ないし瑞龍院の時代である。江戸時代初期である。

Ⅲ期 :伽藍瑞龍期、広大な寺地と壮大な伽藍が整備・建設され維持された段階。江戸時代前期 。1645年

以降から明治維新頃までである。延享 3年 (1746)に浴室より出火し、山門・七間浄頭・禅堂、及
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び伽藍東側の回廊が焼失した。この火災を境に2区分し、Ⅲ-1期 =廷享 3年以前、Ⅲ-2期 =延

享 3年以後とする。

Ⅳ期 :近代瑞龍寺期、加賀藩から援助が途絶えた瑞龍寺境内縮小期である。明治維新以降現在までであ

る。明治42年 (1909)は 東宮 (後の大正天皇)の北陸巡行を契機に前田墓所や人丁道が復元整備さ

れることになった年である。近代瑞龍寺期はこの明治末頃を境に区分され、さらに戦後を一つの段

階とする、すなわちⅣ-1期 =明治維新～明治末、Ⅳ-2期 =大正初め～昭和戦前、Ⅳ-3期 =昭

和戦後～現代と3区分が可能である。

2.調査概観

調査に至る経緯

平成20年 3月 6日 、富山不動産ビューローより当該地の開発に伴う埋蔵文化財の取り扱いの問い合わせが

あり、協議を行った。開発計画は、瑞青g寺伽藍の北東恨Jの 3筆の畑地を造成して、6区画の宅地分譲地を形

成する内容であった。当該地 (高岡市関本町86・ 121・ 122)は十日瑞龍寺境内で、 2重の堀で囲まれていたと

される瑞龍寺の内堀の内狽Jと推定され、遺構の検出や遺物、特に瓦の多量な出土が確実な所であつた。瑞龍

寺の建造物、総門・山門 。回廊等と至近の地点でもある。手続きや取り扱い、及び試掘調査後の処置等を説

明し、当該地の重要性、また試掘調査実施となった場合は通常より丁寧に行う必要があるので、このことに

関しての理解と協力を求めた。

平成20年 3月 26日 に発掘の届出が提出され、施主の富山不動産ビューロー、地主の蔵野忠之氏、今井由美

子氏、村田沙智子氏の承諸を得て、平成20年 5月 12日 より試掘調査を開始した。

第 5図

瑞龍寺遺跡、富山不

動産地区と既往の調

査地区

(1/5,000)
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調査経過

調査経過は以下のとおりである。

1.南北方向に幅 2mの トレンチ (試掘坑)を 7条 (第 1～ 7ト レンチ)設定した。重機により掘削し精

査を行つた。第 2ト レンチで礫層と硬化面を確認し、第 7ト レンチでは瓦溜りを確認した。また、すべ

てのトレンチから燻し瓦・釉薬瓦が出土した。

2.調査地区東側の第 1ト レンチから第 3ト レンチを繋ぐ形で掘削範囲を拡幅した。第2ト レンチと第 3

トレンチの間は土層観察用ベルトを残 した。礫層が東西方向に続き、方形状の地形址 (S B01-sb

01)を確認した。また南北方向に続く硬化した粘土面の道路址 (S B01-s t01)、 それを挟んで対称

に並ぶ据え方列 (S B01-s aol・ s a02)等の構築物と関連施設 (S B01)を検出した。さらに何ら

かの土台に使われていたと思われる根石 (S S02)を確認した。

3.調査地区西側の第 6ト レンチと第7ト レンチを繋ぎ、北、西、南方向へ掘削範囲を拡幅した。 2つの

瓦溜り (S U01・ 02)を確認した。また北側と南側で異なる整地土層を確認した。

4.調査地区東側の第3ト レンチ南西側を拡幅し、さらに調査地区南端部を東西に通した形で掘削範囲を

広げた。瓦溜り (S U05～ 07)と 炭化物の層を確認、古い鉄釘、鬼瓦の一部が出土した。また集石 (S

S01)も 確認した。

5 調査地区東側の第 1ト レンチ東側で3箇所の拡幅を行い、部分的な掘削と精査を行った。北西～南東

方向に走る溝 (S D08)を確認した。

6 調査地区中央の第 4ト レンチ北側において、東側は第 3ト レンチと繁ぐ形、西側は一部ベルトを残 し
て第5ト レンチと繁ぐ形で拡幅し、調査地区北端部を東西に通した形にした。方向の異なる2条の溝を

確認した。西側の溝 (溝 S D02)は北西～南東方向に走り、東側の溝 (溝 S D05)は ほぼ南北方向に走

り、覆土上方には瓦を多く含んでいることを確認した。

7 7月 5・ 6日 に現地説明会を実施した。

8 道路址と据え方の断ち割りを行つた。据え方の堆積、石に囲まれた土坑を含む2基の上坑 (S K02・
03)を確認した。また椀形津等の鉄製品が出土した。

9,遺構及び遺物確認部を山砂で覆った後、重機による埋め戻 しを行った。

キ

0           10          20m

第 6図

瑞龍寺遺跡

富山不動産地区

トレンチ拡張工程図

(1/400)

-6-



調査概要

調査地番 :高岡市関本町86、 121、 122

現地調査期間 :平成20年 5月 12日 ～ 7月 16日

調査面積 :調査対象面積1,327∬ 発掘調査面積750ど

基本層序

基本層序は以下のとおりである。

第 I層 褐色粘質土 (耕作土)20cm

第Ⅱ層 明灰褐色粘質土 (旧耕作土)約 10cm

第Ⅲ層 整地層 約15～25cm

第Ⅳ層 基盤層

遺構名について

方形の地形址と周囲の硬化面等を、神社 (瑞龍寺鎮守堂)址 とその関連施設址と推定し、これらを大きく

1つの遺構 =神社址としてS B01と した。各遺構については、それぞれ各部門を構成するものとして枝番を

付す形で示した。

検出遺構

神社址 1棟 (S B01)

地形址 1箇所 (S B01-s b01)、 道路l■ l条 (S B01-s t01)

据え方列 2条 (S B01-s aol's a02)

瓦溜り7箇所 (S U01～07)

土坑 5基 (S K01～ 05)

溝 8条 (S D01～ 08)

集石・根石 2箇所 (S S01・ 02)

その他の遺構 :炭化物の層 1箇所 (S X01)、 凹地 1箇所 (S X02)

ピット6基

出土遺物

土器類 :中世一土師器・珠洲 。中国産青花、近世―肥前陶磁器、瀬戸美濃、越中瀬戸等。

瓦 :近世瓦一燻し瓦・釉薬瓦。

鉄製品 (鍛冶関連遺物):鉄釘・環金具・鉄津 (椀型津)。

銅製品 :飾 り金具・鋲・銅釘・銅銭 (洪武通費)。

石製品 :細形棒状品。

ガラス製品 :瓶。

グリッド

調査地区のグリッドは世界測地系の平面直角座標系の第Ⅶ座標系 (原点は北緯36° 00'00″ 、東経137°

10′ 00″ )に合わせた。東西をX軸とし、南北をY軸とした。グリッドの左下隅の数値がそのグリッドを表

す。X=1、 Y=1の 地点は、原点より、西へ13 875km、 北へ81 665km向かった位置である。一辺 5m四方

を一区画とし、グリッドを割り付け、メッシュを表示した。

調査後

富山不動産ビューローの開発計画により試掘調査を実施し、これにより「富山不動産地区」と称してきた

当地区は、重要性が関係者に認識され、その後宗教法人瑞龍寺により買収され、当寺院の敷地の一部となっ

ている。
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構

神社 l■

神社址 S B01

調査地区の東恨」(7～ 10, 1～ 7)区で検出した。地形址、道路址、据え方列からなる遺構で、文献資料

や絵図で記された鎮守堂址であると推定している。また、据え方列の間に黒色土を主体とした径05～ 10m

ほどのピットを6基確認した。榊社l■に関連する遺構となる可能性も考えられるが、性格が不明確で神社址

との直接な関係が不明なため、榊社llLの中には含めなかった。

地形l■ S B01-s b01

調査地区の北東側 (7～ 10, 5～ 7)区で検出した。規模は南北約10m、 東西 7m以上を測り、礫層を中

心とした方形の地形 (=地業、じぎょう)l■である。北東側はカクランに切られ、北側は調査地区外へ延び

る。東端での土層確認から厚さ15cmほ どの礫層の下に鉄分を帯状に含む硬化 した砂質と粘質の混土層が10cm

ほど堆積している。地固めとしてまず混土層を固め、さらに礫を敷いて固めているものと考える。方形の中

心部は大きい礫、周辺は細かい礫を使用している。

達:Fttl■ S B01-― s t01

調査地区の東側 (8'9, 1～ 5)区で検出した。幅25～ 3m、 長さ20mにわたり確認した。粘土を敷

き、踏み固められた硬化面が南北方向に延びる。西側と南西側はカクランに切られる。北側は地形llLに取り

付く形で、南側は調査地区外へ延びる。南北端ともに粘土面の残存状態は良くないが、中央部は鉄分を含ん

だ粘土面が残っている。中央部で一部掘削を行い、 7 cmの粘上の厚さを確認した。神社址の参道と考える。

据え方列S B01-s a01・ s a02

調査地区の東側 (8。 9,2～ 6)区で検出した。径15～ 20mほ どの方形で、中心部分の黒色土を細礫
を含んだ土が囲んでいる。確認した据え方列は2条で、道路址の東端と西端に4基ずつ並列する。東側列

(s a01)。 西側列 (s a02)と もに据え方は心心聞5,4mを測り、東側列と西側列の幅は5.4mを測る。規

則正しく並列するため、灯籠等の基礎部分であると推測する。掘削は北側からそれぞれ2番 目 (s a01-P

2・ s a02-P2)の 南側のみとし、 2基の基礎部分は50～60cmの深さまで確認した。

2.瓦溜 り

瓦溜りS U01

調査地区の西端中央 (2, 5)区で検出した。規模は南北約08m、 東西約05mで燻し瓦と釉薬瓦が混在

する。調査地区西狽J一帯に拡がる明治期の整地層検出面で確認した。瓦溜りの周囲に14× 1.lm範囲の整地

層を掘り込んでいると思われるプランがみられることから、明治時代ないしは以降に掘られた穴に瓦を埋め

たものと推定する。出土遺物は燻し瓦、釉薬瓦である。

瓦溜りS U02

調査地区の西側 (2, 5)区、 S U01か ら東側約 2m、 明治期の整地層検出面で確認した。規模は南北約

15m、 東西約1.8mで径2.2m範囲の円形プラン中で確認した。燻し瓦と釉薬瓦が混在しており、S U01と

同時期のものである。出土遺物は近世陶磁器、燻し瓦、釉薬瓦である。

と退Ⅱ
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瓦溜りS U03

調査地区の中央西側 (5。 6,5・ 6)区、4ト レンチで検出した。 S D03の覆土で東西ともに調査地区

外へ延びる。確認した範囲は南北約1.5m、 東西約15mである。燻し瓦と釉薬瓦が混在する。出土遺物は近

世陶磁器、燻し瓦、釉薬瓦、銅製品である。図示遺物は図面37-H04、 図面43-1502・ 1505。 1508である。

瓦溜りS U04

調査地区の中央北側 (6・ 7, 7)区 で検出した。確認した範囲は南北1 lm、 東西15mで、南北側とも

に調査地区外に廷びる。燻し瓦と釉薬瓦が混在し、近世陶磁器もみられる。南北溝 S D05の上面に位置し、

溝を埋める際に廃棄した瓦と推測する。確認した瓦の堆積は最大厚36cmを 計る。出土した遺物は近世陶磁

器、燻し瓦、釉薬瓦で、図示遺物は図面37-1203・ 1204・ 1217、 図面38-1311、 図面40-1318・ 1319、 図面

41-1324・ 1330、 図面42-1326である。

瓦溜りS U05

調査地区の中央南側 (4・ 5, 1・ 2)区の明治期の整地層下で検出した。確認した範囲は南北1 lm、

東西5.2mで、南北側ともに調査地区外に延びる。燻し瓦と釉薬瓦が混在し、東側に隣接する瓦溜りS U06

を一部覆う形で確認した。瓦溜りS U04と ほぼ同時期のものであると推測する。出土遺物は近世陶磁器、燻

し瓦、釉薬瓦で、図示遺物は図面41-1307・ 1330、 図面42-1325である。

瓦溜りS U06

調査地区の中央南側 (5・ 6, 1・ 2)区の明治期の整地層下で検出した。確認した範囲は南北1 lm、

東西36mで、南北側ともに調査地区外に延び、東西は瓦溜りS U05、 07に切られる。ほかの瓦溜りとは違

い燻し瓦のみで構成される瓦溜りである。瓦とともに粘土を混ぜて整地されている。出土遺物は燻し瓦で、

図示遺物は図面38-1310。 1312、 図面40-1316である。

瓦溜りS U07

調査地区の中央南側 (6。 7, 1・ 2)区の明治期の整地層下で検出した。確認した範囲は南北1 lm、

東西2,Omで、南北側ともに調査地区外に延びる。燻し瓦と釉薬瓦が混在し、瓦溜りS U06の一部を覆う形

で確認した。東端を土坑 S K01に切られる。溝 S D05の南側延長線上に位置するため、S U04と 同じ遺構の

可能性も考えられる。出土遺物は近世陶磁器、燻し瓦、釉薬瓦である。図示遺物は図面44-1701である。

第 7図

瑞龍寺遺跡

富山不動産地区

遺構概略図

(1/400)

第 1ト レンチ
|

B01-s a02

第 7ト レンチ

1第 3ト レンチ

第4ト レンチ S Bql,s aol

S B01-s b01

第 6ト レンチ

第6ト レンチ
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3.土坑

土坑 S K01

調査地区の中央南側 (7, 1)区、明治期の整地層下で検出した。平面形は楕円形で、規模は長軸075

m、 短軸07m以上、深さ22cm以上を測る。西側で瓦溜りS U07を 切 り、南側は調査地区外へ拡がる。遺

物は出土していない。

土坑 S K02

調査地区の南東側 (7, 1'2)区で検出した。黒褐色を主体とした楕円形で規模は長軸2.35m、 短軸
19mを測る。西側は集石 S S01に切られる。神社地での検出のため神社との関連が考えられるが、性格は

明確ではない。遺物は出土していない。

土坑 S K03

調査地区の東側中央 (9, 4)区 、道路址 S B01-s t02の 下で検出した。平面形は楕円形で規模は

長軸05m、 短軸03m以上を測る。北側は調査地区外へ拡がる。南側には土坑 S K03が隣接する。遺構の

掘削は行っていない。遺物は出土していない。

土坑 S K04

調査地区の東側中央 (8。 9, 4)区、道路址 S B01-s t02の 下で検出した。平面形は楕円形で、

規模は長軸1.05m、 短軸075m以上、深さ13cm以上を測る。遺構外周に10cmほ どの礫を確認、礫の並び方

から意図的に置いたものと推測する。一部掘削の結果焼土を確認した。しかし部分的な確認に止めたため

性格は明確ではない。南側は調査地区外へ拡がる。北側にS K03が隣接する。遺物は出土していない。

土坑 S K05

調査地区の東側中央 (9, 4・ 5)区、神社l■の硬化面30cmほ ど下で検出した。平面形は方形で、南側

を溝 S D07に 切られ、西側は調査地区外へ拡がる。規模は長軸0,45m以上、短軸020m以上を測る。遺構

掘削は行っていない。遺物は出土していない。

4.溝

溝 S D01

調査地区の南西端 (1・ 2, 2)区、江戸後期～明治初期頃の整地層下で検出した。ほぼ南北方向に走

る溝である。規模は長さ07m以上、幅08m、 深さ33cm以上を測る。南北狽Jと もに調査地区外に延びる。

S D05と 平行し瑞龍寺中軸線に直交して走るため、瑞龍寺に関連する溝の可能性が考えられる。また覆土

からは鬼瓦の一部が出上した。出土遺物は燻し瓦で、図示遺物は図面39-1304・ 1306である。

溝 S D02

調査地区の中央北側 (5'6, 7)区 で検出した。北西～南東方向に走る溝である。規模は長さ07m以

上、幅1.Om、 深さ36cmを 測る。北西側、南東側ともに調査地区外へ延びる。平成19年度調査芹原地区の斜

行溝 S D06の延長線上に位置するため、同一の溝であると推測する。遺物は出土していない。

溝 S D03

調査地区の中央西側 (5・ 6,5・ 6)区、第 4ト レンチの明治期の整地層下で検出した。ほぼ東西方

向に走る溝である。規模は長さ1.4m以上、幅0.6mを 測る。東西ともに調査地区外へ延びる。遺構上面に

瓦溜りS U03があり、溝中央を暗渠に切られる。遺物は出土していない。
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溝 S D04

調査地区の中央南側 (5, 2)区で検出した東西方向に走る溝である。規模は長さ43m、 幅03～0.4

m、 深さ10cmを測る。瓦溜 りS U05、 06を切る。遺物は出土 していない。

溝 S D05

調査地区の中央北側 (6,7, 7)区 で検出した。ほぼ南北方向に走る溝である。規模は長さ0.8m以

上、幅38m、 深さ78cmを 測る。南北側ともに調査地区外に延びる。瑞龍寺中軸線に直交し、神社址 S B01

に沿って走る。溝の位置や規模などから神社地を区画する堀址及び「瑞龍院三百回忌法事絵図」にみえる浴

室の東側より北へ向かう溝の可能性が考えられる。出土遺物は近世陶磁器、燻し瓦、釉薬瓦で、図示遺物は

図面37-1205。 1210'1218、 図面38-1303、 図面39-1305、 図面41-1328、 図面42-1326である。

溝 S D06

調査地区の東側中央 (9,3)区 、第 1ト レンチ内で神社址の硬化面30cmほ ど下より検出した北西～南東

方向に走る溝である。規模は長さ37m以上、幅1,7mを測る。北西、南東方向ともに調査地区外へ廷びる。

S D07の北西側に位置するが、軸線のずれや土層観察から別の溝と判断した。遺物は出土していない。

溝 S D07

調査地区の東端中央南 (10, 2・ 3)区、第 1ト レンチ拡張部で検出した。北西～南東方向に走 り、北端

で西北西方向に少 し曲がる溝である。規模は長さ09m以上、幅は05m、 深さ26cmを 測る。北西、南東方向
ともに調査地区タトヘ延びる。瑞龍寺中軸線に斜行し、出土遺物から中世のものと考える。北西側にS D06が

位置するが別の遺構と判断した。出土遺物は土師器、珠洲であるがいずれも細片である。

5.根石・集石

根石 S S01

調査地区の南西側 (7・ 8, 2・ 3)区で検出した。花尚岩と藪田石で構成され、いずれも扁平な形をし

ている。神社区内での確認のため神社に関連する遺構の可能性が考えられるが、性格は明確ではない。

集石 S S02

東側調査地区の南西側 (7, 1・ 2)区で、幅30cmほ どの溝の中に長さ551n以上にわたり検出した。径

5～ 20cm程の川原石を並べた列石である。フI水溝としての役割も考えられるが、性格は明確ではない。

6.そ の他の遺構

炭化物の層 S X01

調査地区の南西側 (2・ 3, 2)区、明治期の整地層下で幅約7.5mにわたり検出した。部分的な確認
で遺構の掘削は行っていないため形状、性格は明確ではない。10m南側に瑞龍寺の浴室があり、廷享 3年

(1746)の火災により焼失していることから、位置的に何らかの関連が考えられる。出土遺物は近世陶磁

器、燻し瓦、鉄製品で、図示遺物は図面40-1319である。

凹地 S X02

東側調査地区北東側の第 1ト レンチ内 (10,6)区、地形址の硬化面30cmほ ど下で検出した。カクランに

切られ、南側以外は調査地区外へ拡がる。北側へ自然に下がるため凹地とした。遺物は出土していない。
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Ⅲ 遺   物

1.陶磁器類

土器・陶磁器類は中世から近代に至るまで261点出土した。図面37に図示したのは中世のもの4点 (1101

～1104)、 近世のもの18点 (1201～ 1218)の合計22点である。1101'1102は 土師器皿で鎌倉時代頃のもので

ある。1103は珠洲のこの肩部片である。11041ま 中国景徳鎮の青花皿である。15世紀頃とした。近世陶磁器類

は、肥前陶磁器・瀬戸美濃・越中瀬戸、そして福岡産 。関西産のものがある。1201～ 1206は肥前陶器であ

る。1203は壷の蓋としたものである。1207は福岡産、1208は関西系の陶器である。1209,1210は 瀬戸美濃、

1211～ 1214は越中瀬戸である。1216～ 1218は肥前磁器染付碗である。

2.瓦

今回出土した瓦は、近世瓦で瑞龍寺所用の瓦としているものである。

瓦溜りが 7個所確認され、当調査地区内には多量の瓦が埋蔵しているが、今回の調査は現状保存を考慮

し、取り上げた瓦は少量である。

瓦は焼成 。釉薬の違いにより、燻 し瓦と釉薬瓦があり、後者は釉薬の違いにより、「黒釉瓦」と「赤釉

瓦」に区分している。この違いは、「赤釉瓦」が本来のもので、焼成不良等により「黒釉瓦」が存在すると

の見方もあるが、このように区分して報告する。

瓦の部分名称については、佐原真氏のもの (「平瓦橘巻作り」)を前提とした上で、上原真人氏に指導を

得た名称を使用することにした。行基式九瓦と平瓦はほぼ同様の名称となる。玉縁付九瓦については、玉縁

部以外の九瓦本体をどのように呼ぶかが問題であるが、上原氏の「筒部」に従ったのをはじめ、端面につい

てイよ「小日」を使用した。

燻 し瓦

軒九瓦・軒平瓦・九瓦・平瓦・菊九瓦・輪違瓦・鬼瓦である。

軒丸瓦 :図面38-1301は 巴紋軒九瓦で、周囲に珠紋が廻る三巴紋軒瓦である。頭から尾へ流れるとした場

合、左回り (左巻き)である。尾は約半周する長いものである。珠紋は16個付 くものに復元できる。面径は

16.Ocmと なる。図面38-1302は外周部の破片である。

軒平瓦 :図面38-1303は 均整唐草紋軒平瓦の中央部の破片である。

丸瓦 :図面39-1304～ 1309。 玉縁付の九瓦である。九瓦部凸面はヘラナデが丁寧に行われている。玉縁部

凸面は横ナデである。

平瓦 :図面38-1310～ 1314。 凹凸面とも丁寧にナデられている。

菊丸瓦 :図面40-1315～ 1321。 瓦当部分を中心とする破片である。1315は九瓦部が半分程度残存してい

る。1316は瓦当部がほぼ全体残存している。断面図は残存状態が良好な他の資料を参考に復元的に示した。

大きさより、瓦当径約10cmの 1315と 瓦当径約 7～ 8 cmの 1316～ 1321に区分される。紋様は8弁の菊花紋であ

る。瑞龍寺遺跡では間弁が付 く型式のものもあるが、今回のものはすべて間弁は付かない。瓦当部と丸瓦部

との接合方法については、1315。 1317に おいて双方を接着させる「手付け方」が確認できる。

輪違瓦 :図面40-1322・ 1323。 全体の形態が不明ではあるが輪違い瓦としたものである。菊九瓦の九瓦部
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の可能性もある。

鬼瓦 :図面41-1324。 鬼瓦としたがどの部分かは不明である。

刻印 :図面41-1307・ 1310。 1314。 九瓦・平瓦で紹介したものの中に刻印が付 くものがある。1307は九瓦

後部段に角印「上」が付 く。1310は平瓦狭端面に角印「上」が付く。1314は平瓦端面に角印「丁」が付 く。

釉薬瓦

黒釉瓦と赤釉瓦としている2者である。前者は黒色を基本とする釉薬が掛かり芯部は灰色である。後者は

赤茶色・赤紫色・暗紫色を基本とする釉薬が掛かり芯部は明赤褐色である。本瓦葺きの九瓦と平瓦で、九瓦

は玉縁付きのものである。

丸瓦 :図面42-1325～ 1327。 1325は別に記述する。1326・ 1327は赤罪由薬で玉縁部側の破片である。1326は

暗紫色、1327は赤紫色の釉薬が付 く。

丸瓦1325:赤釉瓦のほぼ完存品である。瓦溜りS U05か らの出土である。

[規模]全長23 0cm、 筒部長20,lcm、 玉縁部長2.9cm、 筒部小口幅11.6cm、 段部幅11.4cm、 玉縁部基部幅

9 2cm、 玉縁部小日幅 (推定値)6.Ocmと なる。

[成形・調整手法]筒部 :凹面は「コビキB」 による切断痕及び紐痕が付く。凸面はヘラナデが丁寧

に行われている。玉縁部 :凹面は縄目で、凸面は横ナデである。

[胎調]胎土は明責褐色を呈する。

[釉調]釉薬は褐色を呈する。筒都凸面全体に掛かるが、段部近くは無釉である。

第 8図 瓦の部分名称

狭端部
刀ヽ口

玉縁部

<a>

a

b

C

:玉縁付丸瓦 (有段式丸瓦)

:行基式丸瓦 (無段式丸瓦)

:平瓦

凹面

狭端

<C>
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平瓦 :図面41-1328～ 1330。 1328。 1329は黒釉瓦、1330は赤メ由瓦である。1328は厚さ10～ 1lalmで、芯部は

灰色である。黒勘色の釉薬が凹面側に付 く。1329は厚さ7～ 8111mで、芯部は灰色である。黒色の釉薬が凹面

側に付 く。1380は厚さ8～ 9 mmで、芯部は灰褐色である。広端側の破片であり、凹面側の茶褐色の釉薬の端

がみえる。凸面には櫛目が付く。

3.鉄製品 (鍛冶関連遺物)

鉄製品及び鍛冶関連遺物を図面43・ 441こ示した。鉄釘・環金具・用途不明品・鉄津である。

鉄釘 :図面43-1401～ 1412。 錆化が進んでおり、また欠損品であり本来の形態が不明なものである。ここ

で鉄釘としたものは、釘と推定されるもの、及び釘類似品である。1401,1402は 頭部叩き出し折り曲げてい

る頭巻である。1403・ 1404は頭部を平に切つてある切釘とした。1405～ 1407は近代の洋釘 (丸釘)の可能性

がある。1408～ 1412は釘になる可能性がある釘類似品である。

環金具 :図面44-1413・ 1414。 1413は両方に環状部が付 く、環相互は直交する位置である。1414は片方に

環状部が付き、他方は尖っている。

用途不明品 :図44-1415・ 1416は鉄製品の破片で、用途不明である。

鉄滓 :図面44-1418は鍛冶関連の鉄津である。椀型滓で内面には木炭痕がみられ、外面には小礫が付着し

ている。

4.銅製品

銅製品を図面43'44に示した。飾り金具・銅釘類・銅銭である。

飾り金具 :図43-1501は用途不明の小品である。

銅釘類 :図43-1502～ 1510。 鋲1502～ 1504と釘1505～ 1510に区分した。

銅銭 :図44-1511は洪武通費と推定される。

5.石製品

細形棒状品で図面44-1601'1602で ある。クレパス型石器に類似した形態である。1601が安山岩、1602が

凝灰岩である。

6.ガラス製品

図面44-1701。 近代のガラス製品である。小型瓶でいかり肩の形態である。ガラス内には気泡がみえる。
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Ⅳ 結

1.瑞龍寺の歴史

瑞龍寺伽藍

高岡山瑞龍寺は曹洞宗の寺院で、総門・山門・仏殿・法堂 (大方丈)が東面して中軸線上に並ぶ伽藍配

置となっている。山門両脇から出た回廊が大方丈前側に繋がり、仏殿は独立している。七堂伽藍は、山

門・仏殿 。大方丈と浄頭 (七間浄頭)・ 浴室 。大庫裏・禅堂である。南北の回廊に禅堂・大庫裏が相A・lし

て配置されている。山門から東側に延びた回廊の左前方に浴室、右前方に浄頭力湘己置されている。浴室・

浄頭は建物が焼失した後、現在のところ復元はされていない。しかし、その位置は明確である。今回の調

査地区は、この浴室址地の北側至近の所である。

瑞龍寺の草創

現在の瑞龍寺「伽藍瑞龍」は加賀藩 3代藩主前田利常が前藩主前田利長の菩提を弔うため整備したもの

である。利長の33回忌を翌年に控えた正保 2年 (1645)に 起工され寛文 3年 (1663)頃 に竣成したとされ

る。寛文 3年は50回忌にあたる。

瑞龍寺の起源は加賀藩前田家が菩提寺としてきた宝円寺である。天正 3年 (1575)に前田利家・利長親

子は越前府中に封ぜられて、同地にあった宝円寺に帰依した。その後、能登七尾、金沢に移封されるに伴

い宝円寺が建てられた。慶長10年 (1605)前田利長は隠居し居を構え、宝円寺も移転した。さらに富山城

の火災により、慶長14年 (1609)高岡に築城し居を移した。慶長18年 (1613)に宝円寺も高岡に移り「法

円寺」となった。法円寺は慶長19年 (1614)に高岡で逝去した利長の菩提寺とした際に、利長の法名から

「瑞龍院 (瑞龍寺)」 と改称され、さらに正保 2年からの伽藍整備に伴い「瑞龍寺」となり、その壮大な

伽藍より「伽藍瑞龍」と呼ばれるようになった。伽藍瑞龍以前の法円寺～瑞龍院 (瑞龍寺)時代の様相に

ついては、瑞龍寺境内や周囲

に今も残る石廟をはじめ正保

2年以前の銘がある石燈籠等

の石造物が伝えている。

近代の端龍寺

藩政期が終焉 を迎え、明

治維新 、 そ して明治 4年

(1871)に 廃藩置県があり前

田家による保護や援助が途絶

えたため、建物が荒廃 し寺地

を失っていつた。明治29年

(1896)の 中越鉄道 (現在の

城端線)敷設時に伽藍西方が

売却された。第 2次世界大戦

後の農地解放では、周囲の寺

地がなくなり縮小がさらに進

んだ。

玉
田
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第 9図 素描、瑞龍寺と調査地区
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第10図 瑞龍寺伽藍配置と調査地区図 (1/1,000)
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瑞龍寺の指定と修理

明治30年 (1897)に「古社寺県存法」力滞J定され、わが国における文化財保存行政が本格的に始まった。

この法律により、瑞龍寺においては、明治42年 (1909)に仏殿、昭和 3年 (1928)に 総門と法堂が国宝に指

定された。「吉社寺保存法」は昭和 4年 (1929)に 「国宝保存法」に発展し、これに基づく建造物の保存が

進められることになった。昭和10年 (1935)か ら13年 (1938)に これら国宝建物 3棟の修理工事が実施され

た。戦後昭和25年 (1950)に「文化財保護法」力淋J定され、旧法の国宝は、新法の重要文化財へ引き継がれ

た。昭和50年 (1975)代 に近世寺社建物の保存への流れのなかで、瑞龍寺の山門等 5棟が重要文化財に指定

された。昭和60年 (1985)10月 より平成 8年 (1996)3月 まで昭和・平成の大4雰理が実施され、これを契機

として、平成 9年 (1997)12月 、山門・仏殿 。法堂が現在の文化町録護法の国宝に指定された。

2.調査の状況

調査の進展

調査区に姑して南北に幅2mの試掘坑を設定して、東側から掘削を始めた。最初と2番 目の試掘坑で整地

されたような礫層や硬化面を確認した。これと時を同じくして、瑞龍寺の昭和・平成の大修理を指揮された

上野幸夫氏から当地が鎮守堂址地であるとの指摘があった。

この鎮守堂の址地を解明すべく、東側地区は周囲を拡幅して調査を続けた。一方、第 6・ 7試掘坑では、

整地された状況であつたので、この西狽1地区も拡幅した。このように東側では鎮守堂址の、西側では整地層

の解明を中心とした調査を行った。また、北端部と南端部はそれぞれ遺構や土層を東西に通しては把握する

ことで拡幅や掘り下げを行った。

鎮守堂l■ (東側調査地区)

鎮守堂本体の址としたのは、東西約12mにわたる地業の辻である。北側は調査地区外となるが東側はほぼ

端部近くまで検出したと判断し、神社建物の規模として妥当なものと考えた。ここから南側へ廷びる道路状

の硬化面がみられ、神社の参道とした。この左右からは、据え方列がみられ、これも参道脇に設置された石

灯籠のようなもののl■ とし、神社関連のものとした。地業址・参道址・据え方址を神社すなわち鎮守堂関連

の遺構と捉えた。

整地層 (西側調査地区)

西側地区はほぼ全面が整地層といえるものであった。この地区は南端部以外深 くは掘 り下げていない。

第Ⅱ層の旧表土の下からは整地された状況が検出された。精査を繰り返したが、土坑状の瓦溜り (S U01・

02)以外、遺構は確認されなかった。明治時代頃数回の整地が行われたものと理解した。

瓦溜り

多量で重量がある瓦は、火災・破損・葺き替え等により廃棄される場合、手近い所に捨て置かれるものと

想像される。今回の調査地区は、瑞龍寺の主要建物と至近の場合であり、瓦の出土は十分に予想された。

瓦溜りとした所は7個所である。南端部中央は明治期頃の整地層を掘り下げ、その下から瓦溜りが検出され

た。これらを3つの群に区分し、西より瓦溜 りS U05'06・ 07と した。西狽1と 東側の瓦溜りは釉薬瓦が含

まれるのに対して、中央の瓦溜りS U06は燻し瓦のみの瓦溜りである。この瓦溜り群は東西への拡がりは約

12mを 波1り 、北側と南側へは拡がる状況である。深さやどのような所に形成されたかは、上面での確認に止

め、掘り下げを行っていないので不明である。瓦溜りS U03・ 04は、溝の上に形成されたものである。両者

とも釉薬瓦が含まれている。瓦溜りS U01・ 021よ、土坑のような掘り込みのなかへ廃棄された状況である。
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溝

主要な溝は S D02・ 03・ 05～07の 5条である。瑞龍寺中軸線と直交ないし平行するのが S D03・ 05の 2条

であり、斜行する溝が S D02・ 06・ 07の 3条である。

3.鎮守堂

瑞龍寺鎮守堂の資料

瑞龍寺に鎮守堂が存在したことについて、 F高岡町図之弁』では「浄頭、回廊、鎮守堂、浴室、禅堂、

裏門、柵門等は寛文年中に出来と云伝」と記述されており、伽藍瑞龍創建期より存在していたことが窺わ

れる。 F瑞龍閣記』には「右折四十歩抵鎮守神廟」と記され、総門より右に曲がって40歩 (約72m)で鎮守

の神廟すなわち鎮守堂に至ることが読み取れる。瑞龍寺関係の絵図では、廷享 3年 (1746)の火災以前の

状況を伝えているとされる享和元年 (1801)の「高岡城併瑞龍寺図」や火災以後の状況とされ、文化 10年

(1813)の「瑞龍院二百回忌法事絵図」等に鎮守堂に該当する建物が描かれている。瑞龍寺には万治 4年

(1661)3月銘の鎮守堂歓請札が残されている。

鎮守堂と白山神

護法護伽藍を祀るものに土地堂と鎮守堂がある。鎮守堂の祭神は開山やその寺と関係の深い神が祀られ、
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第12図

鎮守堂の位置

『高岡史料』より

右下が鎮守堂

難
嘔

越前永平寺をはじめ曹洞宗寺院

の鎮守堂には祖師道元と関係の

深い白山妙理大権現が祀られる

ことが多く、瑞龍寺の鎮守堂も

同様である。また鎮守堂は山門

鎮護の神として総門から山門付

近に、また裏鬼門方向を封じる

ため寺院の北東側に設置される

のが通常とされている。

白山は石川・福井・岐阜の3

県にまたがって奪えている。こ

の山に対する信仰は6世紀には

始まり、仏教 。道教等の影響が

あり、修験場へと発展していつ

た。白山には泰澄が養老元年

(717)に 開山したとの伝承が

あり、平安時代中頃から語り出

されたようである。白山の主

峰・御前峰 (標高2702m)が イ

ザナミ神で白山妙理大菩薩と号

し、本地仏は十一面観音とする

信仰があり、白山神に対する信

仰が広まり、各地に白山社が建第13図 赤祖父神社 (上 :神社正面、南西より。下 :本殿、北北西より)
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立されるに至った。

赤祖父神社本殿

赤祖父神社は高岡市赤祖父

333に所在 している。 」R高岡

駅より南東側 1 2kmの地点であ

る。以前はここから南へ200m

の所にあったものである。地元

では瑞龍寺の鎮守堂を明治初期

に移築したものと言い伝えられ

ている。

上野幸夫氏は、この赤祖父神

社本殿について次のような所見

を出されている。

総欅造りの一間社流造りで、

間口153m、 奥行身舎136m、

向拝154m、 屋根は現在銅板葺

きになるが、当初は柿葺きであ

ったものと考えられる。平面は

室内を内外陣の二室に分け、正

面と両側面に縁を設け、縁の背

後に脇障子を付ける。当初は正

面に階段と登り高4FE及び縁高欄

がイ寸いていたものである。軸部

は身舎柱が円柱で、向拝柱は切面取りの角柱で面取り幅も大きく古式である。柱間装置は当初は引違格子戸

であったと考えられる。室内の内外陣境は方立に両開き板扉とし、欅の一枚板扉には豪華な人葉の慢頭金具

を中央に、召合せ部には七宝焼を施した戸締り金具が付 く。両側面と背面は幅広の横板壁になる。組物は一

間社流造りであるため身舎四隅柱で出組の連三斗になり、中備は暮股で、正面と両側面に付く。

上野幸夫氏は、赤祖父神社本殿が江戸時代初期の建築様式であること、瑞龍寺の建築や意匠との類似性等

の建築学上の所見に、伝承や文献資料・絵図等の知見を加え、瑞龍寺鎮守堂が神仏分離令により、移築され

たものであるとされている。解体せずに曳家により移築したので、建築当時の様式をそのまま残しているも

のとされる。第14図 として、上野氏から資料提供と指導を得た赤祖父神社本殿の平面図と基壇部や屋根等の

想定規模図を示した。神社の規模はほぼ幅3.5m、 奥行き5,2mと なる。

4.神社址

神社本体

方形の地形址を神社の基礎部分とした。規模は幅 (東西)約 10m、 奥行き (南北)7m以 上となる。神社
の復元規模に比べて極めて大きい基礎部分である。『瑞龍閣記』には「玉緒四練」と記されている。玉垣が

四周にめぐって設けられている状況を示している。神社の周囲の玉垣等の施設も含んでいると理解される。

第14図 赤祖父神社本殿平面図。想定図 (1/50)
※上野幸夫氏の資料提供及び指導により作成
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参道

神社本体の地形址に取り付 く形で道路状の硬化面を検出している。神社の参道としたものである。検出で

きたのは基礎部分で、上方に石敷きの参道があったものと考えた。現在の瑞龍寺には山門と仏殿を結び法堂

へ至る石敷きの参道がある。幅3mで、両脇には耳石 (袖石)がありこの間には3枚の方形の敷石がおかれ

ている。耳石の 1個の幅は30cm、 敷石 1個の幅は80cmである。基礎部分とした硬化面は幅 3mと 復元可能な

のでこのような石敷きの参道があつた蓋然性は高いと考えられる。第16図 として、遺構図の上に神社 と石敷

参道の復元図を載せてみた。

据え方

参道の両脇からは、据え方とした土質の違う部分が各 4個所等間隔に検出された。心心間は54mで、左

右の間隔も54mである。また据え方の中間地点では、小ピットが検出されている。参道の脇であり、燈籠

・狛犬 。鳥居等があり、その基礎部分を検出したと考えられる。

据え制 ①
S B01- s a02

I      十
Om

鎮守堂復元図

Om

⑬

〇

④
O

⑧

第15図 神社llL関連遺構図 (1/200)
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5,堀と清

外堀

瑞龍寺 (伽藍瑞龍)は二重の堀 (望)で囲まれていたことが絵図や各資料より判明する。広大な敷地は外

堀のラインで区画されたものとしてよいだろう。『瑞龍閣記』では、33,643歩 (坪)と 記されている。 1歩

を約 33∬ として約 11 lhaと なる。瑞龍寺の外郭区画は現在もその痕跡を留めている。北側は用水が東西

に走る。南側から西側にかけては上関用水が L字状に走り、南側と西側の外郭といえる。東側については、

総門の両脇付近から内堀に廷び、総門の東側に行馬門がみえ、『瑞龍閣記』に外門から総門に至ることが記

されており、この外 F耳 =行馬から外堀が南北に拡がっている。外門推定地よりやや東側に庄方用水が南北に

廷びている。絵図でも外 F弓のさらにタト側に堀が描かれており、これが庄方用水に該当するとしてよいだろう。

このように外郭の区画を比定すると、南北約 325m、 東西 360mと なり、これに囲まれる敷地は 117,000だ

(11 7ha)と なり、北西隅部が斜めに区画されることからこの部分の想定面積 4,000だ を減少させると、敷地

は 113,000∬ (11 3ha)と なり『瑞龍寺閣記』の■1,000∬ に極めて近い数値となる。

総門からの距離

『瑞龍寺閣記』には、総門とその他の建物との距離が記されている。その記述と現在想定される各建物と

第17図 瑞龍寺外堀・内堀範囲想定図 (1/5,000)
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第18図 瑞龍寺北東側内堀推定ラインと伽藍中軸線直交・平行溝 (1/1,600)

の距離を比較してみる。 1歩は 18mと した。

外門～総門 :①瑞龍寺閣記50歩 (90m)、 ②現在想定地70m

総門～鎮守堂 :①瑞龍寺閣記40歩 (72m)、 ②現在想定地70m

総門～山門 :①瑞龍寺閣記40歩 (72m)、 ②現在想定地55m

総門から東側90mの所は庄方用水となり、この内側に外門を想定した場合、50歩は大き過ぎる数値である。

総門・鎮守堂間の距離は、現在の総門の中心部と発掘調査で検出された鎮守堂の中心部までの距離は、瑞龍

寺閣記の40歩は妥当なものである。総門・山門間はそれぞれの問扉の距離は30歩である。

内堀

内堀については地表に名残を留めていなく、外堀に比べて明確ではない。今回の調査地区 (「富山不動産

地区」)の北側に平成 19年度調査の「芹原地区」があり、さらに北側には平成 17年度調査の「小竹地区」

がある。それぞれの境をなす道路敷き部分の調査は実施していないが、これらの南北に違なる調査地区の結

果からは、東西に廷びる溝で、内堀になる可能性がある溝は「芹原地区」南西部で検出されたS D 08である。

関口欣也氏の説では、北側の内堀は外堀より南へ約 60mの所とされており、「小竹地区」と「芹原地区」

の間の道路がほぼ該当する。「芹原地区」の S D 08で はやや内側に入りすぎ、この溝を西側に延長すると、

大茶堂北側の書院に至るものである。この溝については、寛政 9年の絵図には載つていない内堀内の区画に

かかわるものや、草創期の瑞龍寺にかかわる溝の可能性があるといえる。またこの溝と直行する方向で検出

されたのが、今回の「富山不動産地区」の S D 05である。

南側の内堀については、絵図より南西側にある塔頭の一つである林洞庵の位置が、内堀の延長線より北側
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に位置していることにより、外堀より北へ約60mの所としてよいであろう。

西側内堀については、林洞庵の位置や西側の伽藍・大方丈の背後に一定の敷地をとるとすれば、外側より

約70m内側、現在の主要地方道高岡・庄川線付近に想定されよう。総じて、南北の内堀は外堀より約60m内

側、東西の内堀は外側より約70m内側に設定されたこととなる。歩に換算すれば、南北が35歩内側、西側が

40歩内側、東側が35歩ないし40歩内側で設計されたともされよう。なお、東側については、総門の南北線よ

りどの程度外側に離れるかにより、数値が違ってくるのでやや幅を持たせた。

浴室と溝

文化10年 (1813)の「瑞龍院三百回忌法事絵図」には、浴室の東側より北へ向かう溝が描かれており、こ

の溝は鎮守堂の北西側で曲がり、内堀へ達している。浴室の排水にかかわる溝の可能性がある。今回検出の

南北溝 S D05は この溝に該当する可能性がある。

6.瓦溜り

瑞龍寺の瓦

瑞龍寺の近世瓦は燻し瓦と釉薬瓦の2種類である。燻し瓦は本瓦葺きの基本的瓦の軒九瓦・軒平瓦・九

瓦・平瓦と菊九瓦・輪違い瓦・鬼瓦等の役瓦が出土している。釉薬瓦で現在まで確認しているものは、丸瓦

と平瓦のみである。このことより、近世の瑞龍寺では燻し瓦が主体で葺かれ、その後釉薬瓦が加わったと理

解している。

軒丸瓦には梅鉢紋と巴紋の両者がある。軒平瓦は唐草紋が主体であるが、中心飾りに梅鉢紋を配置するも

のがある。

瓦溜りの新旧

今回検出の瓦溜りは7個所であり、これらは3時期に区分される。

l Ⅲ期 :伽藍瑞龍期。瓦溜りS U06、 燻し瓦のみで構成されているものである。
江戸時代後期頃と推定される。

2.Ⅲ～Ⅳ期 :伽藍瑞龍期～近代瑞龍寺期。瓦溜りS U03・ 04・ 05'07、 燻し瓦と釉薬瓦の両者からな

るものである。明治時代の整地層の下から検出されたもので、江戸時代末期～明治時代初期頃に形成さ

れたと推定している。

3.Ⅳ期 :近代瑞龍寺期。 S U01・ 02、 燻し瓦と釉薬瓦の両者からなるものである。明治時代の整地層

を掘り込んで形成されており、Ⅳ期でもⅣ-2期 =大正初め～昭和戦前期頃と推定している。

瓦の廃棄

瑞龍寺において多量に瓦が廃棄された時期として次の2時期が想定される。延享 3年 (1746)イこ浴室から

出火した火災により、山門・禅堂・浄頭等が焼失した時、そして文久 3年 (1863)に総門 。法堂が柿葺きに

替えられた時である。前記の「 1」 は延享 4年に、「 2」 は文久 3年に関係する可能性がある。
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2。 東木津遺跡、吉岡地区

第19図 東木津遺跡位置図 〔1〕 (1/15万 )
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説序

遺跡概観

東木津遺跡は、庄川扇状地の扇端部に位置し、千保川、祖父川の侵食によって段丘化した佐野台地の北東

端部に立地する。遺跡周辺の標高は10～mmを測る。

佐野台地は、弥生時代中期～平安時代前期の遺跡が集中する地域で、多くの墳墓や集落跡が検出されてい

る。本遺跡から北西約 l kmに位置する石塚遺跡「91林地区」「97都市計画道路地区」では古墳時代初頭の前

方後方墳を中心とする石塚古墳群が検出されている。本遺跡では、「07今井 1地区」で古墳時代前期を主体

とする土坑群が検出されており、土器の良好な一括資料が得られている。

奈良・平安時代については、整然とした建物配置や、土器に占める食膳具の比率の高さ、木簡・墨書土器・

漆紙文書など文字資料の多さから官行的性格が指摘されている。集落内を流れる溝では、人形・馬形。鳥形・

琴柱形・刀子形・斎串などの木製祭祀具を使用した律令祭祀が行われている。また、近年の調査では建物址

など居住に関わる遺構以外に、「06市道拡幅地区」で検出された木製祭祀具の工房址や、「07今井地区」以南

で検出されている多数の畝状遺構など生産に関わる遺構が発見されている。畝状遺構については、切り合い

や軸方位によつて 3期の変遷が考えられており、集落内における畑の占有面積が時間を経るにつれて徐々に

拡大していく様子が明らかになってきている。

第21図 東木津遺跡吉岡地区位置図 (1/5,000)
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調査に至る経緯

吉岡四良氏所有の高岡市佐野891-1の水田が 2筆に分割され、開発工事が計画された。吉岡氏及びイ中介

の関口不動産と協議して、計画が具体化した地区から順次試掘調査を実施するに至った。

1 吉岡 1地区、高岡市佐野891-3、 店舗建設、調査姑象面積499だ、発掘調査面積108∬

2 吉岡2地区、高岡市佐野891-1、 店舗建設、調査対象面積929だ、発掘調査面積475∬

調査経過

調査は平成20年 4月 2日 から実施した。調査地区名は東から、 1・ 2地区とした。調査は遺構確認を原

則とし、土坑 S K20、 溝 S D14・ 15・ 20な ど主要な遺構は一部掘 り下げを行った。また、両地区とも重機

を用いて表上のみを掘削し、それ以下の層については人力による掘り下げを行った。1地区から調査を行い、

I～Ⅶ層までの層位があることを確認した。 1地区の現地調査は 4月 16日 で終了した。 2地区の調査は 6

月4日 から開始した。2地区では5m× 5mの グリッドに即して、一部を掘り残し掘削を進めることとした。

最後に航空写真撮影を行い、 7月 4日 に現地における調査を終了した。

基本層序

第 二層から第Ⅶ層を検出した。第 I層 は表土で、現代の水田耕作土である。第Ⅱ層は灰色砂質土で、現

代の水田の床土である。第Ⅲ層は褐灰色土で少量の砂が混じる。遺構は検出されなかったが、中・近世の

遺物が少量出土した。第Ⅳ層は黒褐色土で少量の炭化物を含み、大量に奈良時代～平安時代前期の遺物が

出土した。その他、古墳時代、中世の遺物も少量出土している。第V層は褐灰色土で、第Ⅳ層と同様、奈

良時代～平安時代前期を中心とした土器類と共に鍛冶関連遺物が多く出土した。また、古墳時代の土師器

が少量出上している。第Ⅵ層は黒褐色上で、第Ⅶ層ブロックを多量に混入する。第Ⅷ層へと至る漸移層と

考えられる。第Ⅶ層は黄色砂質土で地山層と考えられる。本調査地区の地形は第22図 に示すように、東に

行 くにつれ標高が低 くなる。 a～ d地点で共通して検出された第Ⅶ層については最大で30cmの 高低差が認

められた。 1地 区では全域でⅢ～Ⅶ層が検出さ

れたのに対 し(基本層序 c・ d)、 2地区の西側で

は表土直下で第Ⅶ層 (基本層序 a)が検出され

ている。そのほか、 2地区では東側で一部第Ⅳ

層が検出されているほかは表土直下で第V層 (基

本層序 b)が検出されている。旧地形の高低差

により層位の遺存状態における差が生 じている

と推測される。遺構は近世については第Ⅲから

Ⅳ層、それ以前については第Ⅵ層で検出された。

1200m

H50m

0              5

第22図 東木津遺跡吉岡地区 基本層序 (1/20)
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検出遺構

検出遺構は掘立柱建物址 5棟 (S B05～ 09)

遺構 (S N02・ 03)、 鍛冶関連遺構 (S X01)

付した。各地区の遺構数は次のとおりである。

〔刊地区〕土坑 9基 (S K20・ 21)

溝10条 (S D13～ 17)

畝状遺構 (S N03)

鍛冶関連遺構 1基 (S X01)

ピット9基

出土遺物

土器類 :土師器、須恵器、珠洲、近世陶磁器

土製品 :円面硯、輔羽日、土錘

木製品 :部材、板状品、棒状品

鉄製品 :釘

グリッド

、土坑189基 (S K20～ 26)、 溝20条 (S D13～ 25)、 畝状

1基、ピット77基である。遺構番号は今井地区からの連番を

〔2地区〕掘立柱建物J■ 5棟 (S B05～ 09)

土坑180基 (S K22～ 26)

溝10条 (S D18～ 25)

畝状遺構 (S N02・ 03)

ピット68基

鍛冶関連遺物 :椀形淳、鍛冶津、炉壁、鍛造剥片、

再結合津、粒状津

石製品 :石硯、棒状石製品、砥石

植物遺存体 :炭化米

調査地区のグリッドは世界測地系の平面直角座標系 (原点は北緯36° 00′ 00〃 、東経137° 10′ 00〃 )に

合わせた。東西をX軸とし、南北をY軸 とした。グリッド左下隅の数値がそのグリッドを表す。X=1、 Y

=1の地点は、原点より西へ15 575km、 北へ80915にm向かった位置である。一辺5m四方を一区画とし、グ

リッドを割り付けメッシュを表示した。

第23図 東木津遺跡吉岡地区 周辺の調査地区 (1/2,000)

1 08吉岡1地区 2 08吉 岡2地区 3 08町田地区 4 08巻端地区 5 97丹波地区 6 98都市計画道路地区 7 98月 安地区

8 99堀井地区 9 99チ ックタック地区 10 99セーブオン地区 11 00丹波地区 12 00山崎地区 13 02島宇地区 14 03関口地区

15 04第一住建地区 16 06市道拡幅地区 17 06泉が丘内科クリニック地区 18 07今井1地区 19 07今井2地区 20 07今井3地区
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構ヒ退Ⅱ

1.掘立桂建物 l■

2地区において5棟の掘立柱建物址を検出した。これらの建物址はいずれも調査地区内において標高の

高い位置 (1140～ 1148m)に立地することで共通する。 S B05～ 07は主軸方位が一致しており、既往の調

査で検出された掘立柱建物址ともほぼ一致する。S B08・ 09については主軸方位がそれらとは異なっている。

掘立柱建物l■ S B05

2地区で検出された。tt S D21と 重複し本遺構が新しい。桁行 3間、

梁間 2間の側柱建物で、主軸方位はN-50° 一Wを示す。柱穴は隅丸

長方形、不整円形を呈し、規模は70cm× 55cm～ 1.62m× 94cm、 柱間距

離は桁行2.50m～ 2.80m、 梁間224m× 296mである。

P4・ P6について掘削を行ったところ、両ピットとも柱の抜き

取り痕が断面において観察された。 P4の深さは39cm、 P6は 64cm

である。P6については、底面から板状品・部材・棒状品 (2501～

2505)が折 り重なった状態で出土した。これら木製品の出土位置が

セクションにおける柱痕の位置とほぼ一致することから礎板として

使用したものと考えられる。そのほかP6では、底面から須恵器蓋が、

覆土中から土師器甑 (2205)が出土した。

掘立柱建物l■ S B06

2地区で検出された。調査地区外にかかるため全容は不明だが、

桁行 3間、梁聞 2間の総柱建物と考えられる。主軸方位はN-50° 一

Wを示す。柱穴は隅九長方形を呈し、規模は73cm× 45cm～95cm× 55

cmで、柱間距離は桁行19m～ 20m、 梁間24mである。P4・ 5か ら

須恵器杯 (2216・ 2219)が 出土した。

掘立柱建物l■ S B07

2地区で検出された。調査地区外にかかるため全容は不明だが、

桁行 4間、梁間 1間 の側柱建物と考えられ、南西狽Jに庇を有する。

主軸方位はN-50° 一Wを示す。柱穴は不整円形、不整四角形を呈

し、規模は45cm× 45cm～ 50cm× 45cm、 柱間距離は桁行で1.95m～ 2.0

m、 梁間235mを 測る。

掘立柱建物址 S B08

2地区で検出された。掘立柱建物址 S B05と 重複し本遺構が新し

い。調査地区外にかかるため全容は不明であるが、桁行 2間以上、

梁間 1間 の側柱建物と考えられる。主軸方位はN-75° ―Wを示す。

柱穴は隅丸長方形、不整円形を呈し、規模は45cm× 35cm～65cm× 40

cmである。柱間距離は桁行で1.2m、 梁間2.45mである。

掘立桂建物l■ S B09

2地区で検出された。調査地区外にかかるため全容は不明である

S

東木津遺跡吉岡地区

掘立柱建物llL概略図

〔1〕 (1/200)

B08

S B05

S B07
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が桁行 3間以上、梁間 1間以上の掘立柱建物と想定される。主軸方

位はN-66° 一Wを示す。柱穴は隅丸長方形、不整円形を呈し、規模

は45cm× 40cm～ 65cm× 60cmである。柱間距離は桁行で1.6m～ 17mで

ある。

2.土坑

190基の土坑を検出したが、主要な7基について記す。土坑 S K23

は第V層、ほかの 6基は第Ⅵ～Ⅶ層で検出された。

S B09

第25図  東木津遺跡吉岡地区
掘立柱建物 l■概略図

〔2〕  (1//200)

土坑 S K20

1地区2号 トレンチで検出された。土坑 S K21と重複 し、本遺構が古い。長軸90cm以上、短軸59cmの 隅

九長方形を呈すると考えられる。深さは27cmである。長軸方位はN-93° 一Wを示す。覆土中からは土師器、

須恵器杯 (2127・ 2132)。 蓋 (2137)の ほか、輔羽日 (2701・ 2702)や椀形滓といつた鍛冶に関連した遺物

が多く出土している。また、埋没土を洗浄したところ、鍛造剥片や粒状滓 (図版47)を検出した。そのほか、

炭化米 (図版47)等、植物の種子も検出されている。

土坑 S K21

1地区2号 トレンチで検出された。土坑 S K20と重複し、本遺構が新しい。長軸66cm、 短軸56.5cmの楕円

形を呈する。長軸方位はN-79° 一Wを示す。底面付近から土師器杯、須恵器蓋 (2139)が出土している。

土坑 S K22

2地区の北東部で検出された。長軸82cm、短軸60cm以上の不整円形を呈すると考えられる。深さは18cmで、

長軸方位はN-13° 一Eを示す。遺物は確認面から長さ4 cm～ 17cmほ どの木炭が出土している。また、覆土

中から須恵器杯・杯蓋・甕が出土している。

土坑 S K23

2地区の北東部で検出された。長軸78cm以上、短軸38cm以上の不整長方形を呈すると考えられる。深さ

は 2 cm～ 3 cmである。底面からは18cm× 12cmの範囲で焼土が確認された。遺物は覆土中から土師器甕が出

土している。

土坑 S K24

2地区の北端部で検出された。長軸46cm以上、短軸42cmの方形を呈すると考えられる。未掘削のため深

さは不明である。遺物は確認面から須恵器杯 (2215)が出土している。

土坑 S K25

2地区の南部中央付近で検出された。溝 S D20と 重複し、本遺構が古い。長軸123m以上、短軸86cm以上

の不整長方形を呈すると考えられる。未掘削のため深さは不明である。遺物は確認面から須恵器杯 (2210)

が出上している。

土坑 S K26

2地区の中央部東側で検出された。長軸156m、 短軸103mの 長方形を呈する。長軸方位はN-60° 一Eを

示す。未掘削のため深さは不明である。遺物は確認面から灰納陶器皿 (2243)が 出上している。

3.溝

20条の溝を検出したが、主要な13条について記す。溝 S D13～ 16及び、溝 S D17・ 21・ 22は走行方向が
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ほぼ一致していることから併走すると思われる。また、溝 S D13～ 15に ついては 2号 トレンチにおいて遺構

プランが検出されなかったことから、途中で終息するか折れ曲がるものと推測される。

溝 S D13

1地区 1号 トレンチで検出された。 N-59° ―Wの方位に走向し、規模は上幅48cm～50cmである。深さは

未掘削のため不明である。

清 S D14

1地区 1号 トレンチで検出された。 N-57° 一Wの方位に走向し、上幅72cm、 下幅34cm、 深さ44cmであ

る。断面形状は箱形を呈する。土師器奏 (2102)、 須恵器杯 (2105・ 2113・ 2116～ 2118)・ 蓋 (2135・

2140)・ 瓶 (2149)が 出土 した。

溝 S D15

1地区 1号 トレンチで検出された。N-60° 一Wの方位に走向し、上幅155m～ 166m、 下幅68cm、 深さ42

cmで ある。断面形状は弧状を呈する。

溝 S D16

1地区 1・ 2号 トレンチで検出された。鍛冶関連遺構 S X01と 重複 し本遺構が古い。また、N-54° 一W

の方位に走向し、 2号 トレンチにおいて溝 S D17と 直交する。両溝に新旧関係は認められず、底面の標高も

1124m～ 1128mと ほぼ一致することから同時期に機能していたと考えられる。深さは26cmである。

溝 S D17

1地区 2号 トレンチで検出された。N-26° 一Eの方位に走向し、上幅80cm、 下幅44cm、 深さ29cmで ある。

断面形状は弧状を呈する。須恵器杯 (2124)が 出土している。

溝 S D18

2地区の北東部で検出された。 N-28° 一Wの方位に走向し、上幅73cm～ 84cm、 下幅24cm、 深さ34cmであ

る。断面形状は逆台形を呈する。遺物は須恵器杯 (2233)。 壺 (2242)が出土している。

溝 S D19

2地区の南東端部で検出された。南北方向から東西方向へ屈曲し、その屈曲部から北西へ 5mほ どいった

ところで再び南北方向に屈曲する。上幅74cm～ 116m、 下幅28cm、 深さは32cmである。断面形状は弧状を呈

する。遺物は土師器壼・甕、須恵器杯・杯蓋・甕が出土している。

溝 S D20

2地区の南端部で検出された。 N-32° 一Eの方位に走向する。上幅56cm～104m、 下幅36cm、 深さ52cm

である。断面形状は逆台形を呈する。遺物は須恵器杯 (2226)が出土 している。

清 S D21・ 22

2地区の南西部に位置し、1,9m～ 29mの 間隔を保って併走する 2条の溝である。溝 S D21は N-21° 一E

の方位に走向する。掘立柱建物 l■ S B07・ 08と重複し、本遺構が古い。上幅55cm～ 62cm、 下幅24cm、 深さ16

cmである。断面形状は逆台形を呈する。また、溝 S D23と 直交し平面プランで切 り合い関係が認められなかっ

た。このことから溝 S D21と 溝 S D23は 同時に機能していた可能性が考えられる。溝 S D22は N-16° 一E

の方位に走向する。溝 S D24と重複 し、本遺構が古い。上幅54cm～ 70cm、 下幅50cm、 深さ12cmで ある。断面

形状は弧状を呈する。遺物は溝 S D21か らは土師器甕、須恵器甕・瓶が、溝 S D22か らは製塩土器 (2206)

のほか、須恵器杯などが出土 している。

溝 S D23

2地区の南西部をN-65° 一Wの方位に走向し、溝 S D21に直交する。上幅は86cmである。未掘削のため

深さは不明である。遺物は出上 していない。
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溝 S D24・ 25

2地区の南西部から北東部にかけて検出された 2条の溝である。25cm～ 1.23mの 間隔を無って併走する。

N-17° 一Eの方位に走向し、調査区北側でN-68° 一Wの方位へ向きを変える。溝 S D24は溝 S D22、 掘

立柱建物址 S B05・ 06と 重複し、本遺構が新しい。上幅78cm～ 126m、 下幅50cm、 深さ17cmである。断面形

状は弧状を呈する。溝 S D25は掘立柱建物址 S B06と 重複し、本遺構が新しい。上幅56cm～ 106m、下幅76cm、

深さ12cmを測る。断面形状は弧状を呈する。掘削した範囲において、少なくとも溝 S D24は 6回、溝 SD

25は 4回の部分的な掘り直しが認められる。堆積土は両溝とも自然堆積で、流水の形跡が認められた。また、

溝底面の標高は東へ行くにつれて1143m～ 1126mと 低くなっており、南西から東へ向かって流水があった

と考えられる。遺物は両溝から奈良・平安時代、中世、近世の遺物が多量に出土している。溝 S D24か ら

は土師器鋼 (2203)、 緑釉陶器 (2244)、 珠洲 (2302・ 2310)、 越中瀬戸 (2401)が、また、溝 S D25か らは

須恵器杯 (2229,2230)が 出土しているほか、肥前磁器など近世陶磁器が多く出土している。

4.畝 状遺構

北側に接する「07今井地区」の報文では、検出された遺構の変遷についてその切り合い関係から4段階

の変遷柔が示されている。畝状遺構については、最も古い段階のものを北東から南西方向に走行する畝状

遺構 S N01、 次の段階を南北方向に走行する畝状遺構 SN

02、 最終段階を北西 。南東方向に走行する畝状遺構 S N03

とし、畝の走行方向の相違と切 り合い関係から3段階の変

遷 (S N01→02→03)を経ることが指摘されている。今回

の調査では、畝状遺構 S N02・ 03に相当する畝状遺構が検

出された (第26図 )。 畝状遺構 S N02と 畝状遺構 S N03での

切り合いは検出されなかったが、ここでは前に示された変

遷案と同様の変遷を経ることを前提としている。なお、畝

状遺構 S N01については今回の調査では検出されていない。

畝状遺構 S N02

2地区北東部で検出された。南北方向に走行し、幅は12

cm～ 40cm、 長さ1lm～ 2.5m以上である。溝 S D18と 重複し

本遺構が古い。遺構の規模は「07今井地区」と比較すると

小規模であるが、畝の走行方向からS N02と 判断した。遺

物は須恵器杯・杯蓋 。重 。甕が出土している。

畝状遺構 S N03

1・ 2地区の広い範囲で検出されている。特に標高の低

い箇所に多く検出され、逆に標高の高い箇所ではあまり検

出されない傾向がある。北西・南東方向に走行し、溝の規

模は幅10cm～ 50cm、 長さ60cm～ 54mである。遺物は須恵器

杯 (2213・ 2223～ 2225・ 2228)、 杯蓋 (2235)な どが出土し

ている。 第26図 東木津遺跡吉岡地区
畝状遺構検出状態 (1/600)

Ｓ Ｎ０２

拶

S N03
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5.鍛冶関連遺構

鍛冶関連遺構 S X01

1地区 1号 トレンチ南西部で検出された。溝 S D16と 重複し本遺構が新しい。調査区外に範囲が及ぶた

め全容は不明である。長軸4.3m以上、深さ24.Ocmで ある。埋没土中に炭化物を大量に含んでいる。鉄津が出

土したため、遺構覆土を洗浄したところ、輪羽口の小片と、少量の鍛造剥片が検出された。そのほか、土

師器杯・甕、須恵器杯 (2112・ 2115。 2121)、 杯蓋・甕などが出土している。

6.遺物包含層

1～ 2地区において古代の遺物が大量に出土する層 (基本層序第Ⅲ～Ⅵ層)を検出した。当遺跡ではこれ

までの調査成果から、当地区で検出されたような層が堆積している箇所があることが判明しており、遺構

の多くがこれらの層より下で検出されている。 1地区では全域でⅢ～Ⅵ層が検出された。 1号 トレンチ北

側と3号 トレンチはⅣ層上面まで、ほかはⅧ層まで掘削を行つている。 2地区では表土直下でV～Ⅶ層を

検出した。本調査地区でV層が検出された箇所については公共座標に即した5m× 5mの グリッドを原則

とし、南北に5m毎に掘削を行った。層位別の土器分類については第27図 に、器種別の出土量については

第 1表に重量で示した。なお、第27図の「○」は出土遺物有り、「一」は出土遺物無しを示す。また、Ⅵ～V・

Ⅵ～Ⅳ・V～Ⅳ・Ⅳ～Ⅲ層について

は各層位間で接合したものも含む。

Ⅵ層 :黒掲色土でⅦ層ブロックを

多 く含む。東木津遺跡で検出され

る遺構の多くは本層位における検出

となる。Ⅳ・V層 と同様に古代の遺

物が大量に出土した。そのほか、古

墳時代の遺物や鍛冶関連遺物、石硯

(2801)が 1点出土 しているほか、

パステル形石製品に類似した滑石製

第 1表 東木津遺跡吉岡地区 層位別土器出土量 (単位 :g)

の棒状品 (2802・ 2803)が 2点出土している。中世の遺物は本層位から出土していない。

Ⅵ～V層 :出土状態がⅥ～V層 にまたがるもの及び、Ⅵ層とV層で接合関係にあるものを示す。本層位

間での接合率が最も高い。

Ⅵ～Ⅳ層 :Ⅵ～Ⅳ層出土のもので接合したものを示す。甕 (2152)は他の土器との接合関係から比較す

ると広範囲から出土している。

V層 :掲灰色土で 2地区の標高11.45m～ 1156m付近より低い箇所で検出された。Ⅳ層と同様、古代の遺

物が大量に出土しているほか、珠洲が 1点出土している。珠洲が出土するのは本層位までで、これ以下の

層では 1点 も出土していない。ただし、本層位からの出土も1点のみであるため、遺構覆土に紛れた混入

品の可能性も考慮される。そのほか、輔羽口や鉄滓など鍛冶関連遺物が多く出土している。

V～Ⅳ層 :出土状態がV～Ⅳ層にまたがるもの及び、V層 とⅣ層で接合関係にあったものを示す。

Ⅳ層 :黒褐色上で少量の炭化物を含む。 1地区では全域で、 2地区では北東部のみで検出された。古代

の遺物が大量に出土しているほか、古墳時代の上師器、珠洲などが出土している。珠洲の出土量は本層位

誹驀ぐ 杯 A 杯 B 杯 杯蓋 壺蓋 壺 菱 瓶類 土師器
吉墳 時代

土師器
中世陶器

Ⅵ層 2172 1916 500

Ⅵ～V擢

Ⅵ～Ⅳ層

V層 1220 883 2479

V～Ⅳ燿

Ⅳ層 4133 1789

Ⅳ～皿擢 5

Ⅲ層 跡
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が最も多い。そのほかVoⅥ層と同様、鉄津など鍛冶に関連した遺物が少量出土している。また、円面硯 (2601)

や土錘 (2606～2609)と いった土製品も本層位から最も多く出土した。

Ⅳ～Ⅲ層 :出土】犬態がⅣ～Ⅲ層にまたがるもの及び、Ⅳ層とⅢ層で接合関係にあったものを示す。図示し

ていないが、珠サHが 2点出土している。

Ⅲ層 :褐灰色土で若千の砂が混じる。 1地区では全域で検出されたが、2地区では検出されていない。Ⅳ

～Ⅵ層と比較すると量的に少ないが、古墳時代、古代の遺物が出土している。そのほか、中・近世の遺物 (2301)

も出土している。近世の遺物に関しては、遺構出上のものを除けば本層位のみの出土である。

第27図 東木津遺跡吉岡地区 層位別土器分類 (1/8、 0は 1/10、 ▲は壺蓋)
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逹違Ⅲ 物

1.古墳時代の上器類

Ⅲ～Ⅵ層及び遺構覆土から古墳時代の土師器が出土している。いずれも小片で図示していない。器種は高

杯、鉢、壼、器台、甕である。

2.奈良・平安時代の土器類

土師器

図面45'47-2101～ 2103、 2201～ 2205。 計 8点 を図示 した。 1地区は杯 1点、甕 1点、鍋 1点 を図示 し

た。杯 (2101)は 内外面を赤彩している。体部は手持ちヘラ削り、底部は回転ヘラ削りである。2102は甕で

頸部外面にカキロ、2103は鋼で内外面横ナデを施す。 2地区は皿 1点、甕 1点、鍋 2点、甑 1点 を図示した。

2201は体部が直線的に開き、底部は回転糸切り無調整である。2202は奏で把手が付く。2203・ 2204は鍋であ

る。2203は 内タト面にカキロを施す。2204は 内タト面とも横ナデを施す。2205は胴部下位から底部が残存しており、

その形状から甑とした。底部は外側へ裾拡がりの形態となる。底都中央から末端部は不明であるが、底部中

央に大きく穴が開く形態と想定した。胴部下位の内面は刷毛日、外面は粗いカキロ状の調整痕が確認できる。

製塩土器

図面47-2206。 溝 S D22か ら出土した。被熱しており表面がもろい。底部は尖底と考えられる。体部外面

はナデ調整で指圧痕が見られる。内面は縦位の刷毛目調整である。

須恵器

計87点 を図示した。器種は杯、杯蓋、壼蓋、壼、瓶、甕がある。

杯 A:図面45'47-2104～ 2122、 2207～ 2218。 ttAは 31点 を図示した (1地区19点、 2地区12点 )。 日径
は14 0cm(2104)～ 10 4cm(2119)で ある。底部はヘラ切 り無調整を原則とする。2122・ 2217の底部は回転

糸切り無調整である。2118は 口縁端部に油煙が付着している。2112・ 2H7・ 2118・ 21221ま胎土に骨針を含む。

杯 B:図面45～48-2123～ 2133、 2219～ 2234。 tt Bは27点 を図示した (1地区11点、 2地区16点 )。 口径
は15.8cm(2131)～ 10 8cm(2126・ 2133)で ある。2230は稜杯である。底部はヘラ切り無調整が大半を占めるが、

2227は手持ちヘラ削り調整、2229はヘラ削り調整を施す。2227は底部内面にナデ調整を施す。2229は体部に

手持ちヘラ削り調整を施す。2130。 2228の 内面には漆が付着している。2234の 回縁端部には油煙が付着して

いる。2120は胎土に骨針を含む。

杯蓋 :図面46・ 48-2134～ 2146、 2235～ 2239。 杯蓋は18点を図示した (1地区13点、 2地区 5点 )。 口径

は17.Ocm(2134)～ H.Ocm(2238)で ある。摘みは2138・ 2142・ 2143・ 2146・ 2235が宝珠形、2139・ 2236が

ボタン状である。天丼部はヘラ切りが大半を占めるが、21341よ回転ヘラ削り調整、2141・ 2142・ 2237・ 2238

はヘラ削り調整を施す。天丼部内面にナデを施すのは2134。 2135・ 2143・ 2237で ある。また、細片のため図

示でいなかったが端部に返りのある蓋が 3点、体部外面にヘラ書きのある蓋が 1点出土している。

壺 :図面46・ 48-2147～ 2149、 2240～ 2242。 壼は6点を図示した (1地区3点、 2地区3点 )。 2147は短

頸壼の口縁部から胴部、2148は壼の日縁部、2149は壺もしくは瓶の口縁部である。2241は 凸帝付双耳瓶の胴

部、2242は脚台部である。2147は外面に、22401ま内面、2148は 内タト面に自然釉が付着している。
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壺蓋 :図面46-2150・ 2151。 2150は 天丼部下端に 1条の沈線が巡る。2151は二重宝珠の摘みである。

菱 :図面46-2152～ 2154。 甕は 3点を図示した。いずれも1地区からの出土である。2152は 口縁部～体

部片で肩部外面には4条の沈線が巡る。内面はカキロによる調整を施す。2153は大型の甕の回縁部である。

2154は 内面にカキロを施す。

灰釉陶器 :図面48-2243。 土坑 S K26か ら出上した 1点を図示した。器種は皿で底部はヘラ削り後ナデ調

整を施している。内面には重ね焼き痕が見られる。灰釉は内面にのみ施釉する。

緑釉陶器 :図面48-2244。 tt S D24か ら出土した。遺構に伴うものではなく、混入品と考えられる。器種

は皿で焼成は軟質である。

3.中世の上器類

中世の土器は■点を図示した (1地区 5点、 2地区6点 )。 2301以外は全て珠洲である。

白磁 :図面49-2301。 遺物包含層第Ⅲ層から出土した皿である。見込みには重ね焼き痕が見られる。底部

外面には墨書が見られる。13世紀の所産である。

珠洲 :図面49-2302～ 2311。 2302・ 2303は橋鉢である。2304・ 2305は壷の胴部、2306は 壼の底部である。

2307～ 23Hは甕で、2307は口縁部、他は胴部である。また、2304・ 2306・ 2308・ 2310・ 2311は胎土に骨針を含む。

4.近世の陶磁器

溝 S D24・ 25及び基本層序第Ⅲ層から肥前陶磁器、越中瀬戸などが出土している。

図面49-2401・ 2402。 近世の陶磁器は溝S D24か ら出土した2点を図示した。いずれも越中瀬戸で、外面

及び見込みの体部上半に鉄釉が施釉されている。2402は底部外面に煤が付着している。

5.木製品

図面50-2501～ 2505。 掘立柱建物址 S B05の P6か ら出土した礎板 と考えられる木製品である。「98都市

計画道路地区 (S B09・ 10)」、「02島宇地区 (SB6)」 でも礎板と考えられる板状の木製品が掘立柱建物l■

の柱穴から出土している(第31図 )。 2501～2503は板状品で両端の加工痕が顕著である。また、2501・ 2502に

ついては幅が24.4cmと 同じであることから同一の木材を切つて使用したものと考えられる。2504は側面に加

工痕が顕著で、その形状から柱などの建築部材を礎板として転用した可能性が考えられる。2505は棒状品で

両端部に加工痕が見られる。それぞれ大きさは2501が39 7cm× 24.4cm× 5 2cm、 2502が33.5cm× 24 4cm× 4.3cm、

2503が35 2cm× 15 7cm× 8.6cm、  2504が 15 2cm× 14.8cm× 7 0cm、 2505が34.3cm× 4.4cm× 4 2cmЧ Oあ る。

6.土製品

円面硯 :図面51-2601。 円面硯の脚台部である。透かしの幅は 7 cm以上で、外面には自然釉がかかっている。
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土錘 :図面51-2602～ 2609。 1・ 2地区の基本層序第Ⅳ～Ⅵ層から出上している。法量は2602が6.2cm× 4 4cm

で子し径1 7cm、 重量96g、 2603が5 5cm× 1.4cmで子と径0,35cm、 重量12g、 2604が4 1cm× 1.2cmで子し径0.45cm、 重量 5

g、 2605が2 95cm× 1 lcmで子し径0.35cm、重量 3g、 2606が2 6cm× 0.95cmで子し径0 3cm、重量 2g、 260駒ミ2 5cm× 095

cmで子し径0,4cm、重量 2g、 2608が2.6cm以上×1 0cmで子し径0.4cm、重量 2g、 2609が2.4cmtt■ ×1 05cmで子し径04

cm、重量 2gである。これらは法量から大型品 (2602)、 中型品 (2603・ 2604)、 小型品(2605～ 2609)に分類される。

7.鍛冶関連遺物

土坑 S K20、 鍛冶関連遺構 S X01及 び、 1・ 2地区の基本層序第Ⅳ・V層から鍛冶関連遺物が出土してい

る (第30図 ・第 2表 )。 土坑 S K20及 び鍛冶関連遺構 S X01については覆土を採取し水洗いを行った。土坑

S K20で は鍛造剥片 lg、 再結合津 lg、 粒状滓 2g、 輪羽口 (2701・ 2702)2点以上 (712g)、 炉壁574

gが検出された。また、炉壁 (図版47)は ガラス質化が著しく、石英などの鉱物を大量に含む。鍛冶関連遺

構 S X01で は輔羽日の小片 (12g)、 椀形津 1点 (118g)が出土した。そのほか、基本層序第Ⅳ～Ⅵ層から

鍛冶淳345g、椀形津 (2703～2706)4点 (162g)、輔羽口3点以上 (195g)、 炉壁 (図版47)133gが出土している。

輔羽口 :図面51-2701・ 2702。 土坑 S K20の 覆土から出土している。法量は2701が残存部で7.4cm× 8 4cm

で孔径は3 8cm、 重量215gである。全体的にガラス質化が著しい。先端部には木口状の工具の痕が見られる。

2702は 残存部で8 0cm× 7.4cmで孔径は2 6cm、 重量169gで ある。先端部は黒色化が著しい。また、熱変性に

よる色調の違いからおよそ83° の角度で炉体に装着されていたことが想定される。

椀形滓 :図面52-2703～ 2706。 1・ 2地区の遺物包含層第Ⅳ・V層からの出土である。いずれも炉底の形状を

良好に留めている。27031よ 7.8cm× 5 8cm× 2.75cmで重量は83g、 2704は 7 1cm× 5.45cm× 3 1cmで重量119g、 2705

は4,8cm× 4 7cm× 2.6cmで重量55g、 2706は4.4cm× 3 2cm× 2 3cmで重量26gである。

8.石製品

石硯 :図面52-2801。 遺物包含層第Ⅵ層から出土している。法量は残存部で5,lcm× 4.lcm× 2.Ocmで重量29

gである。

棒状石製品 :図面52-2802・ 2803。 基本層序第Ⅵ層から出土している。形態的には縄文時代などに出土例

がみられるパステル形石製品に類似する。石材は2点 とも滑石製である。2802は4.6cm× 0 5cm× 0 5cmで重量

3g、 2803は欠損しており、残存部で1 85cm× 0 6cm× 0 5cmで重量 lgである。

砥石 :図面52-2804・ 2805。 1・ 2地区の基本層序第Ⅳ層から出上している。砥石、もしくは磨 り石と考

えられる。28041ま被熱している。3面残存 しており、全ての面が平滑である。法量は残存部で6.7cm× 5.4cm× 3,7

cmで重量163gである。2805は 表裏 2面が平滑である。両面とも磨痕が多く見られる。法量は残存部で5,Ocm

×3.8cm× ■Ocmで重量28gである。

9.植物遺存体

土坑 S K20の覆土を洗浄した際に大量の炭化物に混ざって炭化米 (図版47)が30粒出土した。
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Ⅳ 結   五口口

1.道路址について

道路址の形態

これまでの調査成果に近年の調査成果を加えて (第28図)検討したところ、すでに確認されているものも

含めて合計 7条の道路l■ (道路 1～ 7)と 考えられる箇所が検出された (第29図 )。 これらの道路址は後述

する区画に沿うように走向している。道路址の形態は、両側に側溝をもつもの(道路 1)、 溝とピット列によつ

て区画されるもの (道路 2・ 5・ 6)、 ピット列のみで区画されるもの (道路 4)、 区画溝とピット列、また

それに沿うようにして一定幅で当該期の遺構が検出されないもの (道路 3・ 7)な ど様々である。

道路 1(98都市計画道路地区、98月 安地区、07今井 1地区)

集落の東限と考えられる南北方向の道路である。少なくとも3回の掘 り直しが確認されている。道幅は

■8m～28mである。道路 2と 交差する箇所でN-15° 一Eか らN-45° 一Eへ方向が変わる。

道路 2(98都市計画道路地区)

A区画とB区画の間をN-65° 一Wの方位に走向する。道幅は2.6m～ 33mで ある。南側の側溝の西側1lm

はピット列によつて区画されている。

道路 3(99チ ックタック地区、00丹波地区、07今井 1～ 3地区)

集落を東西に走向する道路と考えられる。区画溝 1を境に西ではN-62° 一W、 東ではN-54° 一Wの方位

に、またチックタック地区・丹波地区ではN-48° ―Wの方位に走行する。溝とピット列により区画され、

道幅は3.Om～ 42mである。

道路 4(98都市計画道路地区、00山崎地区)

E区画とF区画の間をN-54° 一Wの方位に走向する。両狽1を ピット列によつて区画され、道幅は54mで

ある。

道路 5(98都市計画道路地区、07今井 3地区)

F区画とG区画の間をN-48° ―Wの方位に走向する。溝とピット列によって区画され、道幅は3.2mであ

る。「98都市計画道路地区」で木製祭祀具が多量に出上した橋梁護岸施設を伴う溝へ通じる道路と考えられる。

道路 6(07今井 3地区)

H区画の北東部をN-32° 一Eの方位に走向する道路である。区画溝 1と ピット列によつて区画され、道

幅は2.4m～3.Omである。 S N03に切られていることから、その段階ではすでに道路としての機能を失って

いたと考えられる。

道路 7(98都市計画道路地区)

」区画とK区画の東側をN-47° 一Eの方位に走向する道路である。溝によつて区画され、道幅は2.4m～30

mである。

2.区画について

区画案

東木津遺跡における区画については「98都市計画道路地区」の報文中で触れられている。それによると木
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第28図 東木津遺跡 既往の主な調査地区 (刊 /1,000)
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製祭祀具が出土した橋梁護岸施設を伴う溝や、道路 1及び道路 2に伴う溝以外に、北東～南西及びこれに直

交する状態で北西～南東方向に走向する比較的小規模な溝があることに注目し、概ねN-45° 一Wの方位に

約52m間隔の区割りがあつたという可能性を指摘している。本調査地区で検出された溝 S D13・ 16。 17を始

めとし、近年の調査ではこれらの溝と同規模の溝が多数検出されている。それらの溝と道路址による区画を

勘案すると、東西に52m～ 54m、 南北に24m～25mご とに区割りを設けている可能性が新たに考えられる。

なお、区画内で検出された遺構について S N01～ 03は第Ⅱ章 4節にある畝状遺構を指す。

A区画 (98都市計画道路地区、98月安地区、00山崎地区)

東を道路 1、 西を区画溝 1と ピット列、南を道路 2に よって区画される。北側は未調査のため不明である。

第29図 東木津遺跡における道路・土地区画想定模式図 (1/1,000)
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区画内には総柱の掘立柱建物址が 1棟検出されている。

B区画 (98都市計画道路地区、07今井 1・ 2地区)

東を道路 1、 西を区画溝 1、 南を道路 3、 北を道路 2に よつて区画されている。区画内にはS N01～ 03、

総柱の掘立柱建物址及び東に庇を有する掘立柱建物辻がそれぞれ 1棟検出されている。区画内における遺構

変遷は、東に庇を有する掘立柱建物址→ S N01→総柱の掘立柱建物址・ S N02→ S N03の順と考えられる。

S N01'02が最も多く検出されている区画である。

C区画 (03関回地区、06泉が丘内科クリニック地区、07今井 1・ 2地区)

東を道路 1、 西を区画溝 1、 北を道路 3、 南を区画溝 2に よって区画されている。区画内にはS N01・ 03

が多数検出されている。未調査の箇所があるが現段階では建物址などは検出されていないため、当初から畑

として使用されていた可能性が高い。

D区画 (03関口地区、06泉が丘内科クリニック地区、08吉岡 1地区)

東を道路 1、 西を区画溝 1、 北を区画溝 2、 南を区画溝 3に よって区画されている。 S N03が ほぼ全面に

わたって検出されている。「06泉が丘内科クリニック地区」ではS N03に切られるピット列が検出されてい

るが、建物になるかどうかは不明である。

E区画 (00山崎地区)

東を区画溝 1と ピット列、西を道路 7あるいは橋梁護岸施設を伴う溝、南は道路 4に よって区画されてい

る。北側は未調査のため不明である。側柱の掘立柱建物址 1棟と、多数のピット列が検出されている。

F区画 (98都市計画道路地区)

東を区画溝 1、 西を道路 7あるいは橋梁護岸施設を伴う溝、南を道路 5、 北を道路 4に よって区画されて

いる。側柱の掘立柱建物l■ 2～ 3棟と、数条のピット列が検出されている。

G区画 (07今井 3地区)

東を区画溝 1、 西を道路 7あるいは橋梁護岸施設を伴う溝、北を道路 5、 南を道路 3に よって区画されて

いる。西に庇を有する掘立柱建物址 1棟、総柱の掘立柱建物址 2棟、3条のピット列が検出されているほか、

S N03が検出されている。区画内における遺構変遷は、庇を有する掘立柱建物址→総柱の掘立柱建物l■→ S

N03の順で変遷すると考えられている。

H区画 (07今井 3地区、08吉岡2地区)

東を道路 6及び区画溝 1、 北を道路 3に よって区画されている。西は道路 7に伴う溝の延長線上、南は区

画溝 2及び6の延長線上に推定される。区画内には総柱の掘立柱建物址 1棟、ピット列 1条、 S N03が検出

されている。区画内の変遷は総柱の掘立柱建物址・ピット列→ S N03の順が考えられる。

I区画 (08吉岡2地区)

東を区画溝 1、 西は道路 7に伴う溝の延長線上、南は区画溝 3の延長線上、北は区画溝 2と 6の延長線上

に推定される。区画内には南に庇を有する掘立柱建物llL、 側柱の掘立柱建物址が各 1棟とS N02・ 03が検出

されている。区画内の変遷は、掘立柱建物址・S N02→ S N03の順が考えられる。

J区画 (98都市計画道路地区)

東を道路 7、 西を区画溝 5の廷長線上、南を区画溝 4に想定される区画である。北は未調査のため不明で

ある。区画内には4棟の掘立柱建物址が検出されている。

K区画 (98都市計画道路地区、99チ ックタック地区、00丹波地区)

東を道路 7、 西を区画溝 5、 南を道路 3、 北を区画溝 4に よって区画されている。区画内には北に庇を有

する掘立柱建物址 1棟、側柱の掘立柱建物llL 7棟、ピット列 1条が検出されている。

L区画 (99チ ックタック地区、00丹波地区)
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東を道路 7に伴う溝の廷長線上、西を区画溝 5の延長線上、北を道路 3、 南を区画溝 6に想定される区

画である。区画内には掘立柱建物llLが 3棟検出されており、内 1棟は北側に庇を有する。ピット列は道路

3に平行するピット列及び直交するピット列がそれぞれ1条ずつ検出されている。

M区画 (99チ ックタック地区、08巻端地区)

東を道路 7の延長線上、西を区画溝 5の延長線上、北を区画溝 6に よって想定される区画である。南は

未調査のため不明である。区画内ではS N03が検出されている。

N区画 (98都市計画道路地区、06市道拡幅地区)

東を区画溝 5の延長線上、南を区画溝 4の延長線上に想定される区画である。西及び北は未調査のため

不明である。区画内には、宗教的施設の可能性が指摘されている掘立柱建物llLや、斎串製作のための木製

品の工房址と考えられる竪穴建物llL l棟が検出されており、他の区画とは様相を異にしている。

区画の比較と利用方法

各区画で検出された遺構を基準に、区画された土地の利用方法について比較すると、建物のみで構成さ

れる区画、畝状遺構のみで構成される区画、建物址から畝状遺構へと変遷する区画、工房址や宗教施設が

想定される建物がある区画の4種類に分類される。A・ E・ F・ 」～L区画は建物のみで構成されている。

特にA区画を除いた区画は側柱の掘立柱建物llLのみが検出されている。木製祭祀具などが多量に出土した

橋梁護岸施設を伴う溝を中心として居住域が展開していたことが想定される。 C・ D・ M区画では畝状遺

構のみが検出されている。また、 B・ G～ I区画は掘立柱建物JILと 畝状遺構が検出されている。C区画で

はS N01～ 03が検出されていることから、当初 C・ D区画のみであった畑の規模を徐々にB,GoI区 画
へと拡大していったことが想定される。最終的に集落の南から南西にかかる区画 (B～ D・ G・ I区画)

は畑として利用されていたことが考えられる。このことはC区画以南の区画溝 1及び道路 6が S N03に よ

り切られており、 S N03が展開していく段階では、すでに区画溝や道路としての機能を失っていたことか

らも推測される。そのほか、N区画で検出された木製祭祀具の工房l■のような手工業生産に関する遺構に

ついては現段階では検出例が少なく不明な点が多い。

計画集落

東木津遺跡は、出土した遺物から8世紀後半～ 9世紀前半の約100年間という限定された期間に営まれた

集落であるといわれている。また、集落の存続した期間が初期荘園の存続する期間と一致することから荘

園の経営に関わる集落であったとの指摘がある。それらのことを踏まえると、限られた期間に計画的に造

営された集落であるといえ、土地の区画とその利用の仕方に関しても極めて計画的に行われていたことが

窺える。

3.鍛冶関連遺物について

今回の調査では土坑 S K20を始め、調査

区内から多 くの鍛冶関連遺物が出土してい

る(第 2表 )。 出土した遺物には椀形津、鍛

造剥片、粒状津などが見られることから小

鍛冶に関連したものと考えられる。土坑 S

K20は鍛冶関連遺物の廃棄土坑と考えられ

る。覆土中からは大量の炭化物に伴い輔羽
第2表 東木津遺跡吉岡地区 遺構・層位別
鍛冶関連遺物出土量 (単位 :g)

輪羽口 炉 壁 鍛冶津 鍛造剥片 粒状淳
S K20 つ

々 574 578 1 2

S X01 319 1

第Ⅵ層 49 45

第V層 146

第Ⅳ層

合 計 919 638 1242 つ
る 2
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日、炉壁、鍛冶津、鍛造剥片、粒状津などが出土している。

出土した炉壁の中にはガラス質化が顕著なものが多く含ま

れており、かなりの高温で小鍛冶が営まれていたことが想

定される。また、この炉壁には石英などの鉱物が大量に含

まれていることから炉を構築する際に石英などを混入、あ

るいは敷き詰めていた可能性がある。

そのほか、基本層序第Ⅳ～Ⅵ層において鍛冶関連遺物が

出土している。これらの遺物は掘り込みを伴う遺構から出

土しておらず、平地にばら撒かれたような状態で出土した。

これらはその出土状態からA～ Eにグルーピングできる(第

30図 )。 グループAでは数点の鍛冶津・炉壁と、多量の輪羽

口が、グループBo Cでは鍛冶津・炉壁・輔羽口が、グルー

プDo Eでは鍛冶津・輔羽口が数点ずつ出土している。グル

―プ間で遺物の種類に差は見られないが、量的に差が生じている。特にグループAではまとまった量の出

土が見られる。この鍛冶関連遺物が部分的に集中して出土する状態は小鍛冶を行った際に、不要になった

ものを廃棄したことにより生じた結果と推測される。鍛冶関連遺物は土坑 S K20。 鍛冶関連遺構S X01を除

くと基本層序第Ⅳ～Ⅵ層で出土しており、特にV・ Ⅵ層で多く出土している。このことはV層以下で検出さ

れる畑址よりも、鍛冶関連遺物の廃棄が時期的に新しいことを示している。畑などの有機的生産の場から

鉄製品生産のために小鍛冶を行う手工業生産の場へと土地の利用方法が推移していった様子が窺える。

4.礎板を伴 う掘立柱建物l■について

東木津遺跡ではこれまでの調査で、当地区で検出された掘立柱建物址S B05を含めて4棟の礎板を伴う

掘立柱建物址が検出されている (第31図・図面20)。

P∝ ⑧ ⑨  ρ P01
Pl19刊78 /8薫
P05

/口Ю3 か掘市計≧路選きを∞

鯵勧 鍛冶関連遺物集中範囲

▲ :鍛冶関連遺物

第30図 東木津遺跡吉岡地区
鍛冶関連遺物分布図 (1/600)

9P02

「98都市計画道路地区」S B10は桁行 5間、

梁行 2間以上、長軸方位はN-40° 一Wで、

P01か ら礎板が出土 している。同地区で検

出された S B09は桁行 3間、梁行 2間、長

軸方位はN-42° 一Wで、 P01'03か ら礎板

が出土している。「02島宇地区」SB6は桁

行 3間、梁行 2間以上、長軸方位はN-36°

一Wで、P02か ら礎板が出土している。

当地区の掘立柱建物址 S B05を始め、建

物を構成する柱穴の内数基からしか礎板が

出上しないのは再利用した可能性が考慮さ

れよう。また、これまで当遺弥では上屋構

造を窺い知ることのできる資料は出土して

いない。礎板の出土は、それらを推測する

ための一資料になり得ると考える。

Ψ
Ｐ０８
⑮

Ｐ０７
ｇ

O P04

α∋P05

〔)P06

1 98都市計画道路地区 S B10

0          10m
3 02島宇地区SB6

第31図 東木津遺跡における礎板が検出
された掘立柱建物l■ (1/400)
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3.井日本江遺跡、栗林地区

第32図 井日本江遺跡位置図 〔1〕 (1/15万 )

/1ヽ矢音Бサ||

祖父川
」R北陸本線

井日本江遺跡

///
」R城端線

JR北陸本線

ぜ鰯虻妻
金山丘陵

0                         5 km

庄川扇状地
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第33図 井日本江遺跡位置図 〔2〕 (1/5万 )
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説序

遺跡概観

井日本江遺跡は」R高岡駅の南東約1 5kmに位置する。東側を流れる庄川と、西側を流れる千保川とに挟

まれた標高 9～10mの沖積低地上にあり、井日本江集落の東側一帯、南北450m× 東西300mの範囲にわたる

遺跡である。

当遺跡は平成 2年度の分布調査により確認され、当時は古代から中世の散布地とされていた。平成19年度

に都市計画道路能町庄川線道路工事に伴い、遺跡範囲を南北に貫くように試掘調査が実施され、内容が判明

してきた。この調査ではほぼ全域から土坑・溝等の遺構が検出され、縄文土器・弥生土器をはじめ、古墳時

代から中近世までの土器類が出土した。

当遺跡の周辺には多くの遺跡が所在し、南側には奈良平安時代を主体とする出来田南遺跡や問屋センター

遺跡、南西側には弥生時代を主体とする赤祖父角田遺跡、中世を主体とする赤祖父羽座間遺跡がある。また、

北東側には奈良平安時代を主体とする蓮花寺遺跡があり、西側には前田墓所遺跡や瑞龍寺遺跡等といった近

世加賀藩に関連する遺跡がある。

第34図 井日本江遺跡栗林地区位置図 (1/5,000)
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調査に至る経緯

平成20年 8月 、施主の栗林氏より車庫の建替えのため、埋蔵文化財包蔵地において工事の届出があった。

当該地は都市計画道路能町庄川線工事に伴う発掘調査地区に接しており、当時現地調査が実施されていたこ

の地区の状況より遺跡の存在が確実視されたため、工事により掘削を受ける範囲について、直接本発掘調査

を実施することになった。

調査経過

発掘調査は平成20年 9月 11日 ～同年 9月 18日 まで実施した。当調査地区は限られた広さのため、掘削した

土はダンプにより搬出することとし、バックフォーでの掘削を開始した。遺構検出面までは盛土の山砂が大

半を占めていたため、地崩れを起さない様傾斜をつけて掘削を行った。掘削終了後、遺構検出のための精査

を行い、遺構の掘削、平面図・断面図の作成、写真撮影といった作業を経て調査を終えた。

調査対象面積は65だで、発掘調査面積は42�である。

基本層序

厚さ約140～ 160cmの 盛土の下に灰褐色粘質上の旧耕作上があり、その下に青灰色シルトの基盤層 (地山

土)が現れる。

検出遺構

土坑 6基 (S K01～ 06)

溝 1条 (S D01)

ピット2基 (P01,02)

出土遺物

土器類 :弥生土器、土師器、須恵器

石製品 :磨製石包丁、管玉素材剥片、管玉未製品

グリッド

調査地区のグリッドは世界測地系の平面直角座標系の第Ⅶ座標系 (原点は北緯36° Oσ 00〃 、東経137°

lσ 00〃 )に合わせた。東西をX軸とし、南北をY軸とした。グリッドの左下隅の数値がそのグリッドを表

す。X=1、 Y=1の 地点は、原点より、西へ12.055km、 北へ80,760km向かった位置である。一辺 5m四方

を一区画とし、グリッドを割り付け、メッシュを表示した。

第35図

井口本江遺跡栗林地区 遺構図

(1/200)

m
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構

1.土坑

今回の調査で確認した土坑は6基である。 S K06は溝 S D01を切り、 S K02は ピットに切られている。ま

たすべての上坑が調査地区外へと延びており、全体が明確ではないが規模等から土坑と判断した。

土坑 S K01

西側調査地区中央北の (2, 2・ 3)区で検出した。南西側をピットに切られ、東側は調査地区外へ廷び

る。平面形は楕円形で、規模は長軸147cm、 短軸54cm以上、深さ16cmを測る。出土遺物は土師器である。

土坑 S K02

西側調査地区中央の (2,2)区で検出した。西側は調査地区外へ延びる。平面形は不整楕円形で、規模

は長軸120cm、 短軸47cm以上、深さ6 cmを測る。遺物は出土していない。

上坑 S K03

西側調査地区南側の (2, 2)区で検出した。北側は調査地区外へ廷びる。平面形は円形で、規模は長軸

88cm、 短軸32cm、 深さ40cmを測る。出土遺物は土師器である。

土坑 S K04

東側調査地区北西端の (3,3)区で検出した。北側と西側は調査地区外へ延びる。平面形は不整楕円形

で、規模は長軸76cm以上、短軸44cm以上、深さ10cmを測る。遺物は出上していない。

土坑 S K05

東側調査地区北西端の (3,2)区で検出した。 S K04の南側に位置し、南側と西側は調査地区外へ延び

る。平面形は不整楕円形で、規模は長軸56cm以上、短軸48cm以上、深さ10cmを測る。遺物は出土していな

ヤヽ。

土坑 S K06

東側調査地区ほぼ中央の (3, 2)区で検出した。溝 S D01を切り、西側は調査地区外へ延びる。平面形

は不整円形で、規模は長軸154cm、 短軸84cm以上、深さ82cmを 測る。出土遺物は弥生土器、土師器、須恵器

である。図示した遺物は図面53-3105。 3109・ 3110・ 3201・ 3202・ 3301・ 3302で ある。

2.清

溝 S D01

東側調査地区の (3・ 4, 1～ 3)区で検出した南南西～北北東方向に走る溝である。規模は長さ668m

以上、幅1.66～ 143m、 深さ20～30cmを測る。中央で S K06に切られ、北側はピットに切られる。両端は調

査地区外へ廷びる。出土遺物は弥生土器、土師器、須恵器、万製品である。図示した遺物は図面53-3101～

3104・ 3106～3108・ 3111、 図面54-3401～3404。 3406・ 3407である。

ヒ退Ⅱ
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Ш 遺   物

1.土器類

弥生時代中期の上器

壺 :図面53-3101・ 3102。 3101は 6本一組の櫛状工具による等間隔止めの集状文、直線文、扇形文が施文

される。内外面ともに刷毛目が見られる。3102は 5本一組の櫛状工具による直線文、波状文、等間隔止めの

集状文が施文される。外面は刷毛目調整、内面はナデ調整が施される。

弥生時代後期～古墳時代初頭の土器

甕 :図面53-3103。 肩部には刷毛状工具による刺突文が施文される。外面には刷毛目が見られる。

器台 :図面53-3104・ 3105。 31041よ裾部に刷毛状工具による刻みを施した突帯が 1条巡る。タト面は刷毛目

調整後ヘラ磨きで、赤彩が施される。内面は受部がヘラ磨き、脚部は刷毛目調整後、粘土紐接合痕をナデ消

す。胎土には骨針が含まれる。3105は外面ヘラ磨きで赤彩が施される。

鉢 :図面53-3106・ 3107。 3106は外面に刷毛目を施し、口縁部は横ナデを施す。31071ま底面に焼成前の穿

孔が4箇所あり、甑と考えられる。外面はナデ、内面は刷毛目調整を施す。

壺 :図面53-3108～ 3110。 外面はいずれもナデによる調整が施され、3108は底部下端にヘラ削り調整が施

される。内面は3108が刷毛目調整であるほかは、すべてナデによる調整が施される。

菱 :図面53-31■。外面は刷毛目調整で、底面にも刷毛目が見られる。内面はナデが施される。

奈良・平安時代の上器

須恵器杯 BI図面53-3201。 底部は回転糸切りで無調整である。

須恵器杯蓋 :図面53-3202。 口縁部はロクロナデ調整が施される。外面に自然釉が認められる。

中世の上器

土師器皿 :図面53-3301・ 3302。 いずれも日縁部にロクロナデ、体部下端にナデを施す。

2.石製品

磨製石包丁 :図面54-3401。 表裏全面に研磨痕が見られるが、裏面

は一部研磨が行き届いていない。裏面には紐穴穿孔のためと考えられ

る敲打痕が見られる。表裏面ともに刃部には弱い光沢が認められ、刃

こぼれとみられる微小剥離が観察される。石材は流紋岩である。

管玉素材剥片 :図面54-3402～ 3406。 3403は立方体に近く未製品の

可能性もある。3404～ 3406は 荒割工程ないし調整剥離時の剥片と考え  第3表 井日本江遺跡栗林地区
られる。3406は一部自然面が残る。石材はすべて緑色凝灰岩である。       石製品計測表
管玉未製品 :図面54-3407・ 3408。 形割工程の未製品である。3407

は 1本の施溝が認められる。表裏面に粗い研磨痕が認められ、平坦に仕上げられている。本来は角柱状の形

状をなしていたと考えられ、製作途中に欠損したものとみられる。石材は安山岩系である。34081よ P01出土

である。施溝が平坦面と稜線上に 1本ずつ見られることから打面の転移が窺われる。角柱状に仕上げる途中

の段階とみられ、一部に研磨痕が認められる。石材は緑色凝灰岩である。

番号
長  さ
(cm)

幅

ｃｍ

享  さ
(cm)

さ

＞
重
く

055

3403 155

3404

3405

095

-50-



Ⅳ 結

1.出土遺物と遺構の時期

土坑S K06と 清 S D01

今回の調査地区は車庫の基礎部分という限られた範囲であり、遺構確認面までは山砂が約150cm盛 られて

いることから、傾斜をつけての掘削となり検出面積が縮小するといった状況であった。このため、遺構全体

の形状が判明するものは少なかった。さらに削平を受けている影響で遺構の大半が浅く残存状態は良いもの

ではなかった。しかし、土坑 S K06や溝 S D01には多くの遺物が含まれており、おおよその時期の特定に繁

げることができた。

溝 S D01を切る形で確認した土坑 S K06は、一辺 lmを越える大型のものであり、確認した深さは82cmで

ある。他の遺構同様に上面は削平を受けていると考えられることから、掘られた当時はlm以上の深さがあ

ったと推測する。この掘り方から丼戸址である可能性も考えられたが、井戸l■ とする根拠となるものが確認

できなかったことから、今回は土坑とした。この上坑 S K06か ら出土した遺物には奈良平安時代のものと中

世のものの2時期のものが確認できた。上面に近い腐植物が混ざった層からは中世土師器の皿が出土し、こ

の層より下からは中世の遺物は出土していない。奈良平安時代のものでは9世紀後半頃とみられる須恵器の

高台付杯の底部がある。また底面に近い所からも細片ではあるが須恵器と土師器が出土している。このこと

第36図 井回本江遺跡での調査位置及び遺跡範囲 (1/5,000)

菰
叩

-51-



からこの土坑は奈良平安時代に掘られ、その後の埋没過程で上方に中世の遺物が入つたものと考えられる。

次に南南西～北北東方向に走る溝 S D01は検出面である暗灰色粘質土に遺物が多く含まれており、弥生土

器、土師器、須恵器、石製品がこの層から出土している。形の判るものに弥生時代後期中葉とみられる器台

の裾部があるが、土師器、須恵器は細片で形が明確になるものはなかった。また下層にあたる灰色粘質土か

らは底面に張り付 くような状態での弥生土器片が出土しており、遺物の時期や土坑 S K06に切られているこ

となどからみて、弥生時代中期中葉～後期中葉の溝であると推測する。

このほかの土坑やピットについては、遺物が細片ということと削平により遺構の残存状態が良くないこと

から明確な時期は特定できないが、遺物の種類等から奈良平安時代から中世にかけての遺構である可能性が

高いと思われる。

溝 S D01出土弥生土器の時期

溝 S D01か ら出土した弥生土器のうち、時期の判別できるものは未掲載分を含めると中期が15点、後期は

7点で中期の割合が高い。土器の帰属時期は中期中乗から後期中業まで幅があり、一部の土器は古墳時代初

頭まで時期が下る可能性もある。3101・ 3102は 中期中葉に位置づけられる重である。3101は櫛描集状文・直

線文・扇形文が施文されることから八日市地方編年 (福海2003)7～ 8期、3102は櫛描直線文・波状文・集

状文の組み合わせから6～ 8期に比定される。また、図示し得なかったが、茎束状の条痕地に三角形刺突文

を施文する奏、口縁部内面に垂下する櫛描直線文が施文された細頸重などが出上している。いずれも八日市

地方編年 6～ 8期の中で捉えられる。中期全体の様相としては7・ 8期 を主体とするようである。甕3103、

器台3104、 鉢3106・ 3107は後期中葉の法仏式に相当する。3103は頸部付近に刷毛目状刺突文が施文され、擬

凹線文、または無文の有段口縁が付 くとみられる甕である。31041よ受部と裾部に突帯をめぐらす器台で高岡

市下老子笹川遺跡や射水市布目沢北遺跡、上市町江上A遺跡などに類例がある。

2.石製品

磨製石包丁の特徴と類例

溝 S D01か ら出土した石包丁 (3401・ 第37図 -1)は全面研磨が施された磨製石包丁である。全体の約 3

分の2が欠損しているとみられ、最大幅は4cm前後、形態は外彎刃半月形と推定される。体部は平滑になる

まで丁寧に研磨されている。また、表裏面ともに刃部に平行する使用痕が確認できることから、横に引いて

切る使用方法が想定される。石材は流紋岩である。石包丁の帰属時期は伴出土器から弥生時代中期中葉～後

期中葉に比定されるが、後述する形態 。規格などから勘集すると中期に帰属する可能性が高い。

富山県における弥生時代の磨製石包丁は中期中葉から後期中葉まで出土例が確認されている (第37図・第

4表)。 石製収穫具全体の内訳では磨製石包丁 (1～21)が大半を占め、打製石包丁 (22・ 23)。 横刃形石

器 (24・ 25)は量が少ない。分布は県西部に集中し、中期後半の中核的集落とされる高岡市石塚遺跡では

突出して出土数が多い。後期に属するものが少ないのは後期後半に収穫具の主体が鉄器や木包丁に移行し、

石包丁が急激に姿を消していくことに起因すると考えられる。規格は石川県で出土した資料の分類 (木田

1999)と 概ね同じ傾向を示し、小型 (幅 4 cm～ 5.5cm)、 中型 (幅 5 5cm～ 8 cm)、 大型 (幅 8 cm～ 10cm)、

特大型 (幅 1lcm以上)に分かれる。中期では小型品が多く、中～大型品も一定量存在する。後期では出土数

が少ないため明確な傾向がつかめないが、小型のものが多く、中型以上の製品はあまりないようである。

形態は外彎刃半月形 (1・ 18)、 外彎刃楕円形 (14)、 直線刃半月形 (12・ 15'19)、 直線刃長方形 (8・

9)がある。中期は外彎刃 。直線刃で半月形を呈するものが多く、後期前半から長方形が確認できる。研磨
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第37図 富山県出上の弥生時代石製収穫具一覧表 (1/6)

1:高岡市井日本江遺跡、2～ 6・ 13・ 17・ 18・ 20:高岡市石塚遺跡、 7・ 22:射水市高島A遺跡、8～ 11:高 岡市中曽根西遺跡

12:高 岡市下老子笹川遺跡、14:上市町江上A遺跡、15:富 山市豊田遺跡、16・ 24・ 25:氷見市中谷地遺跡、19:滑川市魚男遺跡

21:射水市布目沢北遺跡

-53-



No 遺跡 器種 時期 遺構
最大長
(cm)

最大幅
(cm)

厚
，
大

ｃｍ

最
そ 石材 備考

l 井口本江遺跡栗林地区

小型磨製石包丁

中期中葉～

後期中葉
S D01 055 流紋岩 外彎刃半月形か

2
石塚遺跡宮崎地区

中期 P 表土 頁岩 外彎刃、未製品

3 中期後半 S K134 (44)

4
石塚遺跡新鮮市場地区

中期後半 SK鬱 11 砂岩

5 中期 P223 (22) 砂岩

6 石塚遺跡日本海ホーム地区 中期 遺物包含層 (26)

7 高島A遺跡 中期後半 B地区S D19 頁岩 S X01周溝出土

8

中曽根西遺跡

県道姫野能町線地区

後期前半 1区 S D23 (89) 14 石英質安山岩 直線刃長方形

9 後期前半 1区 S D23 泥質変岩 直線刃長方形か

後期 前半 l tt S D23 砂岩

l 後期 3区 S K 100 泥質変岩

下老子笹川遺跡 中～後期 S D 4101 凝灰岩 直線刃半月形

石塚遺跡都市計画道路地区 中期 ? 」地 S X01 (85) 硬質泥岩 本彎刃楕円形

江上A遺跡 後期 S D01

豊田遺跡 中期後葉 ¬形】犬ピット 直線刃半月形

中谷地遺跡

大型磨製石包丁

中期 ? B地区 S D270 (77) 安山岩

石塚遺跡新鮮市場地区 中期 後 半 S101東周溝 砂岩

石塚遺跡きぼう地区 中期 ? 表土 凝灰岩 外彎刃半月形

魚窮遺跡 中～後期 宣物包含層 火山岩系 直線刃半月形

石塚遺跡都市計画道路地区
特大型磨製石包丁

中期 ? 表土 溶結凝灰岩

布目沢北遺跡 後期中葉 ? 24ト レンチ 121 (12) 砥石に転用

高島A遺跡
打製石包丁

中期後半 B地区 S D106 頁岩 S X01壁 周溝出土

百塚遺跡文苑堂地区 中期 後 半 S K43 安山岩

中谷地遺跡 横刃形石器
中期 ? C地区 S D626 177 165 角閃石安山岩 直線刃半月形

中期 ? C地区 S D626 17 安山岩 ント彎刃半月形

)内の数字は残存値。欠損品の規格 (小～特大)は推定値から判断した。

第4表 富山県出上の弥生時代石製収穫具一覧表

は全体的に粗雑なものが多く、刃部のみ研磨した例もある。石材は砂岩が最も多く、凝灰岩系が次に多い。

以上の傾向と比較すると、井日本江例はほぼ全面に丁寧な研磨を施し、流紋岩製である点で既存の資料

とは大きく異なる。全面を研磨した例は石塚遺跡「96宮崎地区」 (2)に あり、未製品ながら規格の点で最

も近い。石塚遺跡「03き ぼう地区」例 (18)も 全面研磨と考えられるが、幅 7 cm以上あることから中型以上

の分類に属する。また、流紋岩製の磨製石包丁は富山県下では出土しておらず、むしろ石川方面に類例が

多い。石川県域における流紋岩製の磨製石包丁は加賀地方を中心に流通することが指摘されており (松尾

2004)、 井日本江例はこうした流通圏との関わりによってもたらされた可能性がある。

管玉の分割技法

溝 S D01・ ピットP olか らは管玉の素材剥片・未製品が出上している。素材の分割は施溝分割技法によっ

て行なわれ、未製品3407・ 3408は施溝方向に射して直角に近い角度からの打撃によって分割されている。周

辺では高岡市石塚遺跡「93高田地区」 。「05新鮮市場地区」、高岡市下老子笹川遺跡、射水市布目沢北遺跡、

上市町江上A遺跡などで管玉製作に関連した遺物が多数出土している。

施溝分割技法は弥生時代中期に発達した技法で後期後半には鉄製工具による直接ないし間接打法の普及に

よって衰退、消滅してゆくことが指摘されている (中野1999)。 こうした指摘を裏付けるように中期後半を

主体とする石塚遺跡では施溝分割技法が見られるのに対し、後期後半を主体とする下老子笹川遺跡や江上A

遺跡では施溝分割技法のものは確認されていない。以上の点を考慮すると、井日本江例の管玉未製品は分割

技法の特徴から弥生時代中期中葉～後期前半に帰属し、伴出土器の時期と比較しても矛盾しない。また、管

玉の製作技法は石塚遺跡などで出土したものと基本的には同様と考えられる。
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4。 中曽根西遺跡、区画整理地区

第38図 中曽根西遺跡位置図 〔1)(1/15万 )
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説序

遺跡概観

中曽根西遺跡は高岡市内を北流する庄川右岸の射水平野に位置する。富山湾に面する放生津より約 2km

内陸側である。周辺には富山県の中央を流れる神通川によつて逗ばれた砂により砂洲が形成され、かつては

浅い入り海の様相を呈していた。その後、潟湖となった放生津潟には内川・鍛冶川・下条川など小河川が流

れ込み、一帯は馬入らずといわれた強湿地帯であった。周辺の標高は lm～ 2mである。

本遺跡周辺では、縄文時代中期から近世までの遺跡が確認されている。特に弥生時代については、当調査

地区から南へ約250mに位置する中曽根西遺跡「04県道姫野能町線地区」において弥生時代中期後半～後期

終末にかかる集落が調査されており、土坑や溝から良好な一括資料が得られている。

中世の放生津には越中守護所が置かれ、越中における政治・経済・文化の中心地であった。廷喜式による

と古代における越中の日本海海逗の拠点は国府所在地とされる伏木の日理湊であった。しかし、古代末から

中世にかけて起こった気温の寒冷化に伴う海水面の低下により日理湊の港湾機能が低下した。そのため、日

理湊に代わつて放生津湊が発展し、日本海海逗の要衝として十三湊、教賀湊を結ぶ中継点となり多くの物資

が逗搬されていた。その後、江戸時代に入つてからも放生津は漁業と海逗業が盛んな浦方として栄えていた。

第40図 中曽根西遺跡区画整理地区位置図 (1/5,000)
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調査に至る経緯

今回の調査は、高岡市中曽根土地区画整理組合による高岡市中曽根土地区画整理事業に伴うものである。

この区画整理にかかる埋蔵文化財に関する協議は平成15年 6月 に行われたが、事業が推進しなかったことも

ありそのままになっていた。平成18年 4月 より業務代行方式によることが決まり、平成18年 3月 に協議が再

開されその後数回の協議がもたれた。事業計画は、平成18年 12月 までに仮換地が決定され、平成20年度に商

業地区施設が開業し、平成24年度までに全体事業が完了するものであった。事業区域は25ha、 東西約 lkm、

南北約270mを測るものである。東側は西神楽川までで、この川は北流して約 2 km北北東の放生津へ向かう。

放生津は海逗の拠点であり、中世には越中守護所が置かれた所である。西側は旧牧野川河川跡地までである。

区域内に埋蔵文化財包蔵地が 3箇所存在している。南東隅部に中曽根館遺跡、中央南端部に中曽根遺跡、北

西隅部に中曽根西遺跡が分布している状態である。試掘調査は区画整理事業の進展に合わせて実施した。平

成18年度に中曽根遺跡の試掘調査を実施した。近世・近代の溝を検出し、古代・中世の遺物が少量出土した。

平成19年度に中曽根館遺跡の試掘調査を実施した。遺構は検出されず、古代の遺物が極少量出土した。平成

20年度になり、今回の中曽根西遺跡の試掘調査を実施することに至った。調査対象面積は16,230だである。

調査経過

調査地区内には県道や農道が走っており、これらを境としてA～ F区の 6つの調査区に区分した。調査方

法は遺跡確認を原則とし、重要と判断される遺構については一部掘り下げを行い、図面・写真による記録を

取つた。試掘調査は平成20年 10月 8日 から開始し、12月 16日 に終了した。発掘面積は983だである。

第41図  区画整理事業区域と周辺の遺跡 (1/1,000)

1中曽根北遺跡 2姫野諏訪神社遺跡 3牧野金屋遺跡 4中曽根館遺跡 5中曽根遺跡 6中曽根西遺跡
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基本層序

第 I層～Ⅶ層までを確認している。第 I層は表土層で現代の耕作土である。第I層は黒褐色土で斑鉄が多

く見られる。第Ⅲ層は褐色土で、場所によって砂を多く含むⅢ a層 と、粘性の強いⅢb層に分かれる。第Ⅳ

層は黒掲色土で、調査区全域にはみられず今回の調査ではB区北西、D区北東、E区で検出された。第V層

は第Ⅳ層と第Ⅵ層の混土層である。第Ⅵ層は黄褐色粘質土である。第Ⅶ層は灰色砂で、この層からの湧水が

著しい。また、F区では表土直下でマーブル状に砂が多量に混入した流水の痕跡と考えられる堆積土を検出

した。 (i・ 五層)。 遺構は第Ⅳ・Ⅵ層で検出された。第Ⅵ層以下では遺構・遺物は一切検出されていない。

検出遺構

道路址 3条 (S F01～ 03)、 柵址 1条 (S A01)、 土坑20基、溝80条 (S D01～ 26)、 ピット21基、土器集

中遺構 1基 (S X01)、 窪地 lヶ 所 (S X02)

出土遺物

弥生土器、土師器、須恵器、陶磁器、土製品、鍛冶関連遺物、銅製品

グリッド

調査地区のグリッドは世界測地系の平面直角座標 (原点は北緯36° 00100W、 東経 137° 10.00W)に 合わせた。

東西をX軸とし、南北をY軸とした。X=0、 Y=0の地点は、原点より西へ83.200km、 北へ85,050km向 かっ

た位置である。一辺10m四方を一区画とし、グリッドを割り付けメッシュを表示 した。

第42図 中曽根西遺跡区画整理地区 基本層序 (1/20)
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構

道路 l■

道路l■ S F01

B ttB18ト レンチで検出された。溝 S Dllと重複し本遺構が古い。併走する溝 S D12・ 13に よつて区画さ

れた内側に、拳大の川原石→Ⅵ層ブロックを混入した砂→砂の順に盛土をし、道路面を構築している。道

路幅は2.4m以上でN-10° 一Wの方位に走向する。側溝と考えられる溝 S D12の規模は上端378m以上、下

端1.54m、 深さ46cmである。断面は弧状を呈する。溝 S D13は湧水が著しく底部まで掘削することができな

かつた。規模は上幅3.2m以上である。遺物はS D13の覆土中から珠洲 (4403)が 出土したほか、道路の構

築土から須恵器が 1点出上した。

道路士止S F02

C ttC01・ C02・ C04ト レンチで検出された。溝 S D18・ 19はN-15° 一Wの方位に併走していることか

ら道路上の側溝と考えられる。両溝間の距離は心々で2.3mを 測る。硬化面は検出されていない。規模は溝

S D18が上幅72cm、 下幅42cm、 深さ12cm、 溝 S D19が上幅55cm、 下幅28cm、 深さ18cmで ある。断面形状は

溝 S D18が弧状、溝 S D19が逆台形状を呈する。遺物は出土していないが、覆土及び検出された層位から

中世以前に帰属する可能性が高い。

道路l■ S F03

B tt B 14ト レンチで検出された。溝 S D06と重複 し本遺構が古い。北西から南西方向5.2m、 厚さ10cmほ

どの規模で、道路址 S F01に堆積していた褐灰色砂質土と同様の上が堆積していた。道路址 S F01と は別

の方位に走向する道路址の一部である可能性が高い。遺物は出土しなかった。

遺Ⅱ

2.柵 l■

柵址 S A01

EttE01ト レンチで検出された。N-70° 一Wの方位で3基の柱穴

が並ぶ。柱穴は25cm～32cmの 円形を呈し、柱間距離は1.76m～ 184

mを測る。深さは未掘削のため不明である。時期は覆土及び検出さ

れた層位から中世以前と考えられる。

/

第43図 中曽根西遺跡区画整理地区
柵luL S A01実測図 (1/80)

0     1     2m

3.清

80条の溝を検出したが、主要な22条について記す。

溝 S D01

B tt B02・ 04ト レンチで検出された。 N-78° 一Wの方位に走向する。 B04ト レンチで土坑 と重複するが

本遺構が新 しい。規模は上幅1.04m、 下幅88cm、 深さ18cmで ある。断面形状は弧状である。遺物は出土しな

かった。
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溝 S D02

B tt B 07ト レンチで検出された。 N-1° 一Wの方位に走向する。規模は上幅1.64m、 下幅1.40m、 深さ24

cmである。断面形状は逆台形を呈する。遺物は出土 しなかった。

溝 S D03

B tt B 01・ 04・ 06ト レンチで検出された。 B06ト レンチで溝 S D05と 重複 し本遺構が古い。 N-45° 一E

の方位に走向する。規模は上幅1.32m、 下幅1.16m～0.8m、 深さ40cmである。断面形状は箱形を呈する。遺

物は出土しなかった。

溝 S D04

B ttB01・ 04・ 06ト レンチで検出された。 B06ト レンチで溝 S D05と 重複 し溝 S D05が新 しい。 N-33°

一Eの方位に走向する。規模は上幅1.88m、 下幅1.04m、 深さ38cmである。断面形状は箱型を呈する。遺物

は出土しなかった。

溝 S D05

B tt B06ト レンチで検出された。 N-70° 一Eの方位に走向する。溝 S D04・ 05と 重複 し本遺構が最も新

しい。規模は上幅1.20m、 下幅86cm、 深さ34cmである。断面形状は弧状を呈する。遺物は出土しなかった。

溝 S D06

B tt B 14ト レンチで検出された。 N-84° 一Wの方位に走向する。土器集中遺構 S X01と 重複 し本遺構が

新 しい。規模は上幅118m、 下幅48cm、 深さ42cmである。断面形状は弧状を呈する。遺物は出土 しなかった。

清 S D07

B tt B 17ト レンチで検出された。N-27° 一Eの方位に走向する。溝 S D09と 重複 し本遺構が古い。規模は

上幅76cm以 上、下幅36cm以 上、深さ32cmである。遺物は出土しなかった。

溝 S D08

B tt B 17ト レンチで検出された。溝 S D09・ 10と 重複 し本遺構が最も古い。N-48° 一Eの方位に走向する。

規模は上幅46m以上、下幅4.Om以上、深さ40cmである。断面形状は逆台形を呈する。遺物は出土 しなかった。

清 S D09

B tt B 17ト レンチで検出された。 N-25° 一Eの方位に走向する。tt S D07・ 08と 重複 し本遺構が最 も新

しい。規模は上幅2.Om、 下幅40cm、 深さ72cmである。断面形状は弧状を呈する。遺物は出土しなかった。

溝 S D10

B tt B 17ト レンチで検出された。 N-50° ―Eの方位に走向する。tt S D08と 重複 し本遺構が新 しい。規

模は上幅228m、 下幅92cm、 深さ64cmである。断面形状は逆台形を呈する。遺物は出土 しなかった。

溝 S Dll

B tt B 18ト レンチで検出された。N-9° 一Wの方位に走向する。道路l■ S F01・ 溝 S D13と 重複 し本遺

構が最も新 しい。規模は上幅84cm、 下幅40cm、 深さ34cmで ある。断面形状は逆台形状を呈する。遺物は出土

しなかった。

溝 S D14・ 15'16

Ctt C01・ 03・ 04ト レンチで検出された。これらの溝は重複 してお り、溝 S D14→ 15→ 16の順に新 しい。

溝 S D14は N-52° 一E、 溝 S D15・ 161ま N-40° 一Eの方位に走向する。規模は溝 S D14が上幅1,60m以 上、

下幅119m、 深さ48cm、 溝 S D15が上幅157m以上、下幅129m、 深さ40cm、 溝 S D16は上幅90cm以上、下

幅66cm、 深さ30cmで ある。溝 S D15。 16は、 C04ト レンチにおいて溝 S D20と 直行する。溝 S D20と 直向す

る部分において新旧関係は認められず、溝 S D15・ 16よ り西側では溝 S D20が検出されていないことから、

これらの溝は同時に機能していた可能性が考えられる。遺物は出土しなかった。
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溝 S D17

C tt C01・ 03・ 04ト レンチで検出された。溝 S D16と 重複するが新旧関係は不明である。N-35° 一Eの

方位に走向する。規模は上幅120m、 下幅74cm、 深さ49cmで ある。断面形状は逆台形状を呈する。 4層から

土錘 (4601)が Lミ出土した。

溝 S D20

C tt C 02ト レンチで検出された。N-113° 一Eの方位に走向する。溝 S D15～ 17と 直向するが、新旧関係

は不明である。溝 S D14～ 16と 同様、何条かの溝が重複 している可能性が高い。規模は、検出した範囲では

上幅3.8mである。下幅及び深さは未掘削のため不明である。遺物は確認面から炉壁 (図版53)が 上ミ出土

している。

清S D21・ 22

D ttD02ト レンチで検出された。両溝は重複し、溝 S D21の 方が新しい。検出した範囲では両溝ともN―

10° 一Eの方位に走向する。規模は溝 S D21が上幅1.60m、 下幅52cm、 深さ52cm、 溝 S D22が上幅42cm以上、

下幅30cm以上、深さ32cmである。断面形状は溝 S D21が弧状、溝 S D221ま不明である。遺物は出土しなかった。

溝 S D23

D tt D03ト レンチで検出された。溝 S D24・ 25と 重複し、溝 S D24と の新旧関係は不明で、溝 S D25よ り

新しい。溝 S D24と 直向し、覆土も類似することから同時期に使用されていた可能性が高い。N-80° 一W

の方位に走向する。規模は上幅22m、 下幅及び深さは未掘削のため不明である。遺物は出土しなかった。

溝 S D24

D ttD03・ 06ト レンチで検出された。溝 S D23と 重複 し、新旧関係は不明である。N-25° 一Eの方位に

走向する。規模は上幅21m、 下幅及び深さは未掘削のため不明である。遺物は出土しなかった。

清 S D25

D ttD03ト レンチで検出された。溝 S D23と 重複し本遺構が古い。N-43° 一Eの方位に走向する。規模

は上幅291m、 下幅112m、 深さ64cmである。断面形状は逆台形状を呈する。遺物は7層から鍛冶津が 1点

出土している。

溝 S D26

E tt E01ト レンチで検出された。窪地S X02と 重複し本遺構が古い。N-42° 一Wの方位に走向する。規

模は上幅4.8m、 下幅268m、 深さ44cmである。断面形状は弧状を呈する。遺物は出土しなかった。

4.そ の他の遺構

土器集中遺構 S X01

E tt E 01ト レンチ西端で検出された。南北72cm× 東西49cmの範囲に弥生土器壼 (4101・ 4102)がほぼ同レ

ベルで出土した。土器周辺には径33cm～ 19cmの ピットが 7基検出されている。 トレンチ外に遺構の範囲が及

ぶため全容は不明である。遺物の出土状態や柱穴と思われるピットが検出されていることから平地式建物l■

の可能性が考えられる。

窪地 S X02

E区01ト レンチで検出された。規模は5,7m× 1.75mで、長軸方位はN-52° 一Wである。覆土には第Ⅳ層

と第Ⅵ層の混土層が堆積しており、人為堆積の可能性が考えられる。検出された層位から中世以降に帰属す

ると考えられる。

-62-



物

1.弥生時代～近世の土器類

弥生時代の上器類 :図面55-4101・ 4102。 いずれも土器集中遺構 S X01か ら出土した。4101は、外面は刷

毛目、内面はナデ調整を施す。日縁部外面にはヘラ状工具による押圧、肩部には3本歯櫛による斜行短線文

を施文する。また、口縁部内面には4本歯櫛による斜行短線文を2重に施文する。4102は壼の底部である。

古墳時代の上器類 :図面55-4201・ 4202。 いずれも遺構外の出土である。4201は高杯の杯部である。内面

から口縁部にかけてはナデ、体部外面は横ナデを施す。42021ま台付甕の脚台部である。外面はヘラ磨き、内

面にはハケ調整を施す。

奈良 。平安時代の上器類 :図面55-4301・ 4302。 いずれも遺構外からの出上である。4301は土師器の杯の

底部である。43021よ須恵器の杯で、底部は回転ヘラ切り後ナデ調整を施している。

中世の上器類 :図面55-4401～4404。 4403は溝 S D13、 他は遺構外からの出土である。4401は 16世紀前半

の瀬戸美濃の天目碗の高台部である。漆による補修痕が見られる。4402～ 44041よ珠洲で4402は壼の頸部～

胴部、4403・ 4404は 甕の胴部である。いずれも外面は平行叩き、内面は無文の当て具痕が見られる。また、

4402・ 4403は胎上に骨針を含む。

近世の陶磁器類 :図面55-4501～ 4514。 いずれも遺構外からの出土である。4501は 17世紀代の越前甕であ

る。内外面に鉄釉が施釉される。4502～ 4506は肥前陶器である。45021ま 17世紀後半～18世紀初頭の碗で、見

込みに鉄利、外面に灰釉を施釉する。45031ま 19世紀代の皿で、見込みには灰釉が施釉される。また、蛇の目

釉剥ぎ取りが見られる。4504は 17世紀後半～18世紀初頭の皿で、全面に白土による刷毛目が施される。4505

は17世紀前半代の皿で見込みから体部外面に灰釉が施釉される。45061ま 17世紀前半の皿である。4507～ 4512

は越中瀬戸である。4507は 17世紀前半代の碗で全面に鉄釉が施釉される。4508は 17世紀前半代の皿で、見込

み～外面の体部上半に鉄釉が施釉されている。45091ま 17世紀後半～18世紀初頭の皿で外面に部分的に鉄釉が

付着する。45101よ 17世紀後半代の碗で外面の体部上半に鉄釉が施釉されている。4511は 17世紀前半の皿で見

込み～外面の体部に鉄釉が施釉されている。4512は 17世紀前半の瓶の底部である。4513は非在地の重の底部

で外面に白釉が施釉されている。4514は 19世紀代の肥前磁器の碗で、外面の口縁部に 1条の帯線文、体部は

1重の圏線内に岩、雲文、草花文が描かれている。

2,そ の他の遺物

土製品 :図面56-4601。 溝 S D17か ら土錘が 1点出土している。法量は、6.lcm× 4 2cmで孔径1.7cm× 1 5cm

で重量92gである。

鍛冶関連遺物 :図面56-4701・ 4702。 C・ D区から鍛冶関連遺物が出土している。4701は椀形淳で、長さ49

cm× 幅3.7cm× 厚さ1.2cmで重量32gである。4702は鍛冶淳で、長さ4 5cm× 幅3 5cm× 厚さ2 4cmで重量は41gで

ある。また、炉壁が 2点 (図版53)出上しており、それぞれ重量は76gと 10gで ある。

銅製品 :図面56-4801～ 4803。 4801は煙管の吸い口で、長さ6 0cm、 羅宇との接合部の径は9 5mm、 重量 5

gである。48021ま古寛永で、径2 35cm、 子と径6 5mm、 重量 2gである。48031ま新寛永通宝の四文銭で、背面は

12波である。径2 8cm、 子し径 6 mm、 重量 5gである。

遺Ⅲ
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ｍ結Ⅳ

弥生時代の遺構について

E ttE01ト レンチでは弥生時代中期後半の土器集中遺構 S X01が検出された。遺構の性格は遺物の出土

状態や遺物周辺の柱穴と思われるピットなどから勘柔すると平地式建物JILである可能性が考えられる。本

調査地区の南方約250mに位置する「04県道姫野能町線地区」では同時期の土坑・溝などが検出されている。

また、弥生時代後期前半では掘立柱建物l■や平地式建物址と考えられるピット群が検出されており、中期

後半から後期前半まで集落が継続して営まれていた様子が窺える。本調査地区で検出された弥生時代の遺

構は土器集中遺構 S X01のみで、「04県道姫野能町線地区」と比較すると極めて希薄である。このことから、

弥生時代の集落の北限が本調査地区周辺であった可能性が考えられる。

道路址について

本調査地区では3条の道路l■ (道路址 S F01～ 03)が検出された。ここでは、道路の構築工程が判明し

た道路址 S F01について補足したい。道路址 S F01は両側に側溝 (溝 S D12・ 13)を持つ道路で、N-10°

一Wの方位に走向する。側溝と考えられる溝 S D13の覆土から珠洲 (4403)が 1点出上していることから

中世以降に帰属するものと思われる。本調査地区周辺では同時期の道路址は発見されていない。

道路JILS F01は以下の工程を経て構築されたと推測される (第44図 )。

1 側溝となる溝を掘削し、道路面を区画すると同時に排水を行う。

2 道路面となる部分に5 cm～ 20cmほ どの川原石を敷く。

3 川原石を敷いた上に溝を掘削した際に排出された第Ⅶ層 (責褐色粘質土)と砂を混ぜて盛土をする。

4 砂を敷いて整地する。

調査時に硬化面は検出されなかったことから、道路面はすでに

削平されていた可能性が高い。また、川原石は周辺では採取でき

ないことから、他所から運んで使用したものと思われる。その他、

道路幅に対して側溝の規模が大きい。これは、本遺跡周辺の地勢

に影響されていると考えられる。周辺の標高はlm～ 2mと低く

湧水が著しいのに加え、かつては馬入らずといわれたほどの強湿

地帯であった。そのため、狽1溝は道路の区画という目的以外に、

排水を行う役割が大きかったと考えられる。本調査地区で溝の検

出数が突出して多いのもそういったことに起囚していると思われ

る。また、基本層序 (第42図 )に見られるように第Ⅶ層以下は砂

層で非常にもろいことから、湧水による侵食のため結果的に溝の

幅が広がったということも考慮される。

中世の放生津は十三湊から教賀湊への航路を中継する日本海海

逗の拠点であった。また、鎌倉時代中頃には越中守護所も置かれ

越中における政治 。経済・文化の中心として大いに栄えた。放生

津湊から内陸への物資の運送は、街中を流れる内川などに代表さ

れる小河川を利用していた。今回検出された道路l■はそういった

小河川を利用した舟逗に伴い整備された陸逗のための道路であつ

た可能性が考えられる。

1

物 :第Ⅶ層
の:第Ⅶ層ブロック

〇 :川原石

□ :砂

第44図 中曽根西遺跡区画整理地区
道路 l■ S F01構築工程模式図
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5。 その他の遺跡|`調査地区

その1他の遺跡・ 調査地 区  目次

1-.■首根舘遺跡中曽軽
―
区画2通区| ・ ………

Ⅲ‐
……………

ⅢⅢ 67

2.石名滅A澄跡西本地区― …………………………Ⅲ……Ⅲ…Ⅲ… 6S
ei lキ曽根北遺跡能登地区 ……………………Ⅲ…………………………69
4"守譲町遺跡山本地区 ……Ⅲ…`………………・…………………… 70
5,下落争魅川螂 地庫 …Ⅲ・…………∴̀………………ⅢⅢ 71
6.1慕本津追跡巻端地区 ……‐……Ⅲ…………Ⅲ……Ⅲ…Ⅲ72173
7.東本津造跡旺田地区 ……Ⅲ……………・…………・………'… 74
8-!越中目府闘逮遺跡魚,H地区 ………Ⅲ…………………………… 75
9.■越■目府聞蓮遺訴島蠅―区 …………Ⅲ……Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ…………176
lα 石塚江之戸遺跡雇HI地区(“…

Ⅲ
…
Ⅲ
………
Ⅲ
…………
Ⅲ……
ⅢⅢ 77

11.1井 Ell本江遺跡ア・ライズ地区1 中………………………………'78

12-赤丸|き村遺跡八幡地区 …………………Ⅲ・…………Ⅲ……………79
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No 遺 跡 名 調査地区名 所 在 地 対象面積 発掘面積 調査期間

1 中曽根館遺跡 中曽根区画 2地区 高岡市中曽根65他 3.000■ド 138fド 080407-080409

2 石名瀬A遺跡 西本地区 高岡市佐野667 499【ざ 781N 080421´ヤ080423

3 中曽根北遺跡 能登地区 高岡市中曽根166-1番地 330=ざ 23■ド 080519

4 芋護町遺弥 山本地区 高岡市守護町245香地 他 3861N 9� 080521

5 下老子笹川遺跡 長沢地区 高岡市福岡町一歩二歩465 1,087rド 158r∬ 080729´ヤ080805

6 東木津遺跡 巻端地区 高岡市佐野879-1他 1,016だ 991ド 080730^ヤ 080813

7 東木津遺跡 町田地区 高岡市佐野879-6他 4741N 31だ 080730-080813

8 越中国府関連遺跡 魚川地区 高岡市伏木東一官1201番 248■苫 6∬ 080807

9 越中国府関連遺跡 島地区 高岡市伏木古府 3丁 目82-1 3011ぜ 16笛 980820-080821

石塚江之戸遺跡 尾山地区 高岡市石塚225-1他 6001N 41だ 081126

井日本江遺跡 ア・ライズ地区
高岡市井口本江字江指廻

27-1他
386=置 8だ 090107

９

留 赤九古村遺跡 人幡地区 高岡市石堤267-1他 9981N 392rだ 090109

第 5表  その他の遺跡・調査地区一覧表
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遺跡概観

当「中曽根館遺跡」は、高岡市街地の北東郊、 JR
高岡駅の北東約6 6kmに位置する。周辺には神楽川等

の河川が形成した沖積低地が拡がる。旧放生津潟 (富

山新港)等の低湿地に囲まれた標高 1～ 2mの微高地

上に位置する。

基本層序

基本層序は以下の通りである。

I層 表土 (耕作土):約 10～20cm。
Ⅱ層 灰色粘質土 :約 10cm。
Ⅲ層 灰掲色粘質土 :約 10cm。
Ⅳ層 暗灰褐色粘質土 :約 5～ 15cm。
V層 黒褐色粘質土 :約 5 cm。
Ⅵ層 青灰色粘質土 :地山層。
調査概要

所 在 地

紺象面積

発掘面積

調査期間

調査原因

調査結果

遺構は検出されなかった。遺物は出土しなかった。

1.中曽根館遺跡

中曽根区画 2地区

高岡市中曽根65他

3,000rN

138■ば

平成20年 4月 7日 ～ 4月 9日

土地区画整理

第45図 中曽根館遺跡位置図(1/5万 )

第46図 中曽根館遺跡中曽根区画 2地区位置図 (1/5,000)
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2.石名瀬A遺跡

西本地区

第47図 石名瀬 A遺跡位置図 (1/5万 )

第48図 石名瀬 A遺跡西本地区位置図 (1/5,000)

遺跡概観

当「石名瀬A遺跡」は、高岡市街地の南西郊、 JR
高岡駅の南西約 3 kmに位置する。平成16年度から高岡

環状線事業に伴い発掘調査が行われ、弥生時代から近

代までの遺構・遺物が確認されている。

基本層序

基本層序は以下の通りである。

I層 表土 (耕作土):約 5 cm。
Ⅱ層 褐灰色粘質土 (床土):約 3 cm。
Ⅲ層 暗褐色粘質土 :約 10cm。
Ⅳ層 にぶい黄褐色砂質土 :地山層。
V層 砂礫層 :地山層。
調査概要

所 在 地 :高 岡市佐野667

姑象面積 :499だ

発掘面積 :78だ

調査期間 :平成20年 4月 21日 ～ 4月 23日

調査原因 :個人住宅の建設

調査結果

遺構は検出されなかった。遺物は珠洲が出土した。
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遺跡概観

当「中曽根北遺跡」は、高岡市街地の北東郊、 JR
高岡駅の北東約6.7kmに位置する。当包蔵地は、光明

寺散在地遺跡及び薬師田木器出土地を併合したもので

ある。周辺は神楽川等の河川が形成した沖積低地が拡

がる。旧放生津潟 (富山新港)等の低湿地に囲まれた

標高 1～ 2mの微高地上に位置する。

基本層序

基本層序は以下の通りである。

I層 表土 (盛土):約 10cm。
Ⅱ層 黄褐色砂 :約 50cm。
Ⅲ層 暗灰色粘質土 :約 10～ 15cm。
Ⅳ層 緑灰色粘質土 :地山層。

調査概要

所 在 地

対象面積

発掘面積

調査期間

調査原因

調査結果

遺構は検出されなかった。遺物は出土しなかった。

3.中曽根北遺跡

能登地区

第49図 中曽根北遺跡位置図 (1/5万 )

第50図 中曽根北遺跡能登地区位置図 (1/5,000)

高岡市中曽根166-1番地

3301苫

231正

平成20年 5月 19日

個人住宅建設
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守護町遺跡 遺跡概観

当「守護町遺跡」は、高岡市街地の北郊、 JR高岡

駅の北約3.lkmに位置する。北側には二上山が控え、

西～南側には小矢部川が蛇行しながら流れる。この小

矢部川と千保川との合流点北に位置する。

基本層序

基本層序は以下の通りである。

I層 表土 (耕作土):約 10～ 15cm。
Ⅱ層 暗灰色粘質土 (旧耕作土):15～ 20cm。
Ⅲ層 赤褐色シルト :地山層。
調査概要

所 在 地 :高岡市守護町245番地 他

姑象面積 :386だ

発掘面積 :9だ

調査期間 :平成20年 5月 21日

調査原因 :駐車場造成

調査結果

遺構は検出されなかった。遺物は出土しなかった。

山本地区

第51図 守護町遺跡位置図 (1/5万 )

第52図 守護町遺跡山本地区位置図 (1/5,000)
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遺跡概観

当「下老子笹川遺跡」は、高岡市街地の南西郊、 J

R高岡駅の南西約7.2kmに位置する。

能越自動車道建設に伴う調査等により弥生時代中期

～終末期の集落や多くの遺構が確認され、高岡におけ

る弥生時代の代表的な遺跡とされている。

基本層序

基本層序は以下の通りである。

I層 表土 (盛土)i約 50cm。

Ⅱ層 暗灰色粘質土 (旧表土):10～ 20cm。

Ⅲ層 灰褐色粘質土 :5～ 10cm。

Ⅳ層 暗灰褐色粘質土 :5～ 10cm。

V層 黄褐色粘質土 :5～ 10cm。 遺構検出面。

Ⅵ層 灰白色粘質土 :地山層。

遺跡概要

所 在 地

対象面積

発掘面積

調査期間

調査原因

調査結果

遺構は土坑、溝を検出した。遺物は土師器、須恵

器、珠洲が出土した。

o          20m

高岡市福岡町一歩二歩465

1,0871だ

1581ざ

平成20年 7月 29日 ～ 8月 5日

個人住宅建設

5.下老子笹川遺跡

長沢地区

第53図 下老子笹川遺跡位置図 (1/5万 )

第55図 下老子笹川遺跡長沢地区 全体図 (1/800)
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第54図 下老子笹川遺跡長沢地区位置図 (1/5,000)



6。 東木津遺跡

巻端地区

第56図 東木津遺跡位置図 (1/5万 )

遺跡概観

東木津遺跡はこれまでの調査成果から、整然とした

建物配置や、出土した土器に占める食膳具の比率の高

さ、木簡や墨書土器など文字資料が多く出土している

といった点から官衛的性格が指摘されている地域であ

る。

基本層序

基本層序の層位は吉岡地区と同様の番号を用いてい

る。Ⅲ・Ⅳ層は削平されていた。

Ia層 表土 :山砂による盛り土層。
Ib層  旧表土
V層 褐灰色土 :古墳時代～古代の遺物包含層。
Ⅳ層 黒褐色土 :Ⅶ層ブロック多量。
Ⅶ層 黄色砂質土 :地山層。
調査概要

所 在 地

姑象面積

発掘面積

調査期間

調査原因

調査結果

1号 トレンチにおいて 2箇所テストピットを設定し

Ⅶ層まで掘削したところ、畝状遺構を検出した。周辺

で検出されている畑址の範囲がさらに拡がることを確

認した (第59図 )。 遺物はV・ Ⅵ層から出土した8点

を図示した (第60図)。 5101～ 5106は須恵器、5107・

5108は珠洲である。珠洲については、Ⅲ・Ⅳ層が肖U平

された際に混入 した可能性が考慮される。5101～ 5104

は杯Aの底部で5101～ 5103は ヘラ切り、5104は 糸切り

未調整である。5105は杯の体部で内面にナデを施す。

5106は壼の脚台部である。5107は鉢で底部は静止糸切

り後ナデ、内面にはオロシロが密に付く。5108は奏で

外面は平行叩き後、記号文が刻印されている。

高岡市佐野879-1他

1,016ゴ

99=正

平成20年 7月 30日 ～ 8月 13日

個人住宅建設

第57図 東木津遺跡巻端地区位置図 (1/5,000)
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第58図 東木津遺跡巻端地区 基本層序 (1/40)



1号 トレンチ

基本層序計測点

3号 トレンチ

0___す _す_す_4上_____― ――一甲
m

第59図 東木津遺跡巻端地区・町田地区 全体図 (1/400)

／
５．０．丸
罰

崇
一 5103

＼   1 茅

5104

o        5        1 0Cn

第60図 東木津遺跡巻端地区 出土遺物 (1/3)

須恵器 :5101～5106、 珠洲 :5107・ 5108
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遺跡概観

東木津遺跡はこれまでの調査成果から、整然とした

建物配置や、出土した土器に占める食膳具の比率の高

さ、木簡や墨書土器など文字資料が多く出上している

といった点から官衛的性格が指摘されている地域であ

る。

基本層序

基本層序の層位は吉岡地区と同様の番号を用いてい

る。Ⅲ・Ⅳ層は削平されていた。

Ia層 表土 :山砂による盛 り土層。
Ib層  旧表土
V層 褐灰色土 :古墳時代～古代の遺物包含層。
遺跡概要

所 在 地 :高岡市佐野879-6他

対象面積 :474だ

発掘面積 :31ど

調査期間 :平成20年 7月 30日 ～ 8月 13日

調査原因 :個人住宅建設

調査結果

V層が検出された段階で掘削を中止したため遺構は

検出されなかったが、周辺の状況からV層以下で遺構

が検出される可能性が極めて高い。遺物はV層から土

師器、須恵器が出土している。

7.東木津遺跡

町田地区

第61図 東木津遺跡位置図 (1/5万 )

第62図 東木津遺跡町田地区位置図 (1/5,000)
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8.越中国府関連遺跡

魚川地区

第63図 越中国府関連遣跡位置図 (1/5万 )

第64図 越中国府関連遺跡魚川地区位置図 (1/5,000)

遺跡概観

当「越中国府関連遺跡」は、高岡市街地北東側、伏

木台地一帯に位置する。この「越中国府関連遺跡」と

総称している遺跡は、越中国庁跡推定地、県指定史跡

越中国分寺跡、越中国分尼寺跡想定地を中心に、これ

らに関する施設や集落遺跡を含むものである。また、

国府以前の古墳や寺院跡、以後の城郭跡等も当地内に

存在している。

基本層序

基本層序は以下の通りである。

I層 表土 (整地層):約 15cm。
Ⅱ層 瓦廃棄層 :50～ 60cm。
Ⅲ層 暗褐色粘質土 :約50cm。
Ⅳ層 赤褐色粘質土 :地山層。
調査概要

所 在 地

対象面積

発掘面積

調査期間

調査原因

調査結果

遺構は検出されなかった。遺物は出土しなかった。

高岡市伏木東一宮1201番

248■苫

6だ

平成20年 8月 7日

個人住宅建設
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遺跡概観

当「越中国府関連遺跡」は、高岡市街地北東側、伏

木台地一帯に位置する。この「越中国府関連遺跡」と

総称している遺跡は、越中国庁跡推定地、県指定史跡

越中国分寺跡、越中国分尼寺跡想定地を中心に、これ

らに関する施設や集落遺跡を含むものである。また、

国府以前の古墳や寺院跡、以後の城郭跡等も当地内に

存在している。

基本層序

基本層序は以下の通りである。

I層 表土 (盛土):約 90cm。
Ⅱ層 灰色粘質土、赤褐色粘質土の混土層 :15cm。

Ⅲ層 暗赤褐色粘質土 :15cm。

Ⅳ層 赤褐色粘質土、白色粘板ブロック :地山層。

調査概要

所 在 地

対象面積

発掘面積

調査期間

調査原因

調査結果

遺構は検出されなかった。遺物は出土しなかった。

9.越中国府関連遺跡

島地区

高岡市伏木古府 3丁 目82-1

3011正

16だ

平成20年 8月 20日 ～ 8月 21日

共同住宅建設

第65図 越中国府関連遺跡位置図 (1/5万 )

第66図 越中国府関連遺跡島地区位置図 (1/5,000)
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10。 石琢江之戸遺跡

尾山地区

第67図 石塚江之戸遺跡位置図 (1/5万 )

第68図  石塚江之戸遺跡尾山地区位置図 (1/5,000)

遺跡概観

当「石塚江之戸遺跡」は、高岡市街地の南西郊、 J

R高岡駅の西南西約3 4kmに 位置する。庄川の形成し

た扇状地の末端部、佐野台地の縁辺部にあたる。遺跡

の西側を祖父川が北流し、遺跡中央部は都市計画道路

下伏間江福田線が北西～南東方向に、遺跡東側には主

要地方道戸出高岡線が南北方向に走る。

基本層序

基本層序は以下の通りである。

I層 表土 (盛土):約 100cm。
Ⅱ層 暗灰色粘質土 (旧耕作土):約 15cm。
Ⅲ層 灰掲色粘質土 (旧耕作土):約 15cm。
Ⅳ層 暗灰褐色粘質土 (遺物包含層):約 25cm。
V層 黄色粘質土 :地山層
調査概要

所 在 地 :高岡市石塚255-1他

対象面積 :600雷

発掘面積 :41∬

調査期間 :平成20年 11月 26日

調査原因 :個人住宅建設

調査結果

遺構は土坑、溝を検出した。遺物は土師器、須恵器

が出土した。

Ｎ
イ
Ａ
Ｎ
Ｉ
十
１
１

第 1ト レンチ

道 路
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第69図 石塚江之戸遺跡尾山地区 全体図 (1/400)



遺跡概観

井日本江遺跡は」R高 岡駅の南東約1.5kmに 位置す

る。東側を流れる庄川と、西側を流れる千録川とに挟

まれた標高 9～ 10mの 沖積低地上にあり、井日本江集

落の東側一帯、南北450m× 東西300mの 範囲にわたる

遺跡である。

基本層序

基本層序は以下の通りである。

I層 表土 (耕作土):50～ 60cm。
Ⅱ層 黒色粘質土 (遺物包含層):30～40cm。
Ⅲ層 黄色粘質土 :地山層
調査概要

所 在 地

対象面積

発掘面積

調査期間

調査原因

調査結果

遺構は土坑、溝を検出した。遺物は弥生土器、須恵

器が出土 した。図示遺物は図面53-5201～ 5203で あ

る。5201は 弥生土器壼で外面に刷毛目後ヘラ磨き、内

面に刷毛日、 5202は 弥生 L器甕で外面に刷毛目が見ら

れる。52031よ須恵器杯でロクロナデ調整が施される。

高岡市井日本江字江指廻27-1他

3361N

8だ

平成21年 1月 7日

宅地造成

11.井口本江遺跡

ア・ライズ地区

第70図 井日本江遺跡位置図 (1/5万 )

第71図 井日本江遺跡ア・ライズ地区位置図 (1/5,000)

ピツト(利と坑
第 1ト レンチ

第72図 井日本江遺跡ア・ライズ地区 全体図 (1/200)
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12.赤丸古村遺跡

八幡地区

遺跡概観

当「赤丸古村遺跡」は、高岡市街地の西方、 JR高

岡駅の西6 3km、 」R西高岡駅の北西2.4km、 小矢部川

の左岸に位置する。高岡市の石堤地内の六市集落から

谷内川を挟んで西側に隣接する旧福岡町の赤丸地内の

古村集落にかけての遺跡である。

基本層序

基本層序は以下の通りである。

I層 表土 (耕作土):約 20cm。
Ⅱ層 青灰色砂 (自然流路埋土):28cm以上。
Ⅲ層 灰色粘質土 :地山 I tt。 25～ 55cm。
Ⅳ層 暗灰色砂 :地山Ⅱ層。15～20cm以上。
V層 礫層 :地山Ⅲ層。
調査概要

所 在 地

対象面積

発掘面積

調査期間

調査原因

調査結果

遺構は検出されなかった。遺物は出土しなかった。

高岡市石堤267-1他

998至正

392五百

平成21年 1月 9日

個人住宅、倉庫、草庫の建設

第73図 赤丸古村遺跡位置図 (1/5万 )

第74図 赤丸古村遺跡八幡地区位置図 (1/5,000)
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房J 表 土器類観察表

■ T陛 げノ上 奮 娯

4 弾

界 れ｀イ手 逗 捌 、` 百 1WJ肥

Ψヽノ」ヒ石汗劣只

lluJ

4 術 寮

0 オ LH/1kr‐逗 明 、 本 /F4J判 匹

こ,ヽ生L「寸ηヽ νノ」L石汗チ只

白 歩翌 tu何 、Vノ 」ヒ冶激
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番号 図面 種 類 口径 特 徴 出土位置

1 瑞龍寺遺跡、富山不動産地区

1-1 中世の土器類

1101

1102

1103

1104

中世土師器・皿

中世土師器・皿

珠洲・壷

青花・皿

1■2

底部はヘラ削り調整か。

内面は横ナデ、外部はナデ。

内面は横ナデ、外面肩部は横ナデ、胴部はナデ。

景徳鎮窯。見込み輪花文、外面車花文。

4T東側拡張部

2T拡張部南側

5T

S U03

l-2 近世の上器類

1201

1202

1203

1204

1205

1206

1207

1208

1209

37

37

37

37

37

37

37

37

37

肥前陶器・皿

肥前陶器・香炉

肥前陶器・蓋

肥前陶器・皿

肥前陶器・瓶

肥前陶器・皿

福岡・碗

関西系・皿

瀬戸美濃・皿

148

108

85

58

238

1■0

109

底部はヘラ削り。外面体部上半～見込み灰釉。

外面～見込み上半にかけて鉄釉。

底部は静止糸切り。天丼部櫛目、褐釉。

底部静止糸切り。見込み～外面褐釉。

見込み～外面鉄釉。

三島手皿。見込み～外面鉄釉。口縁部見込みに白上による印花文。

見込みは鉄釉と藁灰釉の掛分け。外面は体部上半に鉄釉。

見込みに梅花文。

底部回転糸切り。見込み～外面体部上半に鉄釉。

調査地区西側

調査地区西側

S U04

S U04

S D05

5T東側拡張部

4T西側拡張部

4T西側拡張部

4T東側拡張部

- 80 -



S 
B0
1-
s 
b0
1

第
3ト
レ
ン
チ

第
5ト
レ
ン
チ

魚
第
4ト
レ
ン
チ

第
1ト
レ
ン
チ

S 
B0
1-
s 
a0
1

S 
B0
1
-s
 t
01

S 
S0
1

第
7ト
レ
ン
チ

第
6ト
レ
ン
チ

Om

調
査
地
区
全
体
図
1縮
尺
1/
20
0

SK
01
 S
Ko
2 
1 
  
¬

図
ど
酎
翌
引
巨
剛
!事
肺
4酷
部
 
図
遵
洲
蔀
帥
 |
○
日
図



図
町
軍
距
立
叩
目
Ⅵ
雲
幸
撃
絲
　
国
隠
斯
熱
肇
　
一
一〇
旦
国

離
蔀
鵜
到
図

〔
Ｐ
〕

謙
洒

ｗ
＼
ｗ８

―
ｌ
　
ｍ

つ

∽
】〕
ＯЮ
　／
／／
ク／

糾
働
７
マ
Ｙ
】

秘
ヽ
ア
マ
Ｙ
】



番号 図面 種 類 口径 徴特 出上位置

1210

1211

1212

1213

1214

1215

1216

1217

1218

37

37

37

37

37

37

37

37

37

瀬戸美濃・皿

越中瀬戸・皿

越中瀬戸・皿

越中瀬戸・皿

越中瀬戸・皿

在地・香炉

肥前磁器・碗

肥前磁器・碗

肥前磁器・碗

一
　

■

　

一　

　

一　

　

一
　

■

　

一　

　

一　

　

一

底部は回転糸切り後、削り出し高台。見込み～外面体部上半に藁灰釉①

輪花皿。外面は体部下半ヘラ削り。見込み～外面体部に鉄釉。

見込み～外面の体部に灰釉。見込みの底部に花文を陰刻。

外面の体部下半はヘラ削り。見込み～外面の体部に鉄釉。

外面は体部下半はヘラ削り。見込み～外面の体部に灰釉。

見込み～外面灰釉。外面の口縁部に連続する蕨手文。

見込みは二重圏線内に花斉文、外面薄文。

体部外面に松、底部付近に渦の連続文。

体部外面に桐文、下端に圏線文、高台に2条の帯線文、底部に圏線文。

S D05

lT拡張部

lT表土

lT

調査地区西側

調査地区西側

調査地区西側

S U04

S D05

2 東木津遺跡、吉岡地区

2-1 古代の上器類

2-1-1 吉岡 1地区

2101

2102

2103

2104

2105

2106

2107

2108

2109

2110

４５

Ъ

４５

４５

４５

４５

４５

４５

４５

４５

土師器・杯

土師器 。甕

土師器・鍋

須恵器・杯A

須恵器・杯A

須恵器・杯A

須恵器・杯A

須恵器・杯A

須恵器・杯A

須恵器・杯A

195

138

140

136

130

128

120

120

1■ 8

内外面赤彩。体部外面手持ちヘラ削り。底部回転ヘラ削り。

顎部外面にカキロ。

外面に煤付着。

底部はヘラ切 り。

底部はヘラ切り。

底部はヘラ切り。

底部はヘラ切り。

底部はヘラ切り。

底部はヘラ切り。

底部はヘラ切 り。

lTⅣ層

S D14

lTⅣ層

2TV層

S D14

lTV層

2TⅣ層

2TⅥ層

2TⅣ・Ⅵ層

2TⅥ層

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

t2

t3

t4

[5

[6

[7

[8

[9

20

45

45

45

45

45

45

45

45

45

45

須恵器・杯A

須恵器・杯A

須恵器・杯A

須恵器・杯A

須恵器・杯A

須恵器・杯A

須恵器・杯A

須恵器・杯A

須恵器・杯A

須恵器・杯A

l■8

118

118

118

117

116

11.5

1■ 3

104

底部はヘラ切 り。

底部はヘラ切 り。胎土に骨針を含む。

底部はヘラ切 り。

底部はヘラ切 り。

底都はヘラ切り。

底部はヘラ切り。

底部はヘラ切り。胎土に骨針を含む。

底部はヘラ切り。口縁部に油煙付着。胎上に骨針を含む。

底部はヘラ切り。

底部はヘラ切 り。胎上に骨針を含む。

lTⅣ・Ⅵ層

S X01

S D14

lTⅣ層

S X01

S D14

S D14

S D14

lTⅣ・V層

2TV・ Ⅵ層

2121

2122

2123

2124

2125

2126

2127

2128

2129

４５

４５

４５

４５

４５

４５

４５

４５

４５

須恵器・杯A

須恵器・杯A

須恵器・杯B

須恵器・杯 B

須恵器・杯 B

須恵器・杯 B

須恵器・杯 B

須恵器・杯B

須恵器・杯B

119

117

11.0

108

底部はヘラ切 り。

底部は回転糸切 り。胎上に骨針を含む。

底部はヘラ切 り。

底部はヘラ切 り。

底部はヘラ切り。

底部はヘラ切り。

底部はヘラ切り。

底部はヘラ切 り。

S X01炭化物層

lTⅣ層

lTⅣ層

S D17

lTⅥ層

lTⅣ～Ⅵ層

S K20

2TⅣ層

2TⅣ層
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番号 図面 種 類 口径 徴特 出上位置

須恵器・杯 B 底部はヘラ切 り。内面に漆付着。 lTV層

2131

2132

2133

2134

2135

2136

2137

2138

2139

2140

４６

４６

“

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

須恵器・杯 B

須恵器・杯 B

須恵器・杯 B

須恵器・杯蓋

須恵器・杯蓋

須恵器 。杯蓋

須恵器 。杯蓋

須恵器 。杯蓋

須恵器・杯蓋

須恵器・杯蓋

58

56

08

70

55

60

49

31

29

34

天丼部は回転ヘラ削り調整。

天丼部はヘラ削り調整。天丼部下端及び、端部に1条の沈線。

天丼部はヘラ切り。

天丼部はヘラ切り。

天丼部はヘラ切りで、宝珠形つまみが付く。外面に自然釉付着。

天丼部はヘラ切りで、ボタン状のつまみが付く。

天丼都はヘラ切り。

lTV層

S K20

2TⅣ層

lTV層

S D14

2TV層

S K20

lTⅣ・V層

S K21

S D14

2141

2142

2143

2144

2145

2146

2147

2148

2149

2150

須恵器・杯蓋

須恵器・杯蓋

須恵器・杯蓋

須恵器・杯蓋

須恵器・杯蓋

須恵器・杯蓋

須恵器・短頸壷

須恵器・壺

須恵器・瓶

須恵器・壺蓋

26

21

18

■6

■6

■2

56

11

)8

68

天丼部はヘラ削り調整。内面ナデ調整。

天丼部はヘラ削り調整で、宝珠形つまみが付く。

天丼部はヘラ切りで、宝珠形つまみが付く。

天丼部はヘラ切り。胎土に骨針を含む。

天丼部はヘラ切り。

天丼部はヘラ切りで、宝珠形つまみが付く。

外面に自然釉付着。

内外面に自然釉付着。

天丼部下端に1条の沈線。

2TⅣ層

3TⅣ層

lTⅣ層

lTV層

lTⅣ層

lTⅣ層

2TⅡ・Ⅳ層

1地区一括

S D14

lTⅣ・V層

須恵器・壷蓋

須恵器・奏

須恵器・甕

須恵器・甕

356

387

346

二重宝珠つまみ。

胴部外面平行叩き、内面当て具痕→カキロ。

内面カキロ。

lTⅣ層

2TⅣ・Ⅵ層

2TⅣ層

2TV層

2-1-2 吉岡 2地区

２２０

２２０

２２０

２２０

２２０

２２０

２２０

２２０

２２０

２２‐

土師器・皿

土師器・甕

土師器・鋼

土師器・鍋

土師器・甑

製塩土器

須恵器・杯A

須恵器・杯A

須恵器・杯A

須恵器・杯A

120

306

355

341

129

129

119

119

底部は回転糸切り。

胴部上半に2つの把手。

外面は顎部下に横位のカキロ。内面は口縁部下から横位のカキロ。

内外面横ナデ。

外面は胴部横位の刷毛日、底部付近横ナデ。内面縦位の刷毛目。

尖底。外面はナデ調整、指圧痕。内面縦位の刷毛目。

底部はヘラ切り。

底部はヘラ切り。

底部はヘラ切り。

底部はヘラ切り。

V層

Ⅵ層

S D24

V・ Ⅵ層

S B05P 6

S D22

V・ Ⅵ層

調査地区一括

V・ Ⅵ層

S K25

2211

2212

2213

2214

４７

４７

守

守

須恵器・杯A

須恵器・杯A

須恵器・杯A

須恵器・杯A

118

118

118

113

底部はヘラ切り。

底部はヘラ切り。

底部はヘラ切り。

底部はヘラ切り。

V層

V・ Ⅵ層

S N03

V・ Ⅵ層
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香号 図面 種 類 回径 徴特 出上位置

2215

2216

2217

2218

2219

2220

47

47

47

47

48

48

須恵器 。杯A

須恵器・杯A

須恵器・杯A

須恵器・杯A

須恵器・杯 B

須恵器・杯 B

108

149

1■8

底部はヘラ切 り。

底都はヘラ切り。

底部は回転糸切 り。内面は平滑。

底部はヘラ切り。

底部はヘラ切 り。

S K24

S B06P 4

調査地区一括

調査地区一括

S B06P 5

Ⅵ層

2221

2222

2223

2224

2225

2226

2227

2228

2229

2230

４８

４８

４８

４８

４８

４８

４８

４８

４８

４８

須恵器・杯B

須恵器・杯B

須恵器・杯B

須恵器・杯B

須恵器・杯B

須恵器・杯B

須恵器・杯B

須恵器・杯B

須恵器・杯B

須恵器・杯B

118

114

113

111

底部はヘラ切り。

内面に漆付着。

底部はヘラ切り。

底部はヘラ切り。

底部は手持ちヘラ削り。内面はナデ調整。

底部はヘラ切り。内面に漆付着。

底部はヘラ削り調整。体部は手持ちヘラ削り。

稜杯。底部はヘラ切り。

V・Ⅵ層

V・Ⅵ層

S N03

S N03

S N03

S D20

V・ Ⅵ層

S N03

S D25

S D25

2231

2232

2233

2234

2235

2236

2237

2238

2239

2240

４８

智

Ｔ

４７

４８

４８

４８

軽

４８

４８

須恵器・杯B

須恵器・杯B

須恵器・杯B

須恵器・杯B

須恵器・杯蓋

須恵器・杯蓋

須恵器・杯蓋

須恵器・杯蓋

須恵器・杯蓋

須恵器・壼

147

138

1■0

122

115

167

110

116

219

底部はヘラ切 り。

内面の日縁端部に油煙付着。

天丼部はヘラ切りで、宝珠形つまみが付 く。

天丼部はヘラ切りで、ボタン状のつまみが付 く

天丼部はヘラ削り調整。

天丼部はヘラ削り調整。

天丼都はヘラ切 り。

内面に自然釉付着。

Ⅳ層

V・ Ⅵ層

S D18

V層

S N03

V・ Ⅵ層

V・ Ⅵ層

S P01

Ⅳ・V層

V・ Ⅵ層

2241

2242

2243

2244

４８

４８

娼

４８

須恵器・瓶

須恵器・壺

灰釉陶器・

緑釉陶器・

皿

皿

198

166

凸帯付双耳瓶。内面横ナデ。

脚台部。

底部はヘラ削り後横ナデ。内面に灰釉、重ね焼き痕。

内外面緑釉。

V・ Ⅵ層

S D18

S K26

S D24

2-2 中世の土器類

2301

2302

2303

2304

2305

2306

2307

2308

2309

2310

４９

“

４９

４９

４９

４９

４９

ゆ

中

４９

白磁・皿

珠洲・鉢

珠洲・鉢

珠洲・壷

珠洲・壷

珠洲・壺

珠洲・甕

珠洲・甕

珠洲・甕

珠洲・奏

一
　

α

　

生

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

見込みに重ね焼き痕。底部外部に墨書。

内面にオロシロが付く。

内外面胴部下位横ナデ、胴部外面平行叩き、内面ナデ。胎上に骨針。

胴部は外面叩き、内面当て具痕。

底部は静上糸切り、離れ砂。胎上に骨針を含む。

外面平行叩き、内面当て具痕。回縁部は内外面横ナデ。

外面平行叩き、内面当て具痕。胎土に骨針を含む。

外面平行叩き、内面当て具痕。

外面平行叩き、内面当て具痕。胎土に骨針を含む。

2TⅢ層

S D24

2地区一括

lTⅣ層

1地区一括

lTⅣ層

2地区一括

2地区V層

lTⅣ層

S D 24
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番号 図面 種 類 口径 特 徴 出土位置

2311 珠洲・甕 外面格子状叩き、内面当て具痕。胎土に骨針を含む。 2地区一括

2-3 近世の上器類

2401

2402

越中瀬戸・

越中瀬戸・

皿

皿

111 底部は削り出し高台。見込み上半～外面に鉄釉。

底部は削り出し高台。見込みに鉄釉。底部に煤付着。

S D24

2地区一括

3 井日本江遺跡、栗林地区

3-1 殊生時代の上器類

3101

3102

3103

3104

3105

3106

3107

3108

3109

3110

53

53

53

53

53

53

53

53

53

53

弥生土器・壺

弥生土器・壷

弥生土器・甕

弥生土器・器台

弥生土器・器台

弥生土器・鉢

弥生土器・甑

弥生土器・壷

弥生土器・壷

弥生土器・壷

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

２

　

一
　

一
　

一
　

一

外面は刷毛目後、等間隔止め簾状文・直線文・同心円文。内面は刷毛目。

外面は刷毛目後、直線文と波状文・等間隔止め簾状文。内面はナデ。

外面は刷毛目後、胴部に刷毛状具による刺突文。内面は刷毛目後、ナデ。

透穴計 8箇所。外面は刷毛目後ヘラ磨き。突帯は刷毛状具の刻み。

外面はヘラ磨き。内面はナデ。外面赤彩。

外面は口縁部ナデ、胴部刷毛目。内面はナデ。

外面はヘラ磨き、内面は刷毛目、底面に4箇所穿孔。

外面は底部下端および底面ヘラ削り、内面は刷毛目・ナデ。

外面はナデ。内面は刷毛目後ナデ。

外面はナデ。内面はナデ。

S D01

S D01

S D01

S D01

S K06

S D01

S D01

S D01

S K06

S K06

弥生土器・甕 外面は底部刷毛日、底面刷毛目後ナデ。内面はナデ。 S D01

3-2 古代の上器類

3201

3202

須恵器・杯B

須恵器・蓋 136

底部は回転糸切り。

外面に自然釉付着。

S K06

S K06

3-3 中世の上器類

3301

3302

中世土師器・皿

中世土師器・皿

137

94

口縁部はロクロナデ。体部下端ナデ。

口縁部はロクロナデ。体部下端ナデ。

S K06

S K06

4 中曽根西遺跡、区画整理地区

4-1 弥生時代の上器類

4101

4102

弥生土器・壺

弥生土器・重

146 胴部外面刷毛目、内面ナデ。顎都及び口縁部内面に斜行短線文。

内外面ナデ。

S X01

S X01

4-2 古墳時代の上器類

4201

4202

土師器・高杯

土師器・台付甕

150 外面横ナデ。内面ナデ。

体部は外面ヘラ磨き、内面刷毛目。脚台部はナデ。

E02T Ⅱ層

B13T Ⅱ層

4-3 古代の上器類

4301

4302

土師器・杯

須恵器・杯A 115

摩滅が著しい。

底部は回転ヘラ切 り後ナデによる調整。

D区一括

E02T一括
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番号 図面 種 類 口径 徴特 出上位置

4-4 中世の上器類

４４０．

４４０２

４４０３

４４０４

５５

５５

５５

５５

瀬戸美濃・碗

珠洲・壷

珠洲・甕

珠洲・奏

天目碗の削り出し高台部。見込みに鉄釉。

外面は顕部横ナデ、胴部平行叩き。胎土に骨針を含む。

外面は平行叩き。胎土に骨針を含む。

外面は平行叩き。

E01T I層

E01T I層

S D13覆土

E01T I層

4-5 近世の上器類

4501

4502

4503

4504

4505

4506

4507

4508

4509

4510

５５

５５

５５

５５

５５

５５

５５

５５

５５

５５

越前・奏

肥前陶器・碗

肥前陶器・皿

肥前陶器・皿

肥前陶器・皿

肥前陶器・皿

越中瀬戸・碗

越中瀬戸・皿

越中瀬戸・皿

越中瀬戸・碗

458

124

154

126

内・外面鉄釉。

見込みは鉄釉。外面は灰釉。

見込みは灰釉、蛇の目釉剥ぎ取り。

見込み～外面に白上による刷毛目。

外面の体部下端ヘラ削り。見込み～外面体部に灰釉。

外面はヘラ削り、見込みは横ナデ。

見込み～外面に鉄釉。

底部は削り出し高台。見込み～外面の体部に鉄釉。

底部は削り出し高台。外面に部分的に鉄釉付着。

底部は削り出し高台。外面体部上半に鉄釉。

B04T Ⅱ層

B13T I層

B17T一括

B13T一括

B08T I層

F09T I層

C05T I層

B04T Ⅲ層

B15T Ⅱ・Ⅳ層

E08T Ⅲ層

4511

4512

4513

4514

５５

５５

５５

５５

越中瀬戸・皿

越中瀬戸・瓶

非在地陶器・壺

肥前磁器・碗

108

102

底部は削り出し高台。見込み～外面の体部に鉄釉。

底部は静止糸切り。見込み～外面に部分的に鉄釉付着。

外面に白釉。

回縁部に帯線文。体部は圏線内に岩・雲文・草花文。

B13T一括

C03T Ⅲ層

B08T―括

B09T I層

5 その他の地区

5-1 東木津遺跡、巻端地区 ※図面番号は挿図番号を指す。

5101

5102

5103

5104

5105

5106

5107

5108

６０

６０

６０

６０

６０

６０

６０

６０

須恵器・杯 A

須恵器・杯 A

須恵器・杯 A

須恵器・杯 A

須恵器・杯

須恵器・壷

珠洲・鉢

珠洲・甕

115

底部はヘラ切 り。

底部はヘラ切り。

底部はヘラ切 り。

底部は回転糸切り未調整。

内面はナデ調整。

脚台部。

底部は静上糸切り後ナデ。内面はオロシロが密に付く。

外面は平行叩き後記号文を刻印。内面は無文の当て具痕、口縁部横ナデ。

lTV層

3T一括

3T一括

2T一括

lTV層

3T一括

lT一括

3T一括

5-2 井口本江遺跡、ア・ライズ地区

5201

5202

5203

５３

　

５３

　

５３

弥生土器・壷

弥生土器・甕

須恵器・杯

242

124

外面は刷毛目後、ヘラ磨き。内面は刷毛目。

外面は刷毛目。内面はナデ。底面はヘラ状具。

lT

lTI層

lTI層
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副  書  名 平成20年度、瑞龍寺遺跡・鎮守堂址の調査他
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な
　
跡

が
　
遺

り
　
収

ふ
　
所

所  在  地
コー ド 】ヒ  糸車 東  経

調査期間 調査面積 調 査 原 因
市町村 遺跡番号

瑞龍寺遺跡

富山不動産地区

富山県高岡市

関本町86他
016202 202145

36°

44′

10″

137°

0′

42〃

080512

∫

080716

２ｍ 住宅建設

東木津遺跡

吉岡地区

富山県高岡市

佐野891-1他
016202 202150

６

　

３

　

６

136°

59′

34″

080402

|

080813

583r正 店舗建設

井口本江遺跡

栗林地区

富山県高岡市

井日本江字

江指廻21-1他

016202 202138

ｒ
υ

　

つ
０

　

氏
υ

137°

1′

50″

080911

∫

080918

42■ド 車庫建設

中曽根西遺跡

区画整理地区

富山県高岡市

中曽根

541番地他

016202 202120

36°

46′

13″

137°

4′

20〃

081008

∫

081216

9831正 住宅建設

その他の遺跡

・各調査地区

富山県

高岡市内
016202

080407

∫

090109

住宅建設等

所 収 遺 跡 名 種 号1 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

瑞龍寺遺跡

富山不動産地区
寺院 江戸～明治時代

神社址、瓦溜 り

土坑、溝

根石、集石

土師器、珠洲

近世陶磁器

燻し瓦、釉薬瓦

文献資料に記された

鎮守堂址と推定する

遺構を確認。

東木津遺跡

吉岡地区 集落跡

古墳時代

奈良・平安時代

中 世

掘立柱建物址

土坑、溝

畝状遺構

土師器、須恵器

緑釉陶器、製塩土器

珠洲、鍛冶関連遺物

集落 を区画す る溝

と、鍛冶関連遺物廃

棄土坑を確認。

井日本江遺跡

栗林地区
集落跡

弥生時代

奈良・平安時代
土坑、溝

弥生土器、土師器

須恵器、石製品

弥生時代中期～後期

の溝を確認。

中曽根西遺跡

区画整理地区
集落跡

弥生時代

中世

近世

道路llL、 土坑、溝

弥生土器、土師器

須恵器、珠洲

中近世陶磁器

中世の道路llLを確認。

その他の遺跡
・各調査地区

中曽根館遺跡、石名瀬A遺跡、中曽根北遺跡、守護町遺跡、下老子笹川遺跡、東木津遺
跡、越中国府関連遺跡、石塚江之戸遺跡、井日本江遺跡、赤九古村遺跡
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図

図面01 遺構実測図

図面02 遺構実測図

図面03 遺構実測図

図面04 遺構実測図

図面05 遺構実測図

図面06 遺構実測図

図面07 遺構実測図

図面08 遺構実測図

図面09 遺構実測図

図面10 遺構実測図

図面■ 遺構実測図
図面12 遺構実渡1図

図面13 遺構実測図

図面14 遺構実測図

図面15 遺構実測図

図面16 遺構実測図

図面17 遺構実測図

図面18 遺構実浪1図

図面19 遺構実測図

図面20 遺構実測図

図面21 遺構実測図

図面22 遺構実測図

図面23 遺構実測図

図面24 遺構実測図

図面25 遺構実測図

図面26 遺構実測図

図面27 遺構実測図

図面28 遺構実測図

図面29 遺構実測図

図面30 遺構実測図

図面31 遺構実測図

図面32 遺構実測図

図面33 遺構実測図

図面34 遺構実測図

図面35 遺構実測図

図面36 遺構実測図

図 面 次

瑞龍寺遺跡富山不動産地区 調査地区全体図 (1/200)
瑞龍寺遺跡富山不動産地区 遺構平面図 〔1〕 (1/100)
瑞龍寺遺跡富山不動産地区 遺構平面図 〔2〕 (1/100)
瑞龍寺遺跡富山不動産地区 遺構平面図 〔3〕 (1/100)
瑞龍寺遺跡富山不動産地区 遺構平面図 〔4〕 (1/100)
瑞龍寺遺跡富山不動産地区 地形址 S B01-s b01実 測図 (1/60)
瑞龍寺遺跡富山不動産地区 地形l■ S B01-s b01、 調査地区東側土層断面図 (1/40)
瑞龍寺遺跡富山不動産地区 道路址 S B01-s t01、 据え方列 S B01-s a01P 2・ s a02P 2

実測図 〔1〕 (1/40)

瑞龍寺遺跡富山不動産地区 道路址S B01-s t01、 据え方列 S B01-s a01P 2・ s a02P 2
実測図 〔2〕 (1/40)

瑞龍寺遺跡富山不動産地区 瓦溜りS U05'06実測図 〔1〕 (1/40)
瑞龍寺遺跡富山不動産地区 瓦溜りS U06・ 07実測図 〔2〕 (1/40)
瑞龍寺遺跡富山不動産地区 溝 S D02・ 05実測図 (1/40)
瑞龍寺遺跡富山不動産地区 第 1ト レンチ北側拡張部、溝 S D07実測図 (1/40)
瑞龍寺遺跡富山不動産地区 溝S D01実測図 (1/40)
瑞龍寺遺跡富山不動産地区 瓦溜りS U01・ 02実測図 (1/20)
瑞龍寺遺跡富山不動産地区 根石 S S01、 集石S S02実測図 (1/40)
東木津遺跡吉岡地区 調査地区全然図 (1/300)
東木津遺跡吉岡地区 遺構平面図 〔1〕 (1/200)
東木津遺跡吉岡地区 遺構平面図 〔2〕 (1/200)
東木津遺跡吉岡地区 掘立柱建物址S B05実測図 (1/80、  1/60、  1/40、  1/20、 1/8)
東木津遺跡吉岡地区 1 掘立柱建物址 S B06・ 07平面図 (1/80)

2 土坑S K20～ 23実測図 (1/40)
東木津遺跡吉同地区 溝実測図 (1/400、 1/40)
東木津遺跡吉同地区 基本層序第Ⅲ～Ⅵ層出土遺物分布図 (1/300)
井日本江遺跡栗林地区 遺構実測図 (1/80)
井日本江遺跡栗林地区 土坑S K01～ 03・ 06実測図 (1/40)
井日本江遺跡栗林地区 溝S D01実測図 (1/40)
中曽根西遺跡区画整理地区 調査地区全体図 (1/1,500)
中曽根西遺跡区画整理地区 遺構平面図 〔1〕 (1/600)
中曽根西遺跡区画整理地区 遺構平面図 〔2〕 (1/600)
中曽根西遺跡区画整理地区 遺構平面図 〔3〕 (1/600)
中曽根西遺跡区画整理地区 遺構平面図 〔4〕 (1/600)
中曽根西遺跡区画整理地区 B区遺構実測図 〔1〕 (1/600、  1/40)
中曽根西遺跡区画整理地区 B区道路址・溝実測図 〔2〕 (1/40)
中曽根西遺跡区画整理地区 道路址S F01実測図 (1/80、 1/40)
中曽根西遺跡区画整理地区 l C区溝実測図 (1/800、 1/40)

2 D区溝・河道II実測図 (1/800、 1/40)
中曽根西遺跡区画整理地区 E区遺構実測図 (1/800、 1/40、 1/20)



図面37 遺物実測図 瑞龍寺遺跡富山不動産地区 土器類 中世の土器類 中世・近世の陶磁器類 (1/3)
図面38 遺物実測図 瑞龍寺遺跡富山不動産地区 瓦 近世の燻し瓦―巴紋軒丸瓦・軒丸瓦・均整唐草紋軒平瓦 (1/3)

平瓦 (1/4)
図面39 遺物実測図 瑞龍寺遺跡富山不動産地区 瓦 近世の燻し瓦―丸瓦 (1/4)
図面40 遺物実測図 瑞龍寺遺跡富山不動産地区 瓦 近世の燻し瓦―菊丸瓦・輪違い瓦 (1/3)
図面41 遺物実測図 瑞龍寺遺跡富山不動産地区 瓦 近世の燻し瓦―鬼瓦・刻印 (1/3、 2/3)

黒釉薬瓦―平瓦、赤釉薬瓦―平瓦 (1/4)
図面42 遺物実測図 瑞龍寺遺跡富山不動産地区 瓦 近世の釉薬瓦―丸瓦 (1/4)
図面43 遺物実測図 瑞龍寺遺跡富山不動産地区 鉄・銅製品 鉄製品―鉄釘・釘類似品、銅製品―装飾品・銅鋲・銅釘 (1/2)
図面44 遺物実測図 瑞龍寺遺跡富山不動産地区 鉄製品等 鉄製品―不明鉄製品・鉄釘・椀型津、ガラス瓶 (1/2)

古銭 (洪武通費)、 石製品―細形棒状品 (実大)

図面45 遺物実測図 東木津遺跡吉岡 1地区 土器類 古代の上器類―土師器・須恵器 (1/3)
図面46 遺物実測図 東木津遺跡吉岡1地区 土器類 古代の須恵器 (1/3)
図面47 遺物実測図 東木津遺跡吉岡2地区 土器類 古代の上器類―土師器・製塩土器・須恵器 (1/3)
図面48 遺物実測図 東木津遺跡吉岡2地区 土器類 古代の上器類―須恵器・灰釉陶器・緑釉陶器 (1/3)
図面49 遺物実測図 東木津遺跡吉岡地区 土器類 中世の上器類一白磁・珠洲、近世の土器類一越中瀬戸 (1/3)
図面50 遺物実測図 東木津遺跡吉岡地区 木製品 板状品・部材・棒状品 (1/8)
図面51 遺物実測図 東木津遺跡吉岡地区 土製品 円面硯・輔羽口・土錘 (1/2)
図面52 遺物実測図 東木津遺跡吉岡地区 鉄・石製品 鍛冶関連遺物―椀形津、石製品一石硯・棒状石製品・砥石 (1/2)
図面53 遺物実測図 井口本江遺跡栗林、ア・ライズ地区 土器類 弥生土器・古代の須恵器 '中世の土師器 (1/2、 1/3)
図面54 遺物実測図 井口本江遺跡栗林地区 石製品 石包丁・劉片・未製品 (実大)
図面55 遺物実測図 中曽根西遺跡区画整理地区 土器類 弥生土器、古墳時代の上器類、古代の土器類 (1/3)

中世の上器類、近世の上器類 (1/3)
図面56 遺物実測図 中曽根西遺跡区画整理地区 土製品等 土製品―土錘、鍛治関連遺物―椀型津 (1/2)

銅製品―煙管韓同銭 (1/2、 実大)



図
面
０
三
　
遺
構
実
測
図
　
跡
諄
寺
遺
跡
富
山
不
動
一産
地
区

８
つ
の

EI

ホ
Ａ
‘
と
０
懇

ｈ
ヽ
ヽ
エ
ト
一総

Ｂ
「＼
日
ば
鰻

〔氏
▼
風
恒
併
控
理



図
諜
耐
翌
引
巨
]Π
暇
帥
件
諧
部
 
図
澄
洲
離
曲
 
目
○
副
国

10

o 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 5
m

Ｎ ｌ 洲 Ｎ ， 十 １ １

S 
B0
1-
s 
b0
1

第
3ト
レ
ン
チ

S 
B0
1■
s 
a0
2P
 l

S 
B0
1-
s 
a0
2P
 2

第
4ト
レ
ン
チ

S 
B0
1二
s 
a0
1P
 l

S 
B0
1r
 s
 a
01
P 
2

S 
B0
1-
s 
t0
1

S 
K0
3

〔
3〕
縮
尺
1/
10
0



S 
B0
1-
s 
t0
1

S 
B0
1-
s 
a0
2P
 3

S 
B0
1-
s 
a0
1P
 3

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
5m

6

遺
構
平
面
図
〔
4〕

[0

図
さ
剛
攣
引
E剛
ヤヨ
離
‖
謗
部
 
図
遵
洲
蔀
前
 H
O副
国



カ
ク
ラ
ン

地
形
址

S 
B0
1-
s 
b0
1

S 
B0
1-
s 
a0
2P

据
え
方
列

S 
B0
1
-s
 a
01
P 
l

道
路
址

S 
B0
1-
s

図
詳
騨
攣
引
巨
m暇
齢
+謗
畢
 
図
蓮
漑
隷
鱒
 
〉
卜O
El
国

地
形
趾
S 
B0
1-
s 
b0
1

実
測
図
 
縮
尺
1/
60

Ｎ ＝ ｒｌ ゝ ＋ ― ―



I.
表
二
― 鰯
作
■
l

江
 
明
灰
褐
色
粘
質
土
。
鮮
瑚
作
■

ll

Ⅲ
 
暗
灰
褐
色
粘
賢
土
。
(明
治
時
代
の
整
地
層
)

1 
礫
層
。
暗
灰
色
粘
質
と
、
褐
色
砂
質
■
混
メ
"

2,
仄
褐
色
粘
質
土
～
費
白
色
粘
質
と
協
■
層
。

3 
萌
灰
傷
色
砂
質
■
、
獨
生
粘
質
二
、
1暗
尿
色
砂
資
工
混
土
層
。
鉄
分
含
む
。

4,
尿
白
色
砂
質
上
。

S_
明
灰
褐
色
砂
質
島

6_
戻
褐
色
砂
質
土
、
鵜
色
粘
質
土
、
1暗
仄
色
砂
質
■
混
土
層
ュ
鉄
分
含
む
。

7.
庚
掲
色
砂
質
土
。
鉄
分
含
む
。

8、
資
褐
色
粘
質
主
、
暗
脅
色
粘
質
上
混
主
層
●

0,
灰
褐
色
粘
質
二
.

n卿
雅
粘
質
■
,茸
白
色
粘
質
ブ
ロ
ツ
ク
撮
え

11
 
暗
灰
褐
色
粘
質
上
。
黄
自
イ 色
粘
質
プ
ロ
ツ
ク
混
九

12
明
仄
褐
色
砂
質
■
。

la
灰
褐
t4
Bt
t■
。

4-
暗
灰
色
粘
質
■
|

li
暗
床
縛
色
粘
質
■
●
鉄
分
を
含
む
褐
色
二
混
入
。

10
1螂
軍
主
o

l名
暗
褐
色
粘
質
土
、
暗
災
芭
粘
質
土
混
土
層
。

1&
明
灰
禍
t粘
質
土
。

19
 
黒
色
油
質
土
。

20
1黒
褐
色
粘
質
二
。

21
,暗
褐
色
粘
質
主
。
黄
褐
色
粘
質
プ
ロ
ッ
タ
混
入
。

10
よ
Ю
�

10
カ
爺

坐
__
__
_…
…
け
J_
_十
一
一
一
一
~―
写
ロ

22
.灰
褐
色
消
賓
土
Ⅲ
褐
色
粘
質
主
混
土
層
。

23
.明
仄
褐
色
粘
質
■
。

24
1暗
仄
褐
色
粘
質
と
、
灰
褐
色
粘
質
土
混
土
層
。

25
 
黄
尿
褐
色
粘
質
主
、
賞
白
色
粘
質
土
混
土
層
と

烙
灰
褐
1色
砂
要
百
五

27
名
色
粘
質
土
。
費
褐
色
粘
質
土
混
為

28
,翔
齢
猶
二

29
,悟
反
福
色
粘
質
土
、
原
褐
色
粘
質
工
滉
土
層
`1
黄
自
色
粘
質
ブ
ロ
ッ
ク
混
入
。

b

地
形
址
S 
B0
1-
s 
b0
1

地
形
址
S 
B0
1-
s 
bO
l、
調
査
地
区
東
側
土
層
1断
面
図
 
縮
尺
1/
40

同
諄
M攣
引
=硼
撃
磁
4t
r講
部
図
当
洲
離
離
 c
rO
副
国



据
え
方
列

S 
BO
l―
s 
a0
2'
2

2.
  
  
  
  
15
 1
5

図
帥
攣
引
1号
醐
琲
肺
鞘
諧
筆
 
国
営
澱
謙
離
 
― >
O日
図

据
え
方
列

S3
01
-s
 a
01
P 
2

道
1触

|

S 
B0
1-
s 
t0
1

未
鶉
剖
部
握

蠅
― 山
層
 1
物
%

s 
a0
2,
22
・
iR
ll
団
〔
l〕
― 縮
尺
1/
40

据
え
方
列

s 
aO
l_
s 
a0
2P
 2

帥

S 
B0
1,
s

S 
B0
1-
S 
a0
1P
 2

道
路
址
S 
B0
1-
e 
tO
と
、
据
え
方
列
S 
B0
1-
s 
a0
1P
 2



]

1.
1薫
自
色
粘
質
主
ブ
ロ
ッ
タ
。
暗
仄
色
猫
質
土
滉
:鳥

b.
灰
白
色
粘
土
。
鉄
分
含
む
。
し
.ま
り
強
。

こ
.鱒

■
oし
ま

'臨
d.
1暗
尿
褐
色
粘
質
土
す
炭
混
入
。

1.
暗
魔
色
砂
登
遠

2.
黒
色
砂
買
■
。

a 
褐
色
粘
資
主
と
― 暗
炭
色
粘
賓
上
分
混
土
層
と
細
鏃

4 
仄
鶴
色
砂
質
土
。
礫
緯
儀

S 
暗
原
鶴
色
砂
質
■
4

6.
暗
掲
色
砂
質
亀

7.
掘
色
砂
資
主
。

8.
暗
炭
色
粘
質
土
も
白
黄
色
粘
質
上
プ
■
ッ
ケ
腺
ф

9 
暗
尿
色
粕
質
主
と
尿
色
粘
質
土
つ
罷
主
目
o

10
原
褐
色
砂
質
土
と
白
黄
色
維
賓
プ
ロ
ッ
ク
滋
本
。

■
灰
褐
色
粘
賓
五

12
.医
責
全
粘
質
ブ
ロ
ン
ク
と
暗
尿
色
猫
質
■
分
罷
土
層
,

|お
嗜
炭
務
色
繊
雖
嵐

14
-暗
灰
縄
色
粘
質
土
。
灰
黄
色
粘
質
ブ
●
ッ
ク
視
入
。

未
掘
削
部
齋
罐

遊
山
層
 
斡

15
,浚
床
色
油
賢
と
。

16
.掲
色
粘
質
と
と
黄
灰
色
粘
質
上
の
温
土
層
`

17
,晴
床
色
粘
質
■
。

18
,灰
魯
砂
e
■
.

19
‐
暗
褐
色
砂
質
エ
ー

20
‐
晴
医
色
粘
質
土
と
黒
色
粘
質
上
の
1協
劇
畷
。

21
.碗
尿
色
粘
質
ふ

12
2!
灰
色
猫
質
上
と
黄
色
構
質
土
の
撮
土
層
,自
資
色
デ
コ
ッ
タ
脇

2&
離
粘
質
土
と
醸
態
主
ゅ
燒
鰤
肇

触
灰
黄
色
粘
資
プ
ロ
ッ
タ
。
暗
炭
色
粘
質
上
混
入
。

25
.暗
医
蜀
色
猫
e■

.―

26
黒
鶴
質
逮

27
.自
費
色
粘
質
ブ
ロ
ッ
タ
と
灰
自
色
粘
質
プ
ロ
ッ
ク
の
混
土
層
。
確
灰
色
粘
質
土
混
入
。

10
20
m

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
 
中

あ
i暗
灰
謁
色
粘
質
五

い
.暗
尿
色
構
質
■
9

う
.灰
傷
色
砂
質
と
。

え
.暗
原
褥
色
砂
質
上
。

お
i暗
灰
イ 色
粘
g■
。

オ
.呻
豊
粘
質
与

き
,炭
色
粘
賓
土
、
白
色
粘
質
と
、
黒
色
魅
質
と
の
混
土
層
。
決
化
物
混
入
。

(.
尿
白
色
粘
質
土
。

け
:―
暗
掲
色
粘
賓
上
。

こ
.暗
綺
色
砂
質
■
e

さ
撫
難
身
色
穆
晦
粂
上
。

し
1暗
褐
色
雅
質
島

す
1東
犀
色
猫
質
主
。

せ
,娼
嫉
鴇
色
砂
亀

そ
il
暗
灰
色
粗
錘
遠

道
路
雄
S 
B0
1-
s 
t0
1、
1据
え
1方
列
S.
BO
l‐
s 
a1
01
 P
 2
s 
a0
2P
 2
■
iH
ll
図
(2
〕
1縮
尺
1/
40

岡
諄
離
攣
拐
旨
耐
事
離
中
講
畢
―
薗
菫
淑
熱
飾
 
洋
0日
回
|



でオ_。乳

可
―
―
―
―
―
施
離
許
―
―
―
―
斗
―
―
几
鑓
Ｗ
Ｉ
Ｉ
Ｉヨ

】
・
糾
＝
え
拳
軒
卜
）　
　
　
　
ｏ
・
涌
説
耐
講
爵
卜
ｏ
難
静
討
オ
燕
∈
計
前
討
，

日
■
瀾
瀾
蕊
岱
詳
残
卜
・
　
　
　
ミ
・
掬
轟
戯
欝
爛
枠
ｏ
瀬
●
Ｈ
蝶
脚
石
ゆ
け
ｏ

日
・
一騒
漸
舗
戯
議
鶏
肝
ｏ
　
　
　
”
・
最
�
革
耐
華
凝
肝
ｏ

Ｈ
離
こ
ゆ
Ｃ
Ｓ
‐
忠
漑
皆
口

〔
Ｐ
）

謙
濤
・〕
＼
Ｓ

瀬
∈
普
Ｈ

彗

．

Ｈ
錘
一

∽
ａ
９

∽

∪

窟

ヨ
騨
軍
晦
立
∬
尋
瑠
量
楽
撃
畿
　
一国
隠
誓
製
軍
　
〇

一
里
国

四
薄
鞘
音
Ｈ

一晉

９
　
期
ギ
判
Ｈ

牌
営

ｏ

副
撻
も

い

ｑ
ａ

9

On V

尽ュどくⅢを夕骸心
野
  錫

0

Q会
奪



単 Ａ ヽ キ ー

I 
泰
土
(耕
作
工
)

■
 
明
灰
編
色
鳩
質
t。

■
.暗
仄
褐
色
粘
質
土
。

1,
晴
灰
萄
色
粘
質
上
、
原
衝
色
粘
質
主
温
土
層
す
(S
(O
ll

2.
嗜
炭
掲
色
粘
質
土
。

瓦
溜
り
S 
v0
6・
0イ
実
測
図
〔2
】
 
縮
に
1.
/4
0

ぐS
 D
05
1

再
櫂
η
S 
U0
7

3.
暗
康
褐
色
粘
質
土
,礫
大
紬
條
石
S 
S0
21

4,
煮
仄
撮
色
猫
寮
±
99
4側
aラ
イ
ン
13
層
,

こ
.暗
灰
鵜
色
濫
資
と
、
黄
灰
色
粘
質
蝉
,1
略
魔
魯
粘
質
主
小
プ
ロ
ン
雰
罷
入
。

6.
螂
罐
ふ
榊
五
、
熊
甑
離
。

″
.1
灰
鶴
色
鶏
質
と
,藤
し
瓦
多
量
に
含
む
。

集
石
S 
S0
2

°
一
―
―
一
十
一
―
=に
一
__
__
_一
聟
m

塗

嶋 夕
，
図

母
―
続

00
巴
紋
軒
丸
瓦

18
01
― 盛
 p
嫌
し
辛
蕊

13
10

S 
D0
4

瓦
溜
,

S 
U 
06

S 
Kl
ll

溜
り
SU

鶴
し
と
霜
葉
が
壌
在
|・
礫
含
と
o)

図
禅
耐
攣
胡
巨
叫
事
離
4謡
畢
 
図
菖
漑
謝
離
 I
 I
El
.甲



図
詳
剛
翌
引
E剛
V事
肺
4卜
講
部
 
図
澄
�
師
ド
 I
I 
I副
国

I 
表
土
。
(現
耕
作
土
) 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
10
 

礫
、
灰
褐
色
粘
質
土
混
土
層
。  
  
  
  
  
  
  
  
20
 

灰
褐
色
粘
質
土
。
酸
化
物
含
む
。

I 
明
灰
褐
色
粘
質
土
。
(十
日
耕
作
土
) 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 1
1 

明
灰
褐
色
粘
質
土
。  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
21
 

暗
灰
褐
色
粘
質
土
。
酸
化
物
合
む
。

Ⅲ
 
暗
灰
褐
色
粘
質
土
。
(明
治
時
代
の
整
地
層
) 
  
  
  
  
  
  
  
  
 1
2 

灰
褐
色
粘
質
上
、
暗
灰
褐
色
粘
質
土
混
土
。
礫
含
む
。  
  
  
 2
2 
灰
褐
色
粘
質
土
、
黄
灰
褐
色
粘
質
土
、
責
白
色
粘
質
土
混
土
層
。

1 
灰
色
粘
質
土
。
黄
灰
褐
色
粘
質
土
混
土
層
。  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
13
 

黄
灰
褐
色
粘
質
±
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
23
 

灰
褐
色
粘
質
土
。

2 
礫
、
灰
褐
色
粘
質
土
混
土
層
。  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 1
4 

暗
責
灰
褐
色
粘
質
土
。
灰
褐
色
粘
質
土
含
む
。  
  
  
  
  
24
 
暗
責
灰
褐
色
粘
質
土
。
酸
化
物
含
む
。

3 
暗
灰
褐
色
粘
質
土
、
灰
褐
色
粘
質
土
混
土
層
。  
  
  
  
  
  
  
  
  
 1
5 

灰
褐
色
粘
質
土
、
礫
、
瓦
(燻
し
 
釉
薬
混
)混
土
層
。
S 
U0
4。
 2
5
 
責
灰
褐
色
粘
質
上
、
黄
白
色
粘
質
土
lF
L土
層
。

4 
灰
色
粘
質
土
。  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
16
 

灰
褐
色
粘
質
土
。  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 2
6 

灰
色
粘
質
土
。

5 
灰
掲
色
粘
質
土
。
明
灰
褐
色
粘
質
土
、
暗
灰
色
粘
質
土
混
土
層
。
黄
白
色
粘
質
土
粒
混
入
。
 1
7 
暗
灰
色
粘
質
土
。  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 2
7 

暗
灰
褐
色
粘
質
土
。

6 
灰
褐
色
粘
質
土
。
礫
含
む
。  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
18
 

暗
灰
褐
色
粘
質
土
。  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
28
 

灰
掲
色
粘
質
土
。
酸
化
物
。
責
褐
色
粘
質
土
。
小
ブ
ロ
ッ
ク
混
入
。

7 
黄
灰
掲
色
粘
質
土
。
小
礫
含
む
。
責
白
色
粘
質
土
小
ブ
ロ
ッ
ク
混
入
。  
  
  
  
  
19
 
灰
掲
色
粘
質
土
。

溝
S 
D0
2・
05
実
測
図
 
縮
尺
1/
40

Ｎ １ １１ ＼

キ ー ー



図
面

一
三
　
注退
構
実
測
図
　
瑞
龍
寺
遺
跡
富
山
不
動
産
地
区

Ｎ
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，
十
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１

10 20rn

1020m

(ア ー24層 )1 表土。
2 明灰褐色粘質土。
3 灰色粘質土。黄白色粘質土ブロック粒混入。
4 灰褐色粘質上。
5 暗灰褐色粘質土。
6 暗灰褐色粘質土。責白色粘質土ブロック混入。
7 灰褐色粘質土。責白色粘質土ブロック混入。
8 灰褐色粘質土。
9 灰褐色粘質上、褐色粘質土混土層。
10 灰褐色粘質土。責白色粘質土ブロック混入。

第 1ト レンチ北側拡張部、溝 S D07実測図

1 表土 (耕作土)
2 旧表土。1層 よりやや暗い粘質土。
3 賞白色粘質上、黄褐色粘質土、灰褐色粘質土混土層。
4 責灰褐色粘質上。責褐色粘質土粒混入。
5 灰褐色粘質土。
6 灰褐色粘質土。責褐色粘質土粒混入。
7 仄褐色粘質土。

o         1         2m

8 明灰褐色粘質上。
9 灰褐色粘質土。責褐色粘質土若干混じる。
10 灰褐色シルト。黄褐色シルト混じる。礫まばらに合む。

H 灰褐色粘質上、灰色粘質土混土層。
12 灰褐色粘質土。

13 灰褐色粘質土。灰色砂質土混入。(ビ ット覆上)

14 灰褐色粘質上、灰色砂質上混土層。

b

o         1         2m

ll 灰褐色粘質土、明灰褐色粘質土混土層。責白色粘質土ブロック混入。

12 灰褐色粘質土

13 灰色粘質土。酸化物含む。

14 灰褐色粘質土。黄白色粘質土粒混入。

15 灰褐色粘質土。

16 灰褐色粘質土。黄褐色粘質土プロック混入。

17 灰褐色砂質土。

18 仄褐色粘質土。炭化物混入。

ユ|二::3を三:。 1溝 S D07埋土
縮尺 1/40
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1.表基 10f4■ )
11明療鶴 質主Ⅲ(H表上)
IⅡ .階灰褐色粘賓土|(明1沿時代0黎地層)
1.男魔衝色粘質上、驀角色粘質主縄土層。
2.灰鶴色粘質工ょ黄褐色粘質土粒混入。

3.暗仄徹色粘質上さ黄褐色粘質土粒脇
4.族褐色雑資土す費褐色粘質工小ブErラタ赫 こ

任__司 げ__す _牟_____― ――琴

―
甲

う=灰禍色粘質ふ
―費自色鶏質土滉土層。難 粘賞堪

6.暗賤 色粘葉ムー黄傷′鑢 鰤 入。

7.黄褐色粘質と、1灰鶴色粘質上混■e。
d― .萌床褐色活賛上。

01療鶴色粘質島
血 暗魔撼色織質エ

■.麒褐色粕質上、黒褐色粕質土混纏 。

溝 S D01実測図 縮尺-1/40
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瓦溜りS U01・ 02実測図 縮駕 1/20
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0         2         4m

1 黒褐色上  Ⅶ層プロック 炭化物微量
2 黒褐色土  Ⅶ層ブロック 同粒子多量
3 黒褐色土  Ⅶ層ブロック 炭化物多量
4 黒褐色土  Ⅶ層ブロック 同粒子少量
5 黒褐色土  Ⅶ層ブロック 庚化物少量

2501

P6

2502

o           1           2m

掘立柱建物址 S B05実測図

黒褐色土    Ⅶ層プロック 同粒子少量、炭化物微量
灰黄褐色土    lll層 ブロック、1 3～ 5層 ブロック大量
灰黄褐色土    Ⅶ層ブロック、1 3～ 5層 プロツク大量
にぶい黄褐色土  Ⅶ層プロック、 1 2 4層 ブロック大量
灰黄褐色土    Ⅶ層プロック 同粒子、自色粘質土ブロック多量
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土坑 S K22
1黒褐色土 Ⅵ層ブロック、炭化物少量

土坑S K23
1黒褐色土 Ⅵ層を粒子状に少量、炭化物微量
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3 黒褐色土
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，
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2 土坑 S K20～23実測図
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B 1180m

S D17

匠∃奈良 平安時代の溝
園目近世以降の滞

o                  10                  20m

c                       l180m

1160m

E

D

溝S D14

1 黒褐色土 Ⅶ層粒子 炭化物微量
2 黒褐色土 Ⅶ層粒子 炭化物少⊇
3 黒色上  炭化物大量
4 暗褐色土 Ⅶ層粒子 炭化物少畳

満S D17

1 黒褐色土 Ⅶ層ブロツク少長、炭化物微量
2 黒褐色土 Ⅲ層ブロック 同粒子多量
3 黒褐色土 Ⅶ層ブロツク多廷

S D15

暗褐色土 II層プロック 同粒子多選
黒掲色土 VI層プロツク 同粒子 炭化物微遷
黒掲色土 Ⅶ層ブロック中量、炭化物徹量
暗褐色土 Ⅶ属粒子多量
暗掲色土 Ⅶ層ブロック多畳、炭化物微民

澪 S D18

1 黒褐色土 Ⅶ層粒子少量
2 黒褐色土 Ⅶ層ブロック少量
3 黒褐色土 Ⅶ層ブロック多量、炭化物微豊
4 黒褐色土 Ⅶ層粒子多畳

溝 S D19

1 黒褐色土 Ⅶ層ブロック少畳
2 黒褐色土 Ⅶ層ブロツク 同粒子少量
3 黒褐色土 vI馬 ブロック少量
4 黒褐色土 Ⅶ層ブロック 同粒子多量、炭化物微霊

溝S D20

1 黒褐色土 Ⅶ層ブロック少畳
2 黒褐色土 ・II層 ブロック 同粒子少量
3 黒褐色土 皿層ブロック 炭化物少量
4 黒褐色土 Ⅶ層ブロック、同粒子中量、炭化物微量
5 黒褐色上 Ⅶ罵プロック 同粒子多畳

o         1         2m

溝S D21

1 黒褐色土 Ⅶ層粒子 炭化物微量
2 黒褐色土 炭化物多畳、Ⅶ層粒子微量
3 黒褐色土 II層粒子多量、炭化物微量
4 黒褐色土 Ⅶ層ブロック 同粒子多長

溝 S Dρ2

1黒掲色土 Ⅶ層粒子 炭化物徴量
2黒褐色土 班層ブロツク大量
3黒褐色土 Ⅲ層ブロック 同粒子多量

浦 S D24

1褐灰色土 砂質、Ⅶ層ブロック少量炭化物微量

溝S D25

1灰黄褐色土 水性堆積による砂質土
2褐灰色土 ユ層多畳
3褐灰色■  1層 Ⅶ層プロック多量

S D13

溝実測図 縮尺 1/400、 縮尺 1/40
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吉岡 1地区

0:古墳時代土師器
●:古代土師器

■:須恵器

□:珠洲

回:陶磁器
工 土製品
▲:鍛冶関連遺物
△:石製品

遺物は0が 1/10、 他は1/8

吉岡2地区

基本層序第Ⅲ～Ⅵ層出土遺物分布図 縮尺 1/300
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遺構実測図 縮尺 1/80
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S K01

S K02

S K06

逹  1 勒
暗灰色粘質土と責灰色砂質上の混土層。

暗灰褐色粘質上。

暗灰色粘質土。

灰色粘質土

推茎型ヒ蝉

『

 3201
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遺
跡
栗
林
地
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Ｏ
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滓
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S K03

/上
磋 秀

暗灰褐色粘質土、灰責シルト粒混入。

黒褐色粘質土。

黒褐色粘質土、灰黄シルト粒混入。

黒色粘質上、灰責シルト粒混入。

1 黒色粘質上、灰責色ンルト粒混入。

ヤ

3301

3302

1 灰色粘質土。
2 暗灰色粘質土。
3 明灰色粘質上。
4 黒色粘質土、腐植物混入。
5 暗灰色粘質上、病植物混入。
6 暗灰色粘質土、灰色粘質上の混土層。
7 灰色粘質上、黄褐色粘質ブロック混入。
8 責褐色粘質土と黒色粘質上の混土層。

●弥生土器 ▲土師器

H須恵器 。中世土師器

o         1         2m

∞

土坑 S K01～ 03・ 06実測図 縮尺 1/40
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980m

ル

う

l 暗仄色粘質土。
2 暗灰色粘質土と灰色粘質上の混土層。
3 灰色砂質土。
4 灰色砂質主と責色砂質上の混土層。
5 青灰色砂質土。

980m

溝 S D01実測図 縮尺 1/40
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. :道路l■

観:河道址

A 100m

130m

溝S D01

1 掲灰色土 Ⅵ層ブロック少量、炭化物微量
2 褐灰色土 M層 ブロック中量
溝S D02

1 褐灰色土 Ⅵ層プロック多量
2 褐灰色土 lr層ブロック少量、炭化物微量
3 褐灰色土 Ⅵ層ブロック中量
4 褐灰色土 Ⅵ層ブロック大量
溝S D03

1 灰黄褐色土 炭化物微丑
2 灰黄禍色土 Ⅵ層ブロック少量

3 褐灰色土 Ⅵ層プロツク大量
4 暗褐色上 Ⅵ罵ブロック大量
5 褐灰色土 Ⅵ層ブロック大量、え化物微畳
溝S D04

1 黒褐色土 M層 ブロック少長、炭化物微量
2 灰黄褐色土 Ⅵ層ブロック多員、炭化物微長
3a 灰黄褐色土 ll層ブロック少長
3b 灰黄褐色土 Ⅵ層ブロック大量、砂少最
4 褐灰色土 Ⅵ層ブロック多最、炭化物少猛
5 褐灰色土 M層ブロック少量
6 褐灰色土 Ⅵ層ブロック大量

溝S D05

1 褐灰色土 砂 炭化物微豊
2 褐灰色土 砂少量
3 褐灰色土 Ⅵ層ブロック多量、炭化物少畳
4 褐灰色上 砂多長
湾S D06

1 褐灰色土 M届 ブロック 炭化物微量
2 褐灰色土 Ⅵ層ブロック多景
3 褐灰色土 砂少量、炭化物微丘
4 禍灰色土 Ⅵ層ブロック 砂少量、炭化物微量
5 褐灰色上 Ⅵ屈ブロック 砂大量

0         1         2m

ζDЮ SDく 11

S F01

B区遺構実測図 〔1〕 縮尺 1/800、 1/40
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4m

140m

褐灰色土 砂質、1～ 10cmの礫多量
暗灰色土 砂質、褐灰色土ブロック少量

2m

縮尺 1/80、 1/40道路址 S F01実測図



S D18も F02

溝 SD,4
1 褐色土 砂多量、炭化物微量
2 褐色土 Ⅵ層ブロック 炭化物 砂微量
3 褐色土 炭化物微量
4 褐灰色土 Ⅵ層プロック少量、炭化物微量
5 褐灰色土 Ⅵ層ブロック多量
6 Ⅵ層ブロック
溝 S D15

1 褐灰色土 砂多量、炭化物微量
2 褐灰色土 Ⅵ層ブロック少量、炭化物微量
3 黒褐色土 Ⅵ層ブロック微量
4 黒褐色土 Ⅵ層ブロック Ⅶ層多量
溝 S D16

1 褐灰色土 砂 炭化物微量
2 褐灰色土 Ⅵ層 炭化物微量
3 褐灰色土 砂多量
4 黒褐色土 Ⅵ層 炭化物微量
5 黒褐色土 Ⅵ層ブロック多量

0

溝 S D17

1 褐色土 砂多量、炭化物微量
2 黒褐色土 Ⅵ層多量
3 黒褐色土 Ⅵ層少量、炭化物微量
4 黒掲色土 Ⅵ層ブロツク多量、砂微盈
5 黒褐色土 Ⅵ層ブロック多量、Ⅶ層少量
6 黒褐色土 Ⅵ層ブロック多量
溝 S D18(S F02)
1 黒褐色上 炭化物微量
2 黒褐色土 Ⅵ層ブロック微量
3 黒褐色土 Ⅵ層少量、炭化物微量
4 褐灰色土 Ⅵ層ブロック多量
溝 S D19

1 黒掲色土 炭化物微量
2 灰黄褐色土 Ⅵ層少量、炭化物徴量
3 灰黄褐色土 砂多曼、lI層ブロック少量

110m

110m

0         1          2m

縮尺 1///800、  1///40

溝 S D21

1 褐灰色土 砂少量
2 褐灰色土 炭化物微量
3 褐灰色土 砂多量、炭化物微量
4 褐灰色土 砂少量、炭化物微量
5 褐灰色土 Ⅵ層ブロック多量、炭化物微量
6 褐灰色土 砂微量
7 褐灰色土 シル ト質、炭化物微量
溝 S D22

1 褐灰色土 Ⅵ層ブロック 砂多量
2 褐灰色土 Ⅵ層ブロック大量、炭化物微量
3 灰黄褐色土 Ⅵ層ブロック多量
溝 S D23

1 褐色土  皿層ブロック少量
2 褐灰色土 炭化物微量
3 褐色土 Ⅲ層ブロック多量
4 褐灰色土 Ⅵ層ブロック少量、炭化物微量
5 褐灰色土 Ⅵ層ブロック少量、砂 炭化物微量
6 褐灰色土 砂大是、Ⅵ層ブロック 炭化物微量
7 褐灰色土 Ⅳ Ⅵ層ブロック 砂多量
自然流路 N R01

1 褐灰色土 Ⅵ層ブロック少量
2 褐灰色土 Ⅵ層ブロック中量、砂少量
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2 D区 溝・河道址実測図 粕言ナこ1///800、   1///40
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0                  1m

110m

土器集中進構S X01

1 褐灰色土 Ⅵ層プロック少量
2 黒褐色土 Ⅵ層プロック少量、炭化物微量
3 褐灰色± 2層 プロック Ⅵ層ブロック少畳

O

窪地 S X02

1 褐灰色土 Ⅵ層少量、炭化物微量
2 黒色± 1層プロック Ⅵ層プロック中量
3 褐灰色± 2層 ブロック Ⅵ層プロック多量、炭化物微量
4 褐灰色土 Ⅵ層プロック多量、炭化物微量

E区遺構実測図

0           1          2m

縮尺 1/800、 1/40、 1/20
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近世の燻し瓦―巴紋軒丸瓦 :1301、 軒九瓦 :1302、 均整唐草紋軒平瓦 11303、

平瓦 : 1310-1314
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鉄製品一不明鉄製品 :1413・ 1414・ 1416、 鉄釘 :1415、 椀型津 :1418、 ガラス瓶 :1701

古銭(洪武通費)一拓本 :1511 石製品―細形棒状品 :1601・ 1602



望 プ
図
面
四
五
　
壇退
物
実
測
図
　
東
木
津
遺
跡
吉
岡
１
地
区
　
土
器
類

116

硬

匡 ≡ 匡 璽 匠 正 三 頭 瓦 117

鬼 5

＼

己 立 1∝

＼`
｀`ここ三
==三
二!__ど聖里買|「I'″ 2128

ゝ

   肌鉤

H8

肌D

コ■耳
′
を121

＼＼
Eゝ正三∠正三三三さ□日巴□日||IH''7 2122

0         5         10cm

古代の土器類 ―土師器 :2101～2103、 須恵器 :2104～2130 縮尺 1/3



図
面
四
六
　
連退
物
実
測
図
　
東
木
津
遺
跡
吉
岡
１
地
区
　
土
器
類

6   ~r

2137

W

0         5        1 0cm

古代の須恵器 :2131～2154



図
面
四
七
　
ｕ退
物
実
測
図
　
東
木
津
遺
跡
吉
岡
２
地
区
　
土
器
類

07

(ミ

三

「

:::::::::::][:::::::::i;iテ ::08

'2∞

別0

2■

＼
』 里 16

2218

0         5        1 0cm

古代の土器類―土師器 :2201～2205、 製塩土器 :2206

勿ミ見ミ号早:2207-2218・ 2232-2234

縮尺 1/3



図
面
四
八
　
ｕ還
物
実
測
図
　
東
木
津
遺
跡
吉
岡
２
地
区
　
土
器
類

9
2`223

 `2221

＼＼~這
≡三三三Ξ≡三≡土__二Ξ

=聖

堅EI日
"夕

 2228

【三
烹
歴三三三三土ど聖堅ヨロ

買
:折 31

0         5        1 0cm

古代の土器類一須恵器 :2219～ 2231・ 2235～2242

灰釉陶器 :2243、 緑釉陶器 :2244

縮尺 1/3



図
面
四
九
　
迫返
物
実
測
図
　
東
木
津
遺
跡
吉
岡
地
区
　
土
器
類

し し にと年主

/    7   // / /////

｀ゝミく
:≡三三三甘ことこξ3,=万を与402

0          5          10cm

中世の土器類―白磁 :2301、 珠洲 12302～ 23■

近世の土器類―越中瀬戸 :2401・ 2402

縮尺 1/3



‰
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
噛

一

図
面
五
〇
　
迪退
物
実
測
図
　
東
木
津
遺
跡
吉
岡
地
区
　
木
製
品

|

２５０

肺
躙
Ｍ
脚
問
♂

団
問
脚
脚
隅
国

０

睾

0      10      20cm

Ｗ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐脱

縮尺 1/8木製品一板状品 :2501～ 2503、 部材 :2504、 棒状品 :2505



2硼

図
面
五

一　
二返
物
実
測
図
　
東
木
津
遺
跡
吉
岡
地
区
　
土
製
品

∈ ∋ ○

5

<∋ ③

２６０５
　
①
２６０６
　
⑥
２６０７
　
⑤
２６０８
　
①

２６０９

‐　‐］‐　‐Φ‐　‐鐘‐　‐導‐
①
２６０３

縮尺 1/2



図
面
五
二
　
遺
物
実
測
図
　
東
木
津
遺
跡
吉
岡
地
区
　
鉄

・
石
製
品

~(三

〔 ]【 :[を き

テ

⌒     υ

0             5              1 0Cm

ゆ窮

遺
ノも行LメξI乎:釜

翠湧(とだ

た

/ヽう
ン

縮尺実大、 1/2



＼`＼＼``三二===`:ξ :`子多そそ09

＼u匡 ク 3110

図
面
五
三
　
遺
物
実
測
図
　
井
日
本
江
遺
跡
栗
林
地
区
、
ア

・
ラ
イ
ズ
地
区
　
土
器
類

1 0cm

3105

)こ
三 量 軍 ド 3201

基   |
3202

ヽ

5202

Vh■」二号阜:3101-3111 ・ 5201 ・5202

古代の須恵器 i3201・ 3202・ 5203、 中世の上師器 :3301,3302

縮尺 1/2、 1/3



内
賜
／
／
物
甥
彰

0

-  3404

劾

―鬱―鬱
髭⊇密  3405

》鰹―饉騒
は                  3406

図

吻Ⅲ鰻∞鯵
ξξこ3::ざ  ゝ                          3407

馨̂

縮尺実大



図
面
五
五
　
遺
物
実
測
図
　
中
曽
根
西
遺
跡
区
画
整
理
地
区
　
土
器
類

／

ゝ

、  膨  4301

翌 44帆

＼ヒ=型二≡
j生
02

＼

沌 上 孟

葵

｀`
｀
氏三三三三三三!_E≡三三ニテ

57そ
506

弥生土器 :4101・ 4102、 古墳時代の上器類 :4201・ 4202、

中世の上器類 :4401～ 4404、 近世の土器類 :4501～ 4514

＼

 5“

古代の上器類 :4301・ 4302

縮尺 1/3



◎

‐

図
面
五
六
　
ｕ退
物
実
測
図
　
中
曽
根
西
遺
跡
区
画
整
理
地
区
　
土
製
品
等

土製品―土錘 :4601、 鍛冶関連遺物一椀形津 :4701・ 4702、

今同ウ壁占君―吏丑宅争 :4801、  ¢同金見:4802・ 4803

0              5              10cm

縮尺実大、 1/2



図

図 版 目 次

図版01 遺構写真 瑞龍寺遺跡富山不動産地区           図版13 遺構写真 瑞龍寺遺跡富山不動産地区
1 調査地区大遠景 (北東)                   1 赤剤薬丸瓦 (1325)出土状態 (北東)

2 調査地区遠景 (北北東)                   2 黒釉薬平瓦 (1329)出土状態 (北 )

図版02 遺構写真 瑞龍寺遺跡富山不動産地区                    3 ガラス瓶 (1701)出土状態 (西 )

1 調査地区全景 (南)            図版14 遺構写真 東木津遺跡吉岡地区
2 調査地区全景 (西)                     1 吉岡 1地区全景 (南西)

図版03 遺構写真 瑞龍寺遺跡富山不動産地区                    2 吉岡2地区全景 (直上)

1 神社址S B01全景 (直上)         図版15 遺構写真 東木津遺跡吉岡地区
2 神社址S B01全景 (南)                   1 吉岡2地区全景 (北東)

図版04 遺構写真 瑞龍寺遺跡富山不動産地区                    2 吉岡 1地区 1号 トレンチ遺構検出状態

1 地形址 S B01-s b01全 景 (南東)                (南 西)

2 地形llL S B 01-s b01全 景 (東)      図版16 遺構写真 東木津遺跡吉岡地区
図版05 遺構写真 瑞龍寺遺跡富山不動産地区                    1 吉岡 1地区2号 トレンチ遺構検出状態

l 道路址 S B01-s t01、 据え方列                 (南 西)

S B01-s a01'02検出状態 (北東)             2 吉岡2地区中央部遺構検出状態 (北西)

2 道路址 S B01-s t01、 据え方列      図版17 遺構写真 東木津遺跡吉岡地区
S B01-s a01・ 02P2断割全景 (南東)           1 吉岡2地区南東部遺構検出状態 (北東)

図版06 遺構写真 瑞龍寺遺跡富山不動産地区                    2 吉岡 1地区 1号 トレンチセクション (南西)

1 瓦溜りS U05～ 07、 土坑 S K01(南西)  図版18 遺構写真 東木津遺跡吉岡地区
2 瓦溜りS U05～ 07、 溝 S D04(西 )              1 掘立柱建物址S B07検 出状態 (南西)

図版07 遺構写真 瑞龍寺遺跡富山不動産地区                    2 掘立柱建物址S B08検 出状態 (東 )

1 瓦溜りS U01・ 02検出状態 (北東)              3 掘立柱建物址S B09検 出状態 (北東)

2 瓦溜りS U03・ 溝 S D03検出状態      図版19 遺構写真 東木津遺跡吉岡地区
(北北東)                        1 掘立柱建物址S B05-P6

図版08 遺構写真 瑞龍寺遺跡富山不動産地区                      礎板出土状態 (南 )

1 土坑S K04検 出状態 (北西)                 2 掘立柱建物址 S B05-P6
2 溝S D04確認状態 (北東)                    礎板出土状態 (南西)

図版09 遺構写真 瑞龍寺遺跡富山不動産地区           図版20 遺構写真 東木津遺跡吉岡地区
1 溝S D02確認状態 (西南西)                1 掘立柱建物址 S B05-P6セ クション

2 溝S D07確認状態 (西)                     (北 西)

図版10 遺構写真 瑞龍寺遺跡富山不動産地区                    2 土坑 S K20完 掘状態 (南東)

1 瓦溜りS U04検 出状態 (南西)                3 土坑 S K20遺物出土状態 (南東)

2 溝S D05確認状態 (東南東)        図版21 遺構写真 東木津遺跡吉岡地区
図版11 遺構写真 瑞龍寺遺跡富山不動産地区                    1 土坑 S K22炭化物検出状態 (北 )

1 根石 S S01・ 集石 S S02検出状態 (南)            2 土坑 S K23遺 物出土状態 (西 )

2 根石 S S01・ 集石 S S02検出状態 (北)            3 土坑S K25遺 物 (2110)出 土状態 (南西)

図版12 遺構写真 瑞龍寺遺跡富山不動産地区           図版22 遺構写真 東木津遺跡吉岡地区
1 巴紋軒丸瓦 (1301)出 土状態 (北)              1 溝 S D13検出状態 (北西)

2 燻し丸瓦 (刻印・匡]1317)                  2 溝 S D14遺物出土状態 (北西)

出土状態 (北東)                      3 溝 S D18遺物出土状態 (南東)

3 燻し平瓦 (刻印・匡]1310)        図版23 遺構写真 東木津遺跡吉岡地区
出土状態 (北西)                      1 溝S D21～ 25検出状態 (北東)

2 溝 S D24・ 25検出状態 (西 )



図版24 遺構写真

図版25 遺構写真

図版26 遺構写真

図版27 遺構写真

図版28 遺構写真

図版29 遺構写真

図版30 遺構写真

図版31 遣構写真

図版32 遺構写真

図版33 遺構写真

図版34 遺構写真

図版35 遺構写真

図版36 遺構写真

図版37 遺構写真

図版38 遺構写真

図版39 遺物写真

図版40 遺物写真

東木津遺跡吉岡地区

1 吉岡 1地区第Ⅳ層遺物出土状態 (北西 )
2 吉岡2地区第V層遺物出土状態 (北 )
3 吉岡2地区第V～Ⅵ層遺物出土状態
(南西 )

井日本江遺跡栗林地区

1 調査地区全景 (北東)
2 調査地区全景 (南東)
井日本江遺跡栗林地区

1 東偵I調査地区全景 (北東)
2 西側調査地区全景 (南西)
井口本江遺跡栗林地区

1 土坑 S K06検 出状態 (東南東)
2 土坑 S K06完掘状態 (南 )
井日本江遺跡栗林地区

1 溝 S D01検出状態 (南 )
2 溝 S D01完掘状態 (北 )
中曽根西遺跡区画整理地区

l A区全景 (南西)
2 B区 全景 (西 )
中曽根西遺跡区画整理地区

l B 01ト レンチ遺構検出状態 (北西)
2 B02・ 04ト レンテ遺構検出状態 (西 )
中曽根西遺跡区画整理地区

l B 07ト レンチ遺構検出状態 (北西)
2 B14ト レンチ遺構検出状態 (南東 )
中曽根西遺跡区画整理地区

l B 17ト レンチ溝 S D07～ 10

検出状態 (南西)

2 B18ト レンチ道路址 S F01
検出状態 (北西)

中曽根西遺跡区画整理地区

l B 04ト レンチ第Ⅲ層越中瀬戸 (4508)

出土状態 (北西)

2 B15ト レンチ第Ⅲ層越中瀬戸 (4509)
出土状態 (北東)

中曽根西遺跡区画整理地区

l C区全景 (南東)
2 C01ト レンチ遺構検出状態 (北西)
中曽根西遺跡区画整理地区

l D02ト レンチ遺構検出状態 (東 )
2 D03ト レンチ遺構検出状態 (東 )
中曽根西遺跡区画整理地区

l C02ト レンチ遺構検出状態 (南西 )
2 D区 全景 (西 )
中曽根西遺跡区画整理地区

l E区全景 (南東)
2 土器集中遺構 S X01遺物出土状態 (南東 )
中曽根西遺跡区画整理地区

l E 01ト レンチ北壁セクション (南西 )

2 F区 全景 (北西)
瑞龍寺遺跡富山不動産地区 土器類
1 中近世の上器・陶磁器類外面
2 中近世の上器・陶磁器類内面
瑞龍寺遺跡富山不動産地区 瓦
1 近世の燻し瓦―巴紋軒丸瓦・軒丸瓦

均整唐草紋軒平瓦

2 近世の燻し瓦―平瓦

図版41 遺物写真

図版42 遺物写真

図版43 遺物写真

図版44 遺物写真

図版45 遺物写真

図版46 遺物写真

図版47 遺物写真

図版48 遺物写真

図版49 遺物写真

図版50 遺物写真

図版51 遺物写真

図版52 遺物写真

図版53 遺物写真

図版54 遺物写真

瑞龍寺遺跡富山不動産地区 瓦
1 近世の燻し瓦―丸瓦凸面
2 近世の燻し瓦―丸瓦凹面
瑞龍寺遺跡富山不動産地区 瓦
1 近世の燻し瓦―菊九瓦
2 近世の燻し瓦―輪違い瓦・鬼瓦
瑞龍寺遺跡富山不動産地区 瓦
近世の赤釉薬瓦一九瓦・平瓦、黒釉薬瓦―平瓦

瑞龍寺遺跡富山不動産地区 鉄製品等
1 鉄製品
2 銅製品・石製品
東木津遺跡吉岡地区 土器類
1 古代の上器類 ―土師器
2 古代の上器類―須恵器
3 中世の土器類
東木津遺跡吉岡地区 土器類
1 古代の須恵器
2 古代の須恵器
東木津遺跡吉岡地区 土器類
1 古代の上器類―土師器・製塩土器
2 古代の上器類―須恵器
東木津遺跡吉岡地区 土器類
1 古代の上器類―須恵器
2 古代の上器類―須恵器、灰釉・緑釉陶器
東木津遺跡吉岡地区 土器類他
1 中近世の上器類
2 円面硯・土錘・石製品
東木津遺跡吉岡地区 木製品
1 木製品表面
2 木製品裏面
東木津遺跡吉岡地区 鉄製品
1 輪羽口・椀形津
2 鍛冶関連遺物・植物遺存体
井口本江遺跡栗林地区 土器類
井口本江遺跡ア・ライズ地区 土器類
1 弥生土器
2 古代の土器・中世の土師器
3 土師器 ア・ライズ地区
井日本江遺跡栗林地区 石製品
中曽根西遺跡区画整理地区 鉄製品
1 井日本江遺跡 石製品・剥片・未製品
2 中曽根西遺跡 銅製品・土製品・
鍛冶関連遺物

中曽根西遺跡区画整理地区 土器類
1 弥生土器
2 須恵器・珠洲
3 近世陶磁器外面、内面
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1 地形址 S B01-s t01、 据え方列 S B01-s a01・ 02検出状態 (北東 )
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2 地形址 S B01-s t01、 据え方列 S B01-s a01・ 02P2断割全景 (南東 )
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1 瓦溜りS U05～ 07、 土坑 S K01(南西)

2 瓦1留 りS U05～ 07、 溝 S D04(西 )
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1 根石 S S01・ 集石 S S02検出状態 (南 )

2 根石 S S01・ 集石 S S02検出状態 (北 )
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2.吉岡 1地区 1号 トレンチ遺構検出状態 (南西)
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1 吉岡 1地区2号 トレンチ遺構検出状態 (南西)

2.吉岡2地区中央部遺構検出状態 (北西)
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2 吉岡 1地区 1号 トレンチセクション (南西 )
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2 掘立柱建物址 S B05-P6礎 板出土状態 (南西 )
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1 溝 S D21～ 25検出状態 (北東 )

2 溝 S D24・ 25検出状態 (西 )
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2 西側調査地区全景 (南西 )
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2 土坑 S K06完掘状態 (南 )
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2 溝 S D01完掘状態 (北 )
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2 B02・ 04ト レンチ遺構検出状態 (西 )
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2 B14ト レンチ遺構検出状態 (南東 )
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l B 04ト レンチ第Ⅲ層越中瀬戸 (4508)出土状態 (北西 )

2 B15ト レンチ第Ⅲ層越中瀬戸 (4509)出 土状態 (北東 )
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2 C Olト レンチ遺構検出状態 (北西)
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2 土器集中遺構 S X01遺構出土状態 (南東)
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2 近世の燻し瓦一九瓦凹面
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1 古代の土器類―土師器
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1 井日本江遺跡 石製品・剥片・未製品
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2 中曽根西遺跡 銅製品・土製品・鍛冶関連遺物 (椀形津・鍛冶津・炉壁 )
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高岡市埋蔵文化財調査概報第68冊

市内遺跡調査概報�

発行者 高岡市教育委員会
富山県高岡市広小路 7番50号

2010年 2月 26日                  印刷所 株式会社 トーザヮ
富山県高岡市佐野新町1386-1




